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令和３年度別府大学短期大学部自己点検評価報告書 

－令和２年度実績対象－ 

Ⅰ．総合自己評価 

令和 2年度は、4月 16日全国を対象とした「緊急事態宣言」の発令を受けて、新型

コロナウイルス感染症拡大防止対策として、4月 20日より全学一斉に遠隔授業を実施

した。遠隔授業の実施にあたっては、学生を対象とした情報教育オリエンテーショ

ン、教員を対象とした遠隔授業研修会を開催し、円滑な移行を目指した。このような

取組により遠隔授業は問題なく進められ、5 月 25日「緊急事態宣言」の解除を受け

て、一部の実技・実習・演習系の授業を対面形式に戻し、その後徐々に対面授業を増

やすことで 8月上旬にはほぼ全ての授業を対面形式に戻すことが出来た。コロナ禍に

おける「学びの継続」に向けての本学教職員の迅速な対応とチーム力を高く評価した

い。 

また、短期大学部では、昨年に引き続き、教育職員免許法施行規則の改正（平成 29

年 11 月）に伴う幼稚園教諭養成課程における新区分「領域および保育内容の指導法」

の新規科目対応の研究推進を図るなど、「教職課程の再課程認定」に向けて準備が進

められた。 

第 2期中期計画（平成 29年度～平成 33年度）では、重点目標（１）入学定員充足

率 100％（２）中退率 3％以下（３）就職率 100％の達成に向けて、3つの重点施策と

7つの強化策を設定している。第 2期中期計画に基づく令和 2年度事業については、

コロナ禍においても各部署及び各委員会が意欲的に事業に取り組み、目標の達成を目

指した。 

7つの強化策の各事業の指標達成は、ほとんどの事業が 4段階評価のⅢ、Ⅳである

が、（１）教育力強化における 3つの小項目「教養教育改革と専門教育改革」は評価

Ⅱ、 「自学・自習の支援」は評価Ⅰ、「国際化への対応」は評価Ⅱである。これら

は、教育目標等の議論が出来なかったこと、コロナ禍において遠隔授業への支援が大

きな問題となったこと、海外研修や国際セミナーが中止されたことが主な要因であ

る。このように、令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のために教

育研究活動が制限されるという困難な状況ではあったが、そのような状況を考慮しつ

つも、令和 2年度事業計画は、概ね順調に進捗していると考えられる。 

7つの強化策では、令和 2年度においては次のような取組が挙げられる。（１）教

育力の強化では、シラバスでの到達目標明示化による学生の自己評価の客観性向上、

ポートフォリオ学修支援システム活用による学生支援の連携、「地域フィールドワー

ク演習」のサービス・ラーニング教育プログラムによる単位認定枠組みの整備、大学

短大全学での GPS－Academicテスト実施などの取組、（２）学生支援力の強化では、

コロナ禍で「さつき祭」「石垣祭」などのイベントを中止せざるを得なかったもの

の、ポートフォリオ学修支援システムを活用した生活困窮や授業に対する不安等の相

談対応、大学独自の「新型コロナウイルス家計急変学生特例奨学金」の設立、障害学
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生支援の充実に向けてのバリアフリーマップ更新などの取組、（３）就職力の強化で

は、就職率 100％、県内就職率 91.5％、公務員採用試験及び小学校採用試験現役合格

者増の成果、キャリア支援センターと協働の令和２年度雇用先全調査などの取組、

（４）研究力の強化では、科研費申請及び紀要等大学発行の研究誌への投稿が目標に

及ばなかったものの、積極的な外部資金獲得、保育学会九州地区研究集会オンライン

開催などの取組、（５）地域力の強化では、大分県幼教センター研修事業の委託、大

分県地域の共食拡大事業「べっぷ免疫サポート食づくり」、就職ガイダンスにおける

卒業生講和や九州財務局・大分労働局との連携講座などの取組、（６）募集力の強化

では、全学的な「学生募集対策会議」の開催、大分駅・宮崎駅・別府駅のデジタルサ

イネージ広告の継続、附属高校との連携強化、入学者選抜改革及びインターネット出

願導入などの取組、（７）マネジメント力の強化では、各科の課題及び要望に関する

学長との懇談会の開催、教員と学生との意見交換会などの取組である。これらの報告

から、コロナ禍の中で、各強化策の改善に向けて委員会が機能的に運営されたことが

窺われ、その内容は適正と考えられる。 
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Ⅱ．第２期中期計画に基づく令和元年度の自己点検評価 

１．教育、学生、就職、入試に関する令和２年度の自己点検評価 

（１）教育力の強化 

教育の質保証に対する取組については「教育の質保証に関する取組指針（令和元年

度）」等による取組体制の整備により PDCA サイクルを確立している。教育力の強化

に向けて第 2 期中期計画では 9 項目の具体的な取組を掲げている。 
① 「教育の質保証」の取組として、本学の近年の取組を体系的に取りまとめた「教

育の質保証に関する取組指針」「学生支援組織（クラス担任制）図」により、PDCA
サイクルの運営体制を確立している。DP/CP に基づき、シラバスに各授業の到達

目標「具体的にできるようになること」を共通の記述事項として学習内容を明示し、

学生の自己評価の客観性の向上に取り組んだ。ポートフォリオ学修支援システム

を活用した教員連携による学生支援を行うことができた。令和 2 年度は特に新型

コロナ感染拡大のため遠隔授業への対応が行われた。

② 「教育内容・方法の改善」として、通常の FD・SD 研修会に加え、遠隔授業

のための研修会を実施した。地域指向型授業として「地域社会フィールドワーク演

習」の内容を見直し、サービスラーニングの取組を単位認定する枠組みを整備した。 
③ 「教養教育改革と専門教育改革」については、全学教育カリキュラム委員会に

おいて、大学短大の全学で GPS-Academic テストの実施と共通テキスト「クリテ

ィカルシンキング・ロジカルライティング」の利用が決まり、教養教育で育成すべ

きリテラシーやコンピテンシーの議論が前進した。

④ 「初年次教育の改善」に関する取組では、令和３年 1 月に初年次教育の教育効

果調査を実施し、調査結果の報告書を提出した。また初年次教育の共通テキストの

導入が決まるなど、教育内容の共通化の議論が進展した。

⑤ 「修学指導の充実」については、「学生指導マニュアル」の見直しを行った。

令和 2 年度から「学生指導の共通指針」を大学・短学で共通の指針とした。新型コ

ロナウイルス感染症の影響で遅れたものの、「学生指導の共通指針」に則して全学

的にポートフォリオ学修支援システムを中心にした学生指導に取り組んだ。

⑥ 「自学・自習の支援」については、令和 2 年度は遠隔授業への支援が緊急の問

題となり、自習室・学修支援センターの設置についての議論が十分にできなかった。 
⑦ 「学生・卒業生の意見の反映」については、計画通り、初年次教育の教育効果

調査、卒業生アンケート、卒業時アンケート、学生との点検・評価会議、授業改善

を図るための学生参画 FD 研修会等の多様な取組を行い、その結果を教育改善

に反映させた。特に、令和２年度は遠隔授業の改善に向けた意見をきき、「遠隔

授業のガイドライン」の見直しや遠隔授業の改善に反映させた。

⑧ 「国際化への対応」では、新型コロナウイルス感染拡大により海外渡航が制限

されたため、海外研修・国際セミナーも中止した。大学と合同のオンライン留学を
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実施し、語学担当教員が参加した。

⑨ 「教職課程の再課程認定」については、初等教育科については新課程への対応

に向けたシラバスの統一や申請準備を進めた。専攻科については新課程対応のた

めのカリキュラム整備を検討した。

(２)学生支援力の強化 

学生を支援するために、第２期中期計画では、７項目の具体的な取組を掲げている。 
① 「学生指導・学生相談の充実」の取組では、ポートフォリオ学修支援システム

への学生情報の入力を学生指導カレンダーに沿って行った。コロナ禍の中で、予定

を変更しながら、学生・教職員に徹底させることができた。このシステムを活用し、

学生指導、修学支援、就職支援に生かし、コロナ禍の中での生活困窮や遠隔授業に

対する不安等の相談など学生の心情に沿った指導を行うことができた。

② 「学生生活環境の整備」の取組では、学生との意見交換会を令和２年９月１5
日に実施し、適切な環境整備等について検討し、できる限り実現可能となるよう取

り組み、学生の満足度の向上を図ることができた。また、学内の食堂などで使用で

きるクーポン券を全学生に配布して生活を支援した。

③ 「奨学制度(在学生採用)の創設」の取組では、高等教育の無償化について、関

係部署と連携し、対象学生への指導、給付型奨学金・授業料減免制度の申請・採択

手続、学業要件・人物要件の確認等を制度に則り、滞りなく対応することができた。 
また、コロナ禍の中、家計が急変した学生には、大学独自の「新型コロナウイルス

家計急変学生特例奨学金」を設けて支援した。成績優秀奨学金については２０名を

奨学生として決定した。

④ 「留学生支援の充実」の取組では、留学生がいないため、取組はしていない。

⑤ 「障がい学生支援の充実」の取組では、バリアフリーマップの更新を行い、改

善点を検討して、施設整備の担当課等に要望した。入学予定者に障がい学生がおり、

入学前から保護者や本人と教職員とが面談し、支援の在り方を検討し、支援体制を

確立した。在学中の障がい学生への対応は、学科会議等で定期的に支援の話し合い

を持ち、時宜に応じた対応を行った。

教職員全員が、合理的配慮の必要性を理解し、障がい学生に対応できるよう「合

理的配慮ハンドブック」の素案を作成し、来年度完成する予定である。

⑥ 「課外活動の充実とスポーツの振興」の取組では、コロナ禍の中、「さつき祭」

 「体育祭」「石垣祭」の取り組みは全て中止となった。体育系・文科系のサークル

 や研究会活動もほとんど取り組みができない状態となった。

⑦ 「災害対策の充実」の取組では、新型コロナウイルスに関する BCP(事業継続

計画)を学生委員会で検討し、新型コロナウイルス対策会議に提示した。

避難訓練は、コロナ禍の中、規模を縮小し、１年生でその時間帯に対面授業が行
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われていた学生が参加して実施した。

(３)就職力の強化 

(４)キャリア教育の理念の共有

各種講座や外部の就職セミナーの案内を行い、学生の参加を促した。しかし、新

型コロナウイルスの感染拡大により中止となるものもあった。そうしたなか、感染

予防を徹底して就職ガイダンスを３回実施し、社会的・職業的自立の必要性を説明

したうえで、学生の不安を払拭すべく教職員全力で学生の就職支援を行うことを

宣言し、学生の就職意欲の向上に努めた。

② キャリア科目の改善

「進路指導Ⅰ・Ⅱ」を全学生が受講し、外部講師による講演（前期「労働法講座」

は新型コロナウイルスの感染拡大により資料配布のみ、後期「金融講座」は実施）、

小テスト及び進路希望調査の実施等、キャリア教育の充実とニーズの把握に努め

た。今年度は、進路調査の項目を検討して実施し、全教職員が情報を共有してキャ

リア教育及び資格取得に関する授業に反映させて取り組んでいる。

③ 教育全体でのキャリア教育の推進

毎年「進路指導Ⅰ・Ⅱ」の中で、大分財務事務所と大分労働局から専門性の高い

講師を招聘して、「金融講座」及び「労働法講座」を開催し、社会人として必要な

キャリア教育を実施して学生からも評価を得ていた。しかし、今年度は新型コロナ

ウイルスの感染拡大により６月の「労働講座」開講が困難となったため、大分労働

局から資料「知って役立つ労働法Ｑ＆Ａ」をいただき就職ガイダンスにて配布し説

明した。「金融講座」については、大分財務局と入念な調整を行い 11 月に開催する

ことができた。 また、雇用先から求められるチームワークやコミュニケーション

技術の向上を目指したスキルについて、関連する授業で工夫しながら積極的に取

り入れている。

④ 正課外のキャリア支援策の充実

公務員講座・教員採用対策のため専門的スキルをもつ民間企業と連携して講座を

計画していたが、新型コロナウイルス感染拡大により急遽、遠隔講座を複数回実施

した。また、昨年度より就職委員会による働きかけで大分市が実施する「大分市保

育のしごとセミナー」において、保育士だけでなく保育現場の栄養士を希望する学

生が参加できるようになり食物栄養科の学生に好評であった。そこで令和２年度は、

大分市に参加する学生のニーズを的確に伝え、参加保育園の理解のもと、より効果

的なセミナーが実現（開催）でき、多くの学生が参加した。

⑤ キャリア支援センターの就職支援の強化

雇用主アンケートの結果や卒業生の雇用先への激励訪問を通して、雇用先と卒業

生が求めるキャリア教育についてデータを集約し、就職委員会で協議・情報交換を
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行い検証し、支援強化につなげた。また、今年度実施した雇用主アンケートでは、キ

ャリア支援センターと就職委員会が協働して、令和元年度卒業生の雇用先への全数

調査を実施した。それによって精緻化したデータの集約・分析が可能となり、雇用

先のニーズを的確に把握することができた。

⑥ 保護者・卒業生との連携

WEB による学生アンケートを実施し、学生の就職意識や保護者への要望を把握・

分析したうえで、保護者向け就職ガイダンスの充実を図り、保護者と連携した学生

支援を実施することができた。また、学生本人だけでなく、近年寄せられる保護者

からの就職相談についても丁寧に対応している。卒業生については、就職ガイダン

スに招聘して体験談を披露してもらうことで自身のスキルアップや後輩指導を担っ

ていただくと同時に、多くの卒業生に向けて大学の HP や同窓会誌にて卒業後の就

職支援を実施していることを、PR している。

（４）研究力の強化 

研究力の強化としては、３つの取組に目標値を定め、その達成度により 4 段階

（Ⅰ～Ⅳ）評価を行った。評価結果は、①研究・創作活動の充実【評定Ⅲ】、②外

部研究資金の獲得推進【評定Ⅲ】、③学生の研究活動の支援【評定Ⅲ】である。

① 研究・創作活動の充実においては、「学長裁量経費」を活用した研究費の応募

数、大学発行誌への論文執筆者数の目標値を定め、各取組を推奨した。その結

果、「学長裁量経費」対象として 9件の研究支援の申請があり、目標値 9件を達

成した。その内訳は、個人研究 5件、共同研究 4件である。2021 年 7月 14日に

研究成果発表を次の通り開催した。個人研究「うま味成分が PC１２細胞の神経突

起伸長に及ぼす効果の検討」、共同研究事業「小学校教員採用試験対策講座の取

組」、「「認定絵本士養成講座」開設にむけての取組」及び「絵本環境整備」。この

ような取組により、本学発行研究誌への投稿は『短期大学部紀要 40号』（2021 年

2月）12本、『センターレポート 40号』（幼児・児童教育センター機関誌 2021年

3月）4本であったが、執筆者 60％の目標に対し 43％と目標に及ばない。コロナ

禍における感染防止対策や遠隔授業への対応等により研究の遂行が困難であった

ことが主な要因と考えられる。今後は、本学発行の 3種類の研究誌への投稿に向

けた研究推進を図りたい。 

② 外部研究資金の獲得推進として、教員の 20％による科研費の申請及び科研費の

適正な管理運用を目標とした。科研費の適正な運用については、大学と合同で令

和 2年度第 3回 FD研修会「研究倫理・コンプライアンス教育について」（2020年

6月 17 日）を実施し不正防止に係る問題を共有した。令和 3年度科研費申請は

14％（5名）で、目標の 20％を下回り、また、採択結果は 1件であった。一方、

地域連携事業に 2件採択されており、外部資金獲得への意欲の高さが窺えること
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から、申請目標の明示と意識の共有化を図ることで目標達成を目指したい。 

③ 学生の研究活動の支援として、研究活動の HP掲載と卒業時、修了時の研究発

表会の開催を目標とした。学生の地域交流を踏まえた研究活動は、座学での学び

を実践で体現する活動として重視しているが、令和 2年度はコロナ禍のため、教

育・保育現場との交流活動を実施することができず、目標は達成出来なかった。

卒業時、食物栄養科では「実習を通した学び発表会」、初等教育科では「教職実

践演習ポスター発表会」、専攻科では「修了論文発表会」を実施した。ちなみ

に、「教職実践演習」では、「表現活動の実践と方法」「学級崩壊しない学級経

営」「保護者との信頼関係」等、修了論文発表会では、「小学校外国語科 Small 

Talk」「感情表現が苦手な子どものためのタブレット端末機器の効果的な活用」

等の研究成果が発表され、それぞれの調査結果や考察について意見交換が活発に

行われた。これらの取組により研究発表会開催の目標を達成した。

（５）地域力の強化 

１）人材育成と研究・創作による貢献

  大分県、農業文化公園との連携事業「棚田プロジェクト」の後身である「世界農業遺

産体験学習」はコロナ禍で現地での実習部分が大きく制約された。教員・学生の交流事

業として「竹田市岡大豆プロジェクト」や杵築資料館における「地域の偉人に関する資

料の翻訳」などの事業が実施された。別府市と市内学生のコラボ企画では、「One Beppu 

Dream」への参加（発酵食品学科 4 年生が実行委員長、史学文化財学科 2 年生が

FinalPresenter）、新型コロナ感染防止のため、オンラインを用いて 「BEPPU* Local 

Paragraphs2020」 ワークショップを開催し、20名を超える学生の参加があった。別府

大学の国際言語・文化学科 芸術表現コースでは、2017年から毎年、市内の駅にアート

作品を展示してきた。2020 年は別府駅改札口に疫病退散の願いを込めたアート作品を

設置した。また、地域活性化事業に採択された事業の報告会への参加や、協力いただい

た地元の研究会との合同授業を実施した。これらの活動などをさらに今年度から整備

した地域社会連携 PBL の授業として活用し、正課内での地域連携事業の実施を開始で

きた。 

２）知的資源の地域への開放・活用

公開講座やフォーラムは新型コロナ対策で実施を見送ったが、オンラインによる教

育・学術・研究の公開をオープンエデュケーションルームをホームページ上に整備し、

新たな情報発信を開始できた。別府市、商工会議所との連携で、人材育成プログラム「湯

のまち観光人材育成プログラム」を別府市役所にて、計 4回実施し、別府市役所の幹部

職員を対象とした SDG’s研修会を開催した。別府市と株式会社 BEAMSの連携事業であ

る BEPPU Local Paragraphs編集に 20人、Beppu Projectの別府アートマンス広報企画

検討に 3 人の学生が地域社会連携 PBL の授業の一環で参加し、それぞれに複数回のワ
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ークショップや会議への出席、現地の聞き取り調査などを行い、成果をまとめた。また、

きつき城下町資料館では 2名の学生が学芸員としての実践的な研修を行った。 

３）地域を舞台にした教育活動の展開

コロナ禍のため、学外授業の実施は難しくなったが、いくつかの授業において地域と

の連携を授業の時間内への導入が試みられ、PBL 型授業の一部は実施できた。「おおい

た共創士」については、大学全体のコンセンサスが得られておらず、進展はなかった。

大学全体の取り組みとして、令和 2 年 7 月豪雨への災害復興支援ボランティアを募集

し、7月 16 日に日田、21日、29日は九重町へと、災害復興支援ボランティア（学生・

職員）を派遣した。この募集に対して、学生 84名、教職員 20名、合計 104名の登録を

いただき、3 回の派遣で延べ 89 名（学生 69 名、職員 20 名）の参加があった。別府市

のマーチングカーニバルの実施では 50名の学生ボランティアが会場の安全確保に活躍

した。 

地域の方から学ぶ「温泉学概論」の授業では、地元の前田温泉の閉鎖の危機を聞きつ

け、学生ボランティアが主体的に支援を行うプロジェクトが動き出すなど、様々な温泉

学に関連する地域の先生と、学生たちの協同支援が動き始めている。 

４）自治体、大学、企業、施設等との連携

9 月 23 日に学長諮問会議を開催し、別府市、別府商工会議所、教育委員会や大分県

内在住の卒業生との会議を開催し、別府大学と地域の連携について意見交換を行った。 
大分県との連携事業（協同研究・開発など）として、「おおいた創生推進協議会」の

令和２年度地域活性化事業に大学 4 件、短大 1 件の合計 5 件が採択され、プロジェク

トを実施し、年度末の報告会へ参加した。日田歴史文化研究センター、宇佐教育研究セ

ンターについては施設の老朽化・耐震対応、利用の低迷などの理由から廃止することと

した。

10 月 26 日に別府市、別府商工会議所、別府大学・別府大学短期大学部の 3 者で包括

協定「湯のまちべっぷ協働推進協定」の締結を行い、連携事業の最初として別府の基幹

産業である観光に関するリカレント教育「湯のまちべっぷ観光人材育成プログラム」を

4 回別府市役所において実施した。また別府市の幹部職員に対する SDG’ｓ研修を皮

切りとして次年度以降のインターンシップや地域社会連携ＰＢＬ授業の組み立てを行

った。

５）地域で活躍している卒業生との連携

各学科において１年生の初年次教育や専門教育に地域や地元で活躍する卒業生に依

頼して、学生への講話を行った。多くの大会やワークショップは中止や延期となったが、

案内の郵送時にブランディング事業報告書の同封をおこない、文化財保存推進連絡会

議への参加団体が合計 35団体へと増加した。研究ブランディングの延長で阿蘇市の中

通古墳群の長目塚古墳の調査を実施した。また熊本城の調査も引き続き、実施している。 
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(６)募集力の強化

(７)全学的な募集体制による募集戦略の推進と学部・学科との連携

１）令和２年度は、全学的な「学生募集対策会議」のもとで募集戦略会議を 2回（6/12、

10/7）開催し、募集戦略の構築を行った。また「学生募集統括本部」が毎週の学内定

例役員会において志願や入学手続きの情報を提示し、時宜を得た募集戦略を講じた。

今年度は新型コロナウイルスの蔓延により、県内・県外の高校訪問は困難を極めた。

県内は 5月以降、何とか例年並の高校訪問を実施できたが、県境を跨ぐ県外の高校訪

問は前期は中止し、後期は一部の県境隣接地域のみ実施した。ただ、訪問できなかっ

た高校へは、関係資料を送付するとともに電話で出願の依頼を行った。受験メディア

による進路相談会も新型コロナウイルスの影響で開催回数が大幅に減少した上、感

染防止のため県外への出向ができないという状況であったが、目標値の 25回は達成

した。 

２）学生募集統括本部は上記の戦略会議において学長・学部長を通じ各学科が自らブ

ランディングを推進するべく、学科情報誌の発行と学科セミナーの開催を促した。ま

た、2月以降の一般選抜入試の合否判定に当たり、その都度「学生募集委員会」を開

催し、学生募集の現状、各学科の入学者の見通し等の情報を提供し、効率的な学生の

受け入れを促した。 

②高大連携・地域連携を通した学生募集の展開

１）今年度、この事業については新型コロナウイルス感染の影響が非常に大きかった。

オープンキャンパスについては 4月は中止し、その後は感染状況を睨みながら、zoom

による遠隔を含め、変則的な方法で実施せざるを得なかった。開催回数は 4回（7/19、

8/23、8/29、10/4）で、このうち県内高校対象が 3回、県外高校対象が 1回（遠隔で

実施）である。また、個別高校の大学体験は 8件と少なく、高校 PTAの大学見学はな

かった。高校が開催する進路ガイダンスも開催件数自体が減少し、25 件（例年は、

30 件程度）に参加したのみである。県内の校長・進路担当教員を招く「別府大学説

明会」は開催時期を遅らせ、7/30 に実施したが、県内高校へ出向しての大学説明会

は中止した。 

２）人的接触を伴わない企画は積極的に実施し、大分駅と宮崎駅のデジタルサイネー

ジに本学の広告を掲出するとともに、オープンキャンパスの新聞広告による大学紹

介を実施した。また、別府駅のデジタルサイネージおよび東別府駅前の大型看板の広

告も継続し、大学の社会的認知度の向上に努めた。特に大分駅のデジタルサイネージ

については、市民の関心が強かった新型コロナウイルス感染防止（ソーシャルディス

タンス）をモチーフに広告を作成し、本学のアピール度を高めた。

３）本学の奨学生制度について、政府の授業料無償化との兼ね合いを検討し、奨学生

の採択に関し一定の基準を設け、今年度の推薦系入試から運用を始めた。 

③令和 3年度志願者・入学者の減少
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令和3年度は18歳人口が前年に引き続き大きく減少した（▲26,208人）。特に九州

管内（九州▲4,070人）・大分県内（▲465人）の減少が大きく、これにコロナ禍の

影響が加わり、大学・短大ともに志願者（1,222人／▲110人）・入学者（730人／

▲89人）が減少した。

④附属高校との連携強化

本学附属の明豊高校 1年高大連携クラス担当教員と本学教員（入試担当学長補佐、

食物栄養科学部長、国際経営学部長、初等教育科長、食物栄養科長）により、高大連

携について年 6 回（5/15、6/23、8/6、9/17、10/27、２/12）の検討会を実施した。

その検討会を踏まえ、下記のような別府大学・明豊高校の連携強化を行った。 

１）本学より明豊高校 1 年高大連携クラスへ出向する形で「学部セミナー」を実施

（7/21 国際経営、初等教育科、7/27 大学食物、短大食物、7/28 発酵食品）。  

２）（食物栄養学科・発酵食品学科・国際経営学科）の講義をビデオ録画し、明豊高

校 1年高大連携クラスへ提供し、視聴してもらった（11月上旬）。 

３）明豊高校１年高大連携クラスが来学し、短大（初等教育・食物栄養）授業見学を

行った（12/1）。  

４）明豊高校主導による基礎学力充実の学習指導を経て、入学する各学科の課題に取

り組ませる高大連携入学前教育を行った。明豊高校からの推薦系全合格者を対象と

した。（12月中旬～2月上旬）  

⑤入学者選抜の改革

アドミッション・ポリシーを全学科で見直し、令和 2年 4月より公表している。そ

の新アドミッション・ポリシーの下で、令和 3年度入学者選抜より調査書・自己調査

書の点数化、面接に代わる口頭試問、英語資格・検定試験のスコアによる加点等を導

入した。本学にふさわしい学生を選抜する評価方法へと具体的な改革が進んでいる。 

またインターネット出願を導入し、受験生がより出願しやすい出願体制を構築した。 

(７)マネジメント力の強化 

マネジメント力の強化に向けて第 2 期中期計画では 6 項目の取組を掲げてい
る。

全ての項目で計画通りの進捗を達成している。

① 「教学マネジメントと内部質保証の充実」については、短大 DP・CP に基づき

教育及び学習成果アンケート調査を適切な時期に実施し、総合評価に必要な資料

を作成した。学長 SD 研修会において「高等教育のグランドデザイン」と「教学マ

ネジメント指針」について共通理解を図った。令和元年末に新たに新型コロナウイ

ルス対策会議を大短共同で設置した。同会議を 24 回開催し、授業の実施方法や教職

員の出張、行事の開催等、学内の意思決定を機動的に行い、円滑に運営を進めること

ができた。

② 「IR 活動・自己点検評価の充実」については、ポートフォリオ学修支援システ

10



ムを活用した面談記録の蓄積を進めた。また、計画通り令和２年度自己点検・評価

報告書を刊行した。IR センターを設置し、大短合同で長崎国際大学・長崎短期大

学と IR 担当教職員交流研修を実施した。

③ 「学長による学生や教職員の声の把握」については、学生との点検評価会議及び

学生参画 FD 研修を実施し、意見を反映させた取組をホームページ上に公表した。 
④ 「適正な人事の実施」については、非常勤講師を含めて適正な教員体制を維持す

ることが出来た。また、教員評価制度による優秀教員の顕彰を実施した。

⑤ 「教育学習環境の改善・充実」については、学生との点検・評価会議及び学生参

画 FD 研修での意見を踏まえ、令和 2 年度から 3 年度にかけて Wi-Fi 環境整備、

教室及びトイレ等の改修計画を作成し、設備環境の整備に着手した。図書館 1 階

を「Library Lounge」としてリニューアルし、アクティブな学びの場とした。キャ

リア支援センターは、今年で２０年目となることから、センター内を大幅に改装し

て、学生がさらに利用しやすい環境にした。

⑥ 「広報の充実」については、コロナ禍の中で学生活動などが制限されこれまでの

ような広報は出来なかったが、本学の遠隔授業の取り組み等についての情報発信

を行った。
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別

府
大

学
、

別
府

大
学

大
学

院
及

び
別

府
大

学
短

期
大

学
部

の
取

組

１
　

教
育

力
の

強
化

　

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
現

在
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
見

直
す

た
め

の
動

き
が

始
ま

っ
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

が
、

現
在

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

方
法

の
見

直
し

が
で

き
な

か
っ

た
。

・
シ

ラ
バ

ス
の

学
習

目
標

を
「
具

体
的

に
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

共
通

の
記

述
事

項
と

し
た

」
こ

と
で

自
己

評
価

の
客

観
性

が
向

上
し

た
。

・
短

大
で

は
、

「
教

育
の

質
保

証
に

関
す

る
取

組
指

針
」
に

基
づ

き
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

た
。

大
学

①
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

よ
る

評
価

を
一

定
期

間
実

施
し

、
問

題
点

が
あ

れ
ば

改
訂

を
行

っ
て

い
く
。

②
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

調
査

で
不

十
分

な
も

の
（
卒

業
生

ア
ン

ケ
ー

ト
）
に

つ
い

て
改

善
方

法
を

検
討

す
る

。
③

D
P

と
各

授
業

の
到

達
目

標
と

の
関

係
を

各
教

員
が

明
確

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

仕
組

み
を

検
討

す
る

。
学

生
部

「
学

生
指

導
の

共
通

指
針

」
に

沿
っ

て
、

学
生

の
個

別
相

談
と

問
題

学
生

の
重

点
指

導
、

指
導

結
果

の
情

報
共

有
に

継
続

的
に

取
り

組
む

。

短
大

①
短

大
D

P
/
Ｃ

Ｐ
に

基
づ

き
、

各
授

業
の

到
達

目
標

を
具

体
的

に
定

め
、

学
生

に
よ

る
自

己
評

価
を

的
確

に
行

え
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
学

生
の

学
習

課
題

に
応

じ
た

学
習

支
援

方
策

を
検

討
す

る
。

②
ク

ラ
ス

担
任

制
に

基
づ

い
た

学
生

支
援

組
織

の
円

滑
な

運
営

に
向

け
て

、
問

題
の

早
期

把
握

と
チ

ー
ム

に
よ

る
対

応
を

強
化

し
、

個
別

指
導

の
充

実
を

図
る

。
③

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

の
円

滑
な

運
営

に
向

け
て

、
「
教

育
の

質
保

証
に

関
す

る
取

組
指

針
」
に

基
づ

い
た

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

定
着

化
を

図
る

。

　
大

学
が

一
定

の
社

会
的

評
価

を
得

る
た

め
に

は
、

教
育

の
質

を
自

ら
保

証
す

る
こ

と
が

不
可

欠
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

（
C

P
)を

文
科

省
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

に
沿

っ
て

見
直

す
と

と
も

に
、

D
P

に
掲

げ
る

学
修

目
標

に
照

ら
し

て
C

P
に

よ
る

教
育

活
動

の
成

果
を

厳
密

に
評

価
・
検

証
し

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

教
育

の
改

革
・
改

善
を

行
い

、
教

育
の

質
を

自
ら

保
証

す
る

仕
組

み
（
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

）
を

確
立

す
る

。

(1
)

教
育

の
質

保
証

達
成

状
況

及
び

判
断

理
由

大
学

①
2
年

目
に

あ
た

る
令

和
元

年
度

の
評

価
を

終
え

、
あ

る
程

度
学

科
に

浸
透

し
て

き
た

。
現

在
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

指
標

に
入

れ
て

い
な

い
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

を
ど

の
よ

う
に

取
り

込
む

か
、

W
G

で
見

直
し

を
行

な
っ

て
い

る
。

②
卒

業
生

ア
ン

ケ
ー

ト
は

今
年

度
も

キ
ャ

リ
ア

か
ら

企
業

経
由

で
ま

と
め

て
依

頼
し

た
が

、
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

数
が

少
な

く
、

改
善

策
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
③

今
年

度
は

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
サ

プ
リ

メ
ン

ト
発

行
の

た
め

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ッ
プ

を
見

直
し

た
。

今
後

同
マ

ッ
プ

の
見

直
し

に
合

わ
せ

、
D

P
と

到
達

目
標

を
見

直
す

こ
と

と
し

て
い

る
。

短
大

①
短

大
D

P
/
C

P
に

基
づ

き
、

シ
ラ

バ
ス

に
各

授
業

の
到

達
目

標
「
具

体
的

に
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
」
を

共
通

の
記

述
事

項
と

し
て

学
習

内
容

を
明

示
し

、
学

生
の

自
己

評
価

の
客

観
性

の
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。

一
方

、
今

年
度

は
遠

隔
授

業
に

伴
う

学
習

支
援

の
ウ

ェ
イ

ト
が

大
き

く
、

各
授

業
の

学
習

課
題

に
応

じ
た

支
援

は
十

分
に

議
論

で
き

な
か

っ
た

。
②

教
員

連
携

に
よ

る
学

生
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

が
、

組
織

体
制

の
構

築
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

③
「
教

育
の

質
保

証
に

関
す

る
取

組
指

針
」
に

基
づ

い
た

各
種

調
査

を
計

画
通

り
に

実
施

し
た

。

大
学

・
短

大
共

通
　

令
和

元
年

度
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
学

修
支

援
シ

ス
テ

ム
運

用
に

関
す

る
W

G
か

ら
の

答
申

の
内

容
に

則
し

て
「
学

生
指

導
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

令
和

2
年

度
か

ら
「
学

生
指

導
の

共
通

指
針

」
を

大
学

・
短

期
大

学
部

で
共

通
の

指
針

と
し

た
（
令

和
2
年

4
月

8
日

の
大

・
短

企
画

運
営

会
議

に
て

承
認

）
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

遅
れ

た
も

の
の

、
「
学

生
指

導
の

共
通

指
針

」
に

則
し

て
全

学
的

に
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
修

支
援

シ
ス

テ
ム

を
中

心
に

し
た

学
生

指
導

に
取

り
組

ん
だ

。

　
令

和
2
年

度
に

お
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
に

伴
い

、
中

期
計

画
や

年
度

計
画

に
な

い
様

々
な

取
組

等
を

実
施

し
た

の
で

、
記

載
し

ま
す

。
①

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

対
応

に
関

し
、

学
生

の
教

育
に

つ
い

て
は

、
4
月

当
初

、
急

遽
休

校
に

し
、

1
週

間
後

に
は

、
遠

隔
授

業
を

開
始

す
る

な
ど

教
職

員
の

対
応

能
力

の
高

さ
が

他
大

学
に

比
し

、
際

立
っ

て
い

た
。

ま
た

、
後

期
の

中
盤

か
ら

は
、

3
密

に
対

応
し

た
う

え
で

、
7
割

程
度

の
対

面
授

業
に

戻
す

な
ど

、
文

部
科

学
省

の
指

導
や

情
勢

の
変

化
に

対
応

し
た

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

新
入

生
の

入
学

時
の

自
宅

待
機

解
除

後
の

入
学

時
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等
を

連
日

実
施

や
入

国
で

き
な

い
留

学
生

へ
の

遠
隔

授
業

の
対

応
等

を
行

っ
た

。

第
２

期
中

期
計

画

具
体

的
内

容
令

和
２

年
度

事
業

計
画

令
和

２
年

度
事

業
計

画
に

対
す

る
取

組
内

容
項

目
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大
学

①
全

学
共

通
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
委

員
会

で
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

見
直

し
の

た
め

の
方

法
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
授

業
数

削
減

に
取

り
組

む
。

短
大

①
教

養
教

育
の

教
育

目
標

を
設

定
す

る
。

②
教

養
教

育
の

体
系

性
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
性

に
つ

い
て

確
認

す
る

。

大
学

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

見
直

し
･授

業
数

削
減

の
方

法
･手

順
に

つ
い

て
検

討
し

た
が

、
ま

だ
具

体
的

作
業

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
検

討
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

短
大

①
教

養
教

育
の

目
標

と
し

て
「
G

P
S
-
A

c
ad

e
m

ic
」
に

関
連

し
て

思
考

力
や

姿
勢

態
度

と
い

っ
た

指
標

に
つ

い
て

の
議

論
が

行
わ

れ
教

科
書

「
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

・
ロ

ジ
カ

ル
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
」
を

統
一

す
る

な
ど

の
成

果
は

あ
っ

た
が

、
教

養
教

育
の

教
育

目
標

を
設

定
す

る
ま

で
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

②
教

養
教

育
の

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
・
Ⅱ

」
に

お
い

て
、

習
熟

度
別

ク
ラ

ス
を

導
入

す
る

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

性
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

し
か

し
、

教
養

科
目

全
体

で
の

体
系

性
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
性

に
つ

い
て

は
議

論
が

で
き

な
か

っ
た

。

評
定

【
Ⅱ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
具

体
的

な
作

業
等

の
検

討
に

入
れ

て
い

な
い

が
、

全
学

共
通

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

検
討

委
員

会
で

話
し

合
い

が
行

わ
れ

た
。

大
学

①
初

年
次

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

調
査

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

改
善

に
活

用
す

る
。

②
初

年
次

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

各
学

科
共

通
部

分
を

具
体

的
に

検
討

す
る

。

短
大

①
初

年
次

教
育

の
各

学
科

共
通

部
分

・
独

自
部

分
を

見
直

し
、

初
年

次
教

育
と

し
て

何
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

教
務

委
員

会
で

検
討

す
る

。
引

き
続

き
「
初

年
次

教
育

満
足

度
調

査
」
を

実
施

し
、

初
年

次
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
向

上
を

図
る

。
②

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
学

習
支

援
シ

ス
テ

ム
の

初
年

次
個

別
指

導
へ

の
活

用
実

態
を

調
査

す
る

。

大
学

①
任

意
に

選
出

し
た

各
学

科
5名

、
全

学
計

30
名

の
学

生
を

対
象

に
、

「
初

年
次

教

育
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
」
を

Zo
om

を
使

用
し

た
オ

ン
ラ

イ
ン

に
て

実
施

し
た

。
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
結

果
を

教
養

教
育

委
員

会
に

て
吟

味
･分

析
･検

討
し

、
初

年
次

教
育

に
は

大
き

な
問

題
は

な
い

、
と

の
結

果
を

得
た

。
今

後
は

、
教

養
教

育
の

見
直

し
と

連
動

す
る

か
た

ち
で

、
協

議
検

討
し

て
い

く
必

要
は

あ
る

と
考

え
る

。
②

「
入

試
と

連
動

し
た

取
組

」
を

実
施

す
る

必
要

が
生

じ
た

こ
と

か
ら

、
各

学
科

の
導

入
演

習
に

お
い

て
、

2コ
マ

程
度

の
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

の
授

業
を

共
通

の
も

の
と

し
て

実
施

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
テ

キ
ス

ト
も

導
入

し
、

今
後

こ
れ

が
本

学
の

学
生

教
育

に
お

い
て

、
共

通
認

識
と

な
り

、
教

育
に

活
か

さ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

短
大

①
初

年
次

教
育

に
お

い
て

全
学

共
通

で
指

導
す

べ
き

内
容

と
し

て
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

を
設

定
し

、
次

年
度

以
降

の
指

導
内

容
を

共
通

化
す

る
こ

と
と

し
た

。
「
初

年
次

教
育

教
育

効
果

調
査

」
を

実
施

し
た

。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
「
初

年
次

教
育

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

」
を

計
画

通
り

実
施

し
て

分
析

し
、

よ
い

結
果

を
得

た
。

・
初

年
次

教
育

の
各

学
科

共
通

部
分

も
結

果
的

に
実

現
で

き
た

。

(3
)

教
養

教
育

改
革

と
専

門
教

育
改

革

  
初

年
次

教
育

の
良

否
は

、
学

生
の

修
学

意
欲

、
学

習
習

慣
、

大
学

の
満

足
度

を
大

き
く
左

右
し

、
大

学
の

社
会

的
評

価
に

も
強

く
影

響
す

る
。

こ
の

た
め

、
教

務
、

学
生

支
援

、
進

路
指

導
が

一
体

と
な

っ
て

、
新

入
生

に
と

っ
て

満
足

度
の

高
い

初
年

次
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
確

立
す

る
。

大
学

①
計

画
さ

れ
た

F
D

は
順

調
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
遠

隔
授

業
へ

の
移

行
に

伴
い

、
F
D

や
教

職
員

同
士

に
よ

る
情

報
交

換
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
動

画
ア

ッ
プ

な
ど

、
教

職
員

相
互

の
協

働
に

よ
り

、
ス

ム
ー

ズ
に

遠
隔

授
業

が
行

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
、

臨
機

応
変

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

や
そ

れ
を

基
に

し
た

F
D

活
動

を
行

い
、

素
早

い
改

善
に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
た

。
遠

隔
授

業
の

実
施

で
身

に
つ

い
た

IC
T
活

用
の

ス
キ

ル
は

、
対

面
で

も
活

用
で

き
る

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

を
契

機
に

爆
発

的
に

増
え

た
外

部
の

オ
ン

ラ
イ

ン
の

セ
ミ

ナ
ー

等
へ

の
参

加
を

促
す

こ
と

に
よ

る
F
D

の
別

の
形

が
で

き
た

。
②

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
遠

隔
授

業
へ

の
移

行
の

た
め

、
検

討
は

延
期

と
な

っ
た

。

短
大

①
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

当
初

の
計

画
を

修
正

・
変

更
し

な
が

ら
年

間
1
2
回

の
F
D

・
S
D

研
修

会
を

開
催

し
た

。
4
月

か
ら

「
遠

隔
授

業
」
に

よ
る

ス
タ

ー
ト

と
な

っ
た

こ
と

を
受

け
、

4
・
5
月

は
「
遠

隔
授

業
に

よ
る

授
業

の
工

夫
・
改

善
」
の

F
D

研
修

会
を

実
施

し
、

6
月

以
降

徐
々

に
当

初
の

計
画

に
戻

し
た

。
2
月

に
は

「
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

の
高

か
っ

た
教

員
」
か

ら
コ

ロ
ナ

禍
の

中
で

の
体

面
授

業
の

工
夫

や
遠

隔
授

業
の

工
夫

に
つ

い
て

の
研

修
を

実
施

し
て

来
年

度
以

降
の

授
業

改
善

に
つ

な
い

だ
。

②
③

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
取

り
入

れ
に

く
い

授
業

を
ア

ク
テ

ィ
ブ

に
す

る
方

法
に

つ
い

て
は

、
教

員
相

互
の

授
業

参
観

が
コ

ロ
ナ

禍
の

関
係

か
ら

実
施

で
き

な
か

っ
た

が
、

①
の

研
修

会
等

に
よ

り
対

面
授

業
と

遠
隔

授
業

の
併

用
や

遠
隔

授
業

の
質

的
改

善
に

つ
な

が
っ

た
。

④
サ

ー
ビ

ス
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
取

り
組

み
を

「
地

域
社

会
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
演

習
（
2
単

位
）
」
に

お
い

て
単

位
認

定
す

る
こ

と
と

し
た

。

(2
)

授
業

内
容

・
方

法
の

改
善

(4
)

初
年

次
教

育
の

改
善

　
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
を

確
実

に
履

行
し

所
期

の
成

果
を

上
げ

る
た

め
、

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
活

動
を

効
果

的
に

行
う

と
と

も
に

、
授

業
内

容
・
方

法
（
シ

ラ
バ

ス
）
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
学

生
の

主
体

的
・
対

話
的

学
習

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
）
を

促
し

、
授

業
へ

の
参

加
態

度
を

活
性

化
さ

せ
る

と
と

も
に

、
問

題
発

見
解

決
型

授
業

、
地

域
指

向
型

授
業

、
多

様
な

学
生

へ
の

教
育

的
配

慮
な

ど
を

充
実

さ
せ

る
。

大
学

①
引

き
続

き
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

た
め

の
F
D

な
ど

の
取

組
を

検
討

す
る

。
②

夏
季

休
暇

期
間

中
の

学
生

の
自

主
的

活
動

や
海

外
研

修
な

ど
を

実
施

し
や

す
く
す

る
た

め
、

現
行

9
0
分

1
5
回

授
業

を
1
0
0
分

1
4
回

授
業

、
ま

た
は

、
そ

の
他

の
時

間
割

の
弾

力
的

運
用

へ
の

変
更

を
検

討
す

る
。

（
9
月

ま
で

に
次

年
度

の
変

更
に

つ
い

て
学

生
に

周
知

で
き

る
よ

う
に

す
る

）

短
大

①
F
D

・
S
D

研
修

や
IR

調
査

な
ど

を
工

夫
・
改

善
し

、
授

業
改

善
の

取
組

を
よ

り
実

効
性

の
あ

る
も

の
に

し
て

い
く
。

②
講

義
形

式
の

授
業

な
ど

一
般

に
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

取
り

入
れ

に
く
い

授
業

を
ア

ク
テ

ィ
ブ

に
す

る
方

法
に

つ
い

て
F
D

研
修

な
ど

を
検

討
す

る
。

③
教

員
相

互
の

授
業

参
観

を
継

続
し

、
授

業
設

計
、

授
業

の
進

め
方

、
授

業
手

法
に

つ
い

て
学

び
合

い
、

よ
り

良
い

授
業

づ
く
り

に
役

立
て

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
の

開
設

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

す
る

。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
コ

ロ
ナ

が
契

機
と

は
言

え
、

IC
T
を

活
用

し
た

授
業

支
援

ツ
ー

ル
を

ほ
と

ん
ど

全
員

が
使

え
る

よ
う

に
な

り
、

教
職

員
の

協
働

も
比

較
的

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
た

。
た

だ
、

従
前

の
計

画
は

延
期

と
な

っ
た

。
・
短

大
で

は
、

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
実

態
に

応
じ

た
F
D

研
修

会
を

実
施

で
き

た
。

ま
た

、
遠

隔
授

業
の

導
入

に
伴

い
授

業
評

価
項

目
を

全
面

的
に

改
善

し
、

本
年

度
か

ら
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

上
で

の
実

施
に

切
り

替
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
教

養
教

育
は

教
育

目
標

が
明

確
で

な
く
、

体
系

性
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
性

も
乏

し
い

。
こ

の
た

め
、

真
に

必
要

な
教

養
や

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
、

リ
テ

ラ
シ

ー
は

何
か

を
考

察
し

、
教

養
教

育
の

教
育

目
標

を
設

定
し

、
目

標
達

成
に

適
し

た
科

目
編

成
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
改

正
す

る
。

同
時

に
教

養
教

育
と

専
門

教
育

と
の

役
割

、
バ

ラ
ン

ス
を

再
検

討
し

、
教

育
課

程
全

体
の

最
適

化
を

目
指

す
。
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大
学

①
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

へ
の

学
生

の
入

力
状

況
の

改
善

策
を

検
討

す
る

。
面

談
と

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
学

修
支

援
シ

ス
テ

ム
の

入
力

に
つ

い
て

、
学

生
指

導
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
反

映
さ

せ
、

確
実

な
実

行
を

定
着

さ
せ

る
。

②
「
学

生
指

導
の

共
通

指
針

」
に

沿
っ

て
、

学
生

の
個

別
相

談
と

問
題

学
生

の
重

点
指

導
、

指
導

結
果

の
情

報
共

有
に

継
続

的
に

取
り

組
む

。

短
大

①
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
修

支
援

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

、
学

生
の

入
力

率
、

教
員

に
よ

る
面

談
結

果
入

力
率

を
調

査
す

る
。

②
「
学

生
指

導
の

共
通

指
針

」
に

沿
っ

て
、

学
生

の
個

別
相

談
と

問
題

学
生

の
重

点
指

導
、

指
導

結
果

の
情

報
共

有
に

継
続

的
に

取
り

組
む

。

大
学

・
短

大
共

通
①

令
和

元
年

度
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
学

修
支

援
シ

ス
テ

ム
運

用
に

関
す

る
W

G
か

ら
の

答
申

の
内

容
に

則
し

て
「
学

生
指

導
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

令
和

2
年

度
か

ら
「
学

生
指

導
の

共
通

指
針

」
を

大
学

・
短

学
で

共
通

の
指

針
と

し
た

（
令

和
2
年

4
月

8
日

の
大

・
短

企
画

運
営

会
議

に
て

承
認

）
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

遅
れ

た
も

の
の

、
「
学

生
指

導
の

共
通

指
針

」
に

則
し

て
全

学
的

に
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
修

支
援

シ
ス

テ
ム

を
中

心
に

し
た

学
生

指
導

に
取

り
組

ん
だ

。

大
学

①
入

力
に

つ
い

て
は

、
入

力
状

況
を

学
科

に
通

知
し

て
指

導
を

依
頼

し
て

い
る

が
、

毎
回

全
員

入
力

を
目

指
し

て
学

期
の

終
わ

り
ま

で
入

力
を

待
つ

状
況

が
続

い
て

い
る

。
改

善
策

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

短
大

①
学

生
に

よ
る

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
学

修
支

援
シ

ス
テ

ム
へ

入
力

率
を

調
査

し
、

学
科

毎
に

未
入

力
学

生
に

対
す

る
入

力
指

導
を

実
施

し
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
概

ね
計

画
通

り
実

施
で

き
た

。

大
学

①
自

習
室

・
学

修
支

援
セ

ン
タ

ー
等

の
設

置
に

向
け

、
他

大
学

で
視

察
す

る
。

短
大

①
大

学
・
短

大
の

教
務

委
員

会
で

引
き

続
き

自
習

室
・
学

修
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

を
検

討
す

る
。

大
学

①
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

実
施

で
き

な
か

っ
た

。

短
大

①
今

年
度

は
遠

隔
授

業
へ

の
支

援
が

大
き

な
問

題
と

な
り

、
自

習
室

・
学

修
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

に
つ

い
て

の
議

論
が

十
分

に
で

き
な

か
っ

た
。

評
定

【
Ⅰ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
コ

ロ
ナ

の
た

め
視

察
を

含
め

た
検

討
は

で
き

な
か

っ
た

。

大
学

①
毎

年
の

調
査

を
続

け
、

結
果

か
ら

課
題

を
探

り
出

し
、

改
善

を
は

か
る

。

短
大

①
学

生
の

意
見

を
く
み

上
げ

る
活

動
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
実

効
的

解
決

方
法

に
つ

い
て

議
論

を
深

め
る

。
卒

業
時

・
卒

業
後

ア
ン

ケ
ー

ト
・
初

年
次

教
育

満
足

度
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
す

る
。

大
学

・
短

大
①

予
定

通
り

調
査

を
実

施
し

、
結

果
を

共
有

し
た

。
今

年
度

は
コ

ロ
ナ

に
よ

る
遠

隔
授

業
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

問
題

点
を

ま
と

め
て

後
期

に
改

善
に

結
び

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
予

定
通

り
の

調
査

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

遠
隔

授
業

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

急
遽

実
施

し
、

改
善

に
結

び
つ

け
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
個

々
の

学
生

に
対

応
し

た
面

倒
見

の
よ

い
指

導
を

実
現

す
る

た
め

、
学

生
に

よ
る

教
職

員
へ

の
相

談
内

容
や

対
応

状
況

、
学

生
の

受
講

状
況

（
出

欠
、

単
位

取
得

状
況

）
や

生
活

状
況

（
生

活
態

度
、

ア
ル

バ
イ

ト
、

課
外

活
動

等
）
、

学
業

等
に

お
け

る
特

記
事

項
、

課
外

活
動

の
実

績
等

を
速

や
か

に
把

握
・
共

有
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
確

立
し

、
修

学
指

導
を

充
実

さ
せ

る
。

ま
た

、
引

き
こ

も
り

や
怠

学
の

状
況

に
陥

っ
て

い
る

学
生

を
立

ち
直

ら
せ

、
中

退
率

の
低

減
に

結
び

つ
け

る
。

(5
)

修
学

指
導

の
充

実

(6
)

自
学

・
自

習
の

支
援

(7
)

学
生

・
卒

業
生

の
意

見
の

反
映

　
自

学
・
自

習
を

支
援

す
る

体
制

と
施

設
を

整
備

す
る

。
自

ら
学

ぶ
意

欲
こ

そ
が

学
修

活
動

の
根

幹
で

あ
る

が
、

そ
の

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
を

図
る

こ
と

で
、

自
学

・
自

習
す

る
学

生
の

支
援

を
行

う
。

こ
れ

に
よ

り
、

学
生

の
学

習
レ

ベ
ル

の
向

上
、

資
格

試
験

や
就

職
試

験
の

合
格

者
の

増
加

を
図

る
。

　
教

育
面

に
お

け
る

学
生

の
満

足
度

調
査

や
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

運
営

が
行

わ
れ

て
い

る
か

調
査

す
る

。
ま

た
、

直
接

、
学

生
や

卒
業

生
に

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
調

査
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

表
に

出
な

い
問

題
点

を
洗

い
出

し
、

細
部

に
わ

た
り

教
育

力
の

強
化

を
図

る
。

こ
れ

に
よ

り
学

生
の

教
育

へ
の

満
足

度
を

高
め

る
。
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大
学

①
日

本
人

学
生

の
海

外
へ

の
留

学
促

進
（
１

）
別

府
大

学
海

外
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
　

留
学

報
告

会
の

実
施

、
留

学
成

果
の

可
視

化
・
公

表
、

危
機

管
理

体
制

の
構

築
（
２

）
奨

学
金

関
連

：
　

「
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

」
2
0
2
0
年

度
採

用
、

「
J
A

S
S
O

奨
学

金
」
2
0
2
0
年

度
（
1
名

枠
）
実

施
、

2
0
2
1
年

度
採

択 （
３

）
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

・
カ

フ
ェ

：
　

留
学

経
験

者
な

ど
を

ア
シ

ス
タ

ン
ト

と
し

て
活

用
、

学
生

に
活

躍
の

場
を

提
供

短
大

①
短

大
初

等
教

育
科

で
は

、
海

外
研

修
プ

ラ
ン

を
改

善
し

参
加

者
数

の
増

加
を

図
る

。
②

学
生

主
導

に
よ

る
国

際
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

と
の

交
流

会
を

実
施

す
る

。

大
学

①
日

本
人

学
生

の
海

外
へ

の
留

学
促

進
（
１

）
別

府
大

学
海

外
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
り

、
令

和
2年

度
の

海
外

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

全
て

キ
ャ

ン
セ

ル
と

な
っ

た
。

し
か

し
、

来
年

度
の

こ
と

も
考

え
、

2月
に

オ

ン
ラ

イ
ン

留
学

を
実

施
し

た
。

・
令

和
元

年
度

留
学

報
告

会
：
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
・
留

学
成

果
の

可
視

化
・
公

表
：
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
は

作
成

し
た

が
成

果
の

可
視

化
・

公
表

は
未

実
施

・
危

機
管

理
体

制
の

構
築

：
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

中
（
２

）
奨

学
金

関
連

：
・
「
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

」
20

20
年

度
採

用
：
募

集
中

止

・
「

JA
SS

O
奨

学
金

」
20

20
年

度
（

1名
枠

）
：
学

内
選

考
中

止

・
「

JA
SS

O
奨

学
金

」
20

21
年

度
採

択
：

4名
枠

で
応

募
（
結

果
待

ち
）

（
３

）
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

・
カ

フ
ェ

：
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
・
留

学
経

験
者

を
ア

シ
ス

タ
ン

ト
と

し
て

活
用

・
他

大
学

の
留

学
生

と
オ

ン
ラ

イ
ン

英
語

交
流

を
実

施
（
の

べ
15

7名
参

加
）

（
４

）
そ

の
他

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
な

い
留

学
先

や
ワ

ー
キ

ン
グ

ホ
リ

デ
ー

を
希

望
し

て
い

る
学

生
に

対
し

て
様

々
な

情
報

（
業

者
の

紹
介

を
含

む
）
を

提
供

短
大

①
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

に
よ

り
海

外
渡

航
が

制
限

さ
れ

た
た

め
、

海
外

研
修

を
中

止
し

た
。

②
①

同
様

、
国

際
セ

ミ
ナ

ー
中

止
に

よ
り

交
流

会
も

中
止

し
た

。
③

大
学

と
合

同
の

オ
ン

ラ
イ

ン
留

学
を

実
施

し
、

語
学

担
当

教
員

が
参

加
し

た
。

評
定

【
Ⅱ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
た

め
、

海
外

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

海
外

研
修

・
国

際
セ

ミ
ナ

ー
を

中
止

し
た

。
・
学

内
で

の
英

語
交

流
（
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

・
カ

フ
ェ

）
や

オ
ン

ラ
イ

ン
留

学
は

実
施

し
た

。

大
学

　
平

成
3
1
年

１
月

に
文

部
科

学
省

教
員

養
成

部
会

か
ら

本
学

の
再

課
程

認
定

に
対

し
「
適

」
と

の
答

申
が

得
ら

れ
た

。
こ

れ
を

承
け

て
、

引
き

つ
づ

き
以

下
の

点
に

応
じ

る
。

①
教

育
職

員
免

許
状

取
得

に
必

要
な

科
目

に
設

定
さ

れ
て

い
る

担
当

教
員

へ
の

業
績

の
積

み
増

し
を

呼
び

か
け

る
。

②
大

学
教

職
課

程
委

員
会

を
６

～
７

回
開

催
し

、
新

し
い

教
職

課
程

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

十
分

に
踏

ま
え

つ
つ

、
各

学
科

と
情

報
並

び
に

認
識

の
共

有
を

図
る

。
こ

の
た

め
、

大
学

教
務

委
員

会
と

の
連

携
も

重
視

す
る

。
③

「
教

科
及

び
教

科
の

指
導

法
に

関
す

る
科

目
」
「
教

育
の

基
礎

的
理

解
に

関
す

る
科

目
」
「
道

徳
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

の
指

導
法

及
び

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
等

に
関

す
る

科
目

」
「
教

育
実

践
に

関
す

る
科

目
」
の

令
和

３
年

度
に

お
け

る
時

間
割

の
在

り
方

を
検

討
・
計

画
す

る
。

④
「
大

学
が

独
自

に
設

定
す

る
科

目
」
や

「
教

育
職

員
免

許
法

施
行

規
則

第
6
6
条

の
６

に
定

め
る

科
目

」
の

在
り

方
を

検
討

す
る

。

短
大

①
引

き
続

き
教

育
職

員
免

許
状

取
得

に
必

要
な

科
目

に
設

定
さ

れ
て

い
る

担
当

教
員

へ
業

績
の

積
み

増
し

を
呼

び
か

け
る

。
②

短
大

は
、

初
等

教
育

科
と

専
攻

科
初

等
教

育
専

攻
の

幼
稚

園
教

諭
課

程
に

つ
い

て
、

新
課

程
へ

の
完

全
対

応
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

整
備

を
行

う
。

大
学

①
教

職
課

程
所

属
教

員
を

含
む

大
学

教
職

課
程

委
員

会
で

は
、

教
育

職
員

免
許

状
取

得
に

必
要

な
科

目
に

設
定

さ
れ

て
い

る
担

当
教

員
の

業
績

の
積

み
増

し
の

必
要

が
確

認
さ

れ
た

。
②

大
学

教
職

課
程

委
員

会
を

７
回

開
催

し
た

。
再

課
程

認
定

後
の

対
応

が
話

し
合

わ
れ

、
新

し
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
踏

ま
え

つ
つ

、
と

り
わ

け
「
教

科
及

び
教

科
の

指
導

法
に

関
す

る
科

目
」
「
教

育
の

基
礎

的
理

解
に

関
す

る
科

目
」
「
道

徳
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

の
指

導
法

及
び

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
等

に
関

す
る

科
目

」
「
教

育
実

践
に

関
す

る
科

目
」
の

各
位

置
づ

け
を

理
解

し
た

。
同

時
に

、
大

学
教

務
委

員
会

と
も

連
携

し
な

が
ら

、
令

和
３

年
度

に
お

け
る

時
間

割
の

在
り

方
を

検
討

・
計

画
し

た
。

短
大

②
初

等
教

育
科

に
つ

い
て

は
新

課
程

へ
の

対
応

に
向

け
た

シ
ラ

バ
ス

の
統

一
や

申
請

準
備

を
進

め
た

。
専

攻
科

に
つ

い
て

は
新

課
程

対
応

の
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

整
備

を
検

討
し

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
今

後
教

職
免

許
に

関
係

す
る

教
員

の
業

績
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
業

績
の

積
み

増
し

を
呼

び
か

け
た

。
・
新

し
い

教
職

課
程

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

理
解

し
つ

つ
、

と
り

わ
け

時
間

割
の

在
り

方
を

大
学

教
務

委
員

会
と

連
携

し
て

検
討

・
計

画
で

き
た

。
・
新

課
程

へ
の

対
応

に
向

け
た

シ
ラ

バ
ス

の
統

一
や

申
請

準
備

を
進

め
た

。

(9
)

教
職

課
程

の
再

課
程

認
定

　
学

生
に

海
外

留
学

・
海

外
研

修
の

機
会

を
提

供
す

る
、

日
本

人
学

生
と

留
学

生
の

交
流

を
促

進
す

る
な

ど
、

学
生

が
国

際
的

視
野

を
持

っ
た

人
間

と
し

て
成

長
で

き
る

環
境

を
充

実
す

る
。

留
学

生
の

修
学

を
実

り
あ

る
も

の
に

す
る

た
め

日
本

語
教

育
を

促
す

。

　
免

許
法

改
正

に
よ

る
教

職
課

程
の

再
課

程
認

定
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

各
教

員
が

担
当

科
目

に
関

す
る

教
育

研
究

業
績

を
積

み
増

す
。

ま
た

、
教

育
内

容
(シ

ラ
バ

ス
)も

免
許

法
や

学
習

指
導

要
領

を
踏

ま
え

て
適

正
化

を
図

る
。

さ
ら

に
免

許
法

改
正

に
対

応
し

た
教

職
課

程
の

科
目

区
分

や
科

目
の

見
直

し
に

取
り

組
む

。

(8
）

国
際

化
へ

の
対

応
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２
　

学
生

支
援

力
の

強
化

大
学

①
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
修

支
援

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

の
W

G
検

討
を

ふ
ま

え
て

、
学

生
支

援
シ

ス
テ

ム
へ

の
名

称
変

更
も

含
め

て
、

学
部

・
学

科
・
学

生
部

と
の

協
業

が
密

に
と

れ
る

よ
う

整
備

す
る

。
②

学
生

相
談

へ
の

有
効

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

学
生

相
談

室
、

学
科

と
の

協
力

体
制

を
維

持
し

活
性

化
さ

せ
る

。
③

生
活

指
導

、
マ

ナ
ー

指
導

の
た

め
各

種
講

話
会

を
１

回
以

上
用

意
し

実
施

す
る

。

短
大

①
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
修

支
援

シ
ス

テ
ム

へ
の

学
生

情
報

の
入

力
を

学
生

指
導

カ
レ

ン
ダ

ー
に

そ
っ

て
、

学
生

・
教

職
員

に
徹

底
さ

せ
、

有
効

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

②
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
修

支
援

シ
ス

テ
ム

を
有

効
活

用
し

、
学

生
指

導
、

修
学

支
援

、
就

職
支

援
に

生
か

し
、

学
生

の
心

情
に

そ
っ

た
指

導
を

実
現

す
る

。
③

引
き

続
き

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

や
学

生
相

談
室

と
の

連
携

を
密

に
し

て
い

く
。

④
生

活
指

導
、

マ
ナ

ー
指

導
の

た
め

各
種

講
話

会
を

１
回

以
上

用
意

し
実

施
す

る
。

大
学

①
W

Gの
答

申
を

ふ
ま

え
て

「
学

生
指

導
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

改
訂

を
行

っ
た

。
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
修

支
援

シ
ス

テ
ム

、
学

生
カ

ル
テ

の
運

用
法

や
学

生
指

導
の

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
明

記
し

、
学

部
・
学

科
・
学

生
部

が
よ

り
緊

密
に

連
携

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
②

学
生

相
談

に
は

、
学

生
相

談
室

、
学

部
、

学
科

の
連

絡
を

密
に

し
て

協
同

し
て

対
応

し
た

。
文

学
部

学
生

に
対

し
て

、
「
大

学
生

活
に

お
け

る
困

り
、

ス
ト

レ
ス

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」
を

実
施

し
て

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
問

題
が

あ
る

学
生

に
対

し
て

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

が
面

談
を

行
っ

た
。

③
別

府
警

察
署

員
を

講
師

に
招

き
、

薬
物

乱
用

防
止

、
特

殊
詐

欺
防

止
及

び
交

通
安

全
に

関
す

る
講

演
会

を
実

施
し

た
（

12
月

18
日

、
参

加
者

約
20

0名
）
。

短
大

①
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
修

支
援

シ
ス

テ
ム

へ
の

学
生

情
報

の
入

力
を

学
生

指
導

カ
レ

ン
ダ

ー
に

そ
っ

て
行

う
よ

う
に

し
た

。
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

予
定

変
更

を
行

い
な

が
ら

、
学

生
・
教

職
員

に
徹

底
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
②

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
学

修
支

援
シ

ス
テ

ム
を

有
効

活
用

し
、

学
生

指
導

、
修

学
支

援
、

就
職

支
援

に
生

か
し

、
学

生
の

心
情

に
そ

っ
た

指
導

を
あ

る
程

度
、

実
現

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
③

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

や
学

生
相

談
室

と
の

連
携

を
密

に
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

④
別

府
警

察
署

員
の

講
師

に
よ

る
薬

物
乱

用
防

止
、

特
殊

詐
欺

防
止

及
び

交
通

安
全

に
関

す
る

講
演

会
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

1年
生

に
対

し
て

禁
煙

啓
発

に
関

す
る

講
習

を
ビ

デ
オ

を
利

用
し

て
実

施
し

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
計

画
通

り
に

実
施

で
き

た
。

大
学

①
学

生
意

見
箱

な
ど

か
ら

学
生

の
要

望
を

把
握

し
、

適
切

な
方

法
を

検
討

し
て

、
満

足
度

が
向

上
す

る
よ

う
対

応
を

進
め

る
。

②
学

内
キ

ャ
ン

パ
ス

の
完

全
禁

煙
化

に
む

け
て

、
対

応
を

進
め

る
。

③
閉

門
時

間
の

適
正

な
延

長
を

検
討

し
、

実
現

化
す

る
。

短
大

①
学

生
と

の
意

見
交

換
会

を
年

１
回

実
施

し
、

適
切

な
方

法
を

検
討

し
て

、
で

き
る

限
り

実
現

可
能

と
な

る
よ

う
に

取
り

組
み

、
学

生
に

示
し

、
学

生
の

満
足

度
が

向
上

す
る

よ
う

に
す

る
。

②
令

和
２

年
４

月
か

ら
の

学
内

キ
ャ

ン
パ

ス
の

完
全

禁
煙

化
に

よ
り

、
入

学
生

に
対

し
て

喫
煙

に
つ

い
て

の
指

導
を

行
な

う
。

③
学

生
満

足
度

調
査

を
実

施
す

る
。

④
引

き
続

き
閉

門
時

間
の

適
正

な
延

長
を

検
討

し
実

現
し

て
い

く
。

大
学

①
学

生
意

見
箱

や
学

生
が

参
画

す
る

FD
な

ど
を

通
し

て
学

生
の

要
望

を
把

握
し

て
、

適
切

に
対

応
し

た
。

ま
た

、
7月

に
「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

学
生

支
援

ア
ン

ケ
ー

ト
」
を

実
施

し
、

学
生

の
お

か
れ

た
状

況
や

要
望

の
把

握
に

努
め

た
。

さ
ら

に
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

に
関

連
し

て
、

一
部

対
面

授
業

が
再

開
し

た
と

き
に

登
校

し
た

学
生

へ
マ

ス
ク

を
配

布
し

た
（

6月
1日

～
5日

）
。

②
令

和
2年

4月
よ

り
キ

ャ
ン

パ
ス

内
完

全
禁

煙
を

実
施

し
た

。
こ

れ
に

伴
っ

て
初

年

次
生

を
対

象
に

外
部

講
師

に
よ

る
禁

煙
健

康
講

話
を

実
施

し
た

。
（

10
月

28
日

に
食

物
栄

養
科

学
部

実
施

、
そ

の
他

の
学

部
に

つ
い

て
は

学
科

毎
に

基
礎

演
習

科
目

等
の

授
業

内
で

ビ
デ

オ
視

聴
に

よ
り

実
施

）
③

閉
門

時
間

に
関

し
て

は
延

長
の

要
望

が
各

所
か

ら
出

て
い

る
が

、
遅

々
と

し
て

具
体

化
し

な
い

状
態

に
あ

る
。

短
大

①
学

生
と

の
意

見
交

換
会

を
令

和
２

年
９

月
１

５
日

に
実

施
し

た
。

意
見

に
対

し
適

切
な

方
法

を
検

討
し

て
、

で
き

る
限

り
実

現
可

能
と

な
る

よ
う

に
取

り
組

み
、

学
生

に
示

し
、

学
生

の
満

足
度

が
向

上
す

る
よ

う
に

し
た

。
②

令
和

２
年

４
月

か
ら

の
学

内
キ

ャ
ン

パ
ス

の
完

全
禁

煙
化

に
よ

り
、

入
学

生
に

対
し

て
喫

煙
に

つ
い

て
の

指
導

を
行

な
う

こ
と

が
で

き
た

。
③

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
、

学
生

満
足

度
調

査
を

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
④

引
き

続
き

閉
門

時
間

の
適

正
な

延
長

を
検

討
し

た
が

、
実

施
で

き
て

い
な

い
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
ほ

ぼ
計

画
通

り
に

実
施

で
き

た
。

学
生

生
活

を
快

適
か

つ
安

全
に

お
く
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

備
し

、
学

生
満

足
度

を
あ

げ
、

退
学

率
を

減
少

さ
せ

る
。

　
学

生
指

導
ツ

ー
ル

や
学

生
相

談
室

の
充

実
・
活

用
を

図
り

、
学

生
指

導
を

充
実

し
学

生
の

社
会

的
自

立
を

促
す

と
と

も
も

に
、

学
生

の
悩

み
へ

の
対

応
、

発
達

障
が

い
、

留
学

生
対

応
な

ど
総

合
的

に
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

対
応

す
る

体
制

を
整

備
す

る
。

学
生

の
悩

み
の

解
消

を
図

り
、

全
体

と
し

て
退

学
率

の
減

少
に

寄
与

す
る

。

(1
)

学
生

指
導

、
学

生
相

談
の

充
実

(2
)

学
生

生
活

環
境

の
整

備

第
２

期
中

期
計

画
令

和
２

年
度

事
業

計
画

令
和

２
年

度
事

業
計

画
に

対
す

る
取

組
内

容
達

成
状

況
及

び
判

断
理

由
項

目
具

体
的

内
容
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大
学

①
高

等
教

育
支

援
新

制
度

の
円

滑
な

対
応

を
、

関
係

部
署

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。

給
付

型
奨

学
金

の
適

格
認

定
に

お
い

て
学

業
要

件
の

確
認

な
ど

を
制

度
に

則
り

滞
り

な
く
対

応
す

る
。

②
高

等
教

育
支

援
新

制
度

の
実

施
に

合
わ

せ
て

、
在

学
生

奨
学

金
制

度
の

基
準

見
直

し
を

行
い

、
円

滑
な

実
施

を
は

か
る

。
（
学

生
委

員
会

）
短

大
①

高
等

教
育

の
無

償
化

に
つ

い
て

、
関

係
部

署
と

連
携

し
、

対
象

学
生

へ
の

指
導

、
給

付
型

奨
学

金
・
授

業
料

減
免

制
度

の
申

請
・
採

択
手

続
、

学
業

要
件

・
人

物
要

件
の

確
認

な
ど

を
制

度
に

則
り

滞
り

な
く
対

応
す

る
。

②
平

成
３

０
年

度
に

創
設

し
た

在
学

生
奨

学
金

制
度

を
広

く
周

知
す

る
と

と
も

に
、

経
済

的
に

困
窮

し
て

い
る

学
生

を
よ

り
効

率
的

に
支

援
で

き
る

よ
う

に
制

度
の

改
善

を
検

討
す

る
。

大
学

①
高

等
教

育
支

援
新

制
度

の
円

滑
な

対
応

を
、

関
係

部
署

と
連

携
し

て
実

施
し

、
給

付
型

奨
学

金
の

適
格

認
定

に
お

い
て

学
業

要
件

の
確

認
な

ど
を

制
度

に
遅

滞
な

く
対

応
し

た
。

②
高

等
教

育
支

援
新

制
度

の
実

施
に

よ
り

、
本

学
独

自
の

修
学

支
援

奨
学

金
制

度
は

募
集

を
停

止
し

た
。

一
方

、
成

績
優

秀
奨

学
金

に
つ

い
て

は
大

学
36

名
を

奨
学

生
と

し
て

選
定

し
た

。

短
大

①
高

等
教

育
支

援
新

制
度

に
つ

い
て

、
関

係
部

署
と

連
携

し
、

対
象

学
生

へ
の

指
導

、
給

付
型

奨
学

金
・
授

業
料

減
免

制
度

の
申

請
・
採

択
手

続
、

学
業

要
件

・
人

物
要

件
の

確
認

な
ど

を
制

度
に

則
り

滞
り

な
く
対

応
で

き
た

。
②

成
績

優
秀

奨
学

金
に

つ
い

て
は

、
2
0
名

を
奨

学
生

と
し

て
選

定
し

た
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

学
生

部
を

中
心

に
、

経
済

的
に

困
窮

し
て

い
る

学
生

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
計

画
通

り
に

実
施

で
き

た
。

大
学

①
留

学
生

指
導

を
全

学
的

に
協

力
・
推

進
す

る
体

制
を

維
持

す
る

た
め

、
留

学
生

委
員

会
を

連
携

の
中

核
と

す
る

。
②

留
学

生
の

支
援

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
を

実
施

す
る

。
③

留
学

生
相

談
体

制
の

連
携

を
強

化
す

る
。

④
留

学
生

が
参

加
で

き
る

日
本

人
と

の
交

流
機

会
を

多
く
設

定
す

る
。

現
行

1
0
件

程
度

を
維

持
す

る
。

⑤
新

入
留

学
生

対
象

の
講

話
会

を
年

２
回

実
施

し
、

生
活

指
導

・
就

学
指

導
・
入

管
法

ほ
か

法
律

遵
守

な
ど

の
指

導
を

徹
底

す
る

。

大
学

①
毎

月
、

留
学

生
委

員
会

を
開

催
し

、
留

学
生

指
導

上
の

共
通

の
理

解
と

情
報

共
有

を
は

か
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
全

学
的

な
留

学
生

指
導

を
行

っ
た

。
②

留
学

生
支

援
の

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
は

、
個

々
に

申
し

出
を

受
け

て
支

援
を

行
っ

た
。

③
留

学
生

相
談

は
相

談
委

員
、

留
学

生
課

、
学

科
で

連
携

し
て

対
応

し
た

。
④

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

今
年

度
は

留
学

生
が

参
加

で
き

る
日

本
人

と
の

交
流

会
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

⑤
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

今
年

度
は

新
入

留
学

生
対

象
の

講
話

を
ビ

デ
オ

に
収

録
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
配

信
し

て
生

活
指

導
や

修
学

指
導

を
行

っ
た

（
前

期
6月

、
後

期
10

月
）
。

短
大

　
該

当
な

し
留

学
生

は
在

籍
し

な

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
や

む
を

え
ず

実
施

で
き

な
か

っ
た

計
画

以
外

は
、

計
画

通
り

実
施

で
き

た
。

大
学

･短
大

①
バ

リ
ア

フ
リ

ー
マ

ッ
プ

の
更

新
を

行
い

、
改

善
点

を
検

討
し

、
施

設
整

備
の

担
当

課
等

に
要

望
し

て
い

く
。

②
入

学
予

定
者

に
障

が
い

学
生

が
い

る
場

合
は

、
入

学
前

か
ら

学
科

と
協

力
し

て
対

応
し

、
支

援
体

制
の

整
備

を
進

め
る

。
③

在
学

中
の

障
が

い
学

生
へ

の
対

応
は

、
授

業
担

当
者

会
議

な
ど

を
定

期
に

開
催

し
、

時
宜

に
応

じ
た

対
応

を
行

う
。

・
障

が
い

者
の

た
め

の
長

期
履

修
を

検
討

す
る

。

大
学

①
バ

リ
ア

フ
リ

ー
マ

ッ
プ

を
更

新
し

、
20

20
学

生
生

活
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

掲
載

し
た

。
②

入
学

前
に

障
が

い
学

生
の

入
学

予
定

者
と

、
保

護
者

、
高

等
学

校
教

員
、

学
科

、
学

長
補

佐
と

で
協

議
し

て
、

入
学

し
た

場
合

の
対

応
に

つ
い

て
確

認
を

行
っ

た
。

③
在

学
中

の
障

が
い

学
生

へ
の

対
応

は
、

学
生

か
ら

の
申

出
に

応
じ

て
適

切
に

対
応

し
た

。
合

理
的

配
慮

に
関

す
る

規
程

を
策

定
す

る
た

め
の

検
討

を
行

っ
た

。
ま

た
、

車
椅

子
の

学
生

の
利

便
性

向
上

を
図

る
た

め
、

1号
館

の
37

号
館

側
、

37
号

館

3F
と

39
号

館
3F

の
連

絡
通

路
を

自
動

扉
に

改
修

し
た

。
④

障
が

い
者

の
た

め
の

長
期

履
修

制
度

の
検

討
に

関
し

て
は

、
具

体
的

な
検

討
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

短
大

①
バ

リ
ア

フ
リ

ー
マ

ッ
プ

の
更

新
を

行
い

、
改

善
点

を
検

討
し

た
が

、
施

設
整

備
の

点
で

は
、

物
理

的
に

改
善

で
き

な
い

所
が

多
い

。
②

入
学

予
定

の
障

が
い

学
生

に
つ

い
て

、
入

学
前

か
ら

学
科

と
協

力
し

て
対

応
し

、
支

援
体

制
の

整
備

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
③

在
学

中
の

障
が

い
学

生
へ

の
対

応
は

、
学

科
会

議
な

ど
を

定
期

に
開

催
し

、
時

宜
に

応
じ

た
対

応
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
ほ

ぼ
計

画
通

り
に

実
施

で
き

た
。

　
入

学
後

の
奨

学
金

制
度

等
の

充
実

は
、

学
力

優
秀

で
あ

り
な

が
ら

経
済

的
事

情
で

退
学

す
る

学
生

を
減

ら
す

た
め

に
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

成
績

優
秀

な
学

生
の

大
学

院
進

学
を

支
援

す
る

こ
と

な
ど

も
含

め
、

在
学

生
に

対
す

る
奨

学
制

度
の

創
設

を
検

討
す

る
。

　
留

学
生

教
育

に
つ

い
て

全
学

的
な

理
解

を
深

め
、

連
携

を
図

る
。

留
学

生
に

対
す

る
交

流
イ

ベ
ン

ト
、

生
活

相
談

、
後

援
会

等
の

充
実

を
図

り
、

留
学

生
が

充
実

し
た

学
生

生
活

を
送

れ
る

よ
う

支
援

を
強

め
る

。

　
障

が
い

学
生

に
対

し
障

害
者

差
別

解
消

法
を

踏
ま

え
つ

つ
、

学
習

支
援

か
ら

就
職

支
援

ま
で

、
障

が
い

学
生

の
支

援
の

充
実

を
図

る
。

(3
)

奨
学

制
度

（
在

学
生

採
用

）
の

創
設

(4
)

留
学

生
支

援
の

充
実

(5
)

障
が

い
学

生
支

援
の

充
実
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大
学

･短
大

①
学

園
祭

等
を

学
生

に
主

体
的

に
運

営
さ

せ
、

成
功

さ
せ

る
。

ひ
き

つ
づ

き
学

園
祭

と
さ

つ
き

祭
の

内
容

を
検

討
す

る
。

②
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

支
援

す
る

制
度

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

整
備

し
、

指
導

す
る

教
職

員
組

織
を

確
立

す
る

。
（
短

大
）

③
サ

ー
ク

ル
活

動
等

の
顧

問
制

度
の

整
備

を
検

討
し

実
施

す
る

。
④

学
生

の
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
活

動
を

支
援

し
、

各
強

化
部

等
が

掲
げ

る
目

標
を

達
成

す
る

。

大
学

①
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

令
和

2年
度

は
さ

つ
き

祭
と

石
垣

祭
の

開
催

が
で

き
な

か
っ

た
。

②
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
サ

ー
ク

ル
活

動
を

休
止

し
た

た
め

、
具

体
的

に
顧

問
制

度
に

関
し

て
の

検
討

は
行

わ
な

か
っ

た
。

③
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
奨

励
賞

の
学

長
表

彰
を

行
っ

た
。

（
2月

3日
、

野
球

部
個

人
表

彰
1名

、
男

・
女

剣
道

部
団

体
表

彰
）

短
大

①
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

さ
つ

き
祭

と
石

垣
祭

は
開

催
で

き
な

か
っ

た
。

②
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

支
援

す
る

制
度

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

整
備

し
、

指
導

す
る

教
職

員
組

織
を

確
立

で
き

な
か

っ
た

。
③

短
大

は
、

研
究

会
活

動
に

は
、

す
べ

て
顧

問
が

つ
い

て
い

る
。

④
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

活
動

の
休

止
が

多
く
、

学
生

の
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
活

動
を

十
分

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

評
定

【
Ⅱ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
新

型
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

学
園

祭
の

中
止

や
サ

ー
ク

ル
活

動
の

休
止

に
よ

り
実

施
で

き
な

か
っ

た
も

の
が

あ
っ

た
。

①
B

C
P

(事
業

継
続

計
画

)は
学

生
委

員
会

で
検

討
し

、
企

画
運

営
会

議
に

案
と

し
て

提
出

す
る

。
②

防
災

訓
練

を
見

直
し

、
避

難
方

法
や

避
難

場
所

の
周

知
徹

底
を

図
る

な
ど

、
よ

り
充

実
す

る
。

③
学

生
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
の

改
善

を
学

生
委

員
会

で
検

討
す

る
。

④
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
の

理
解

も
含

め
て

、
災

害
時

対
応

の
研

修
会

の
実

施
を

行
う

。
⑤

以
上

を
踏

ま
え

て
、

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
善

を
行

う
。

⑥
災

害
時

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

リ
ー

ダ
ー

を
養

成
す

る
。

大
学

①
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
BC

P（
事

業
継

続
計

画
）
案

を
作

成
し

、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
会

議
に

提
示

し
た

（
5月

）
。

し
か

し
な

が
ら

、
BC

P（
事

業
継

続
計

画
）
は

大
学

運
営

の
全

般
に

関
わ

り
学

生
委

員
会

の
み

で
提

案
で

き
る

こ
と

が
限

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

学
生

委
員

会
と

は
切

り
離

し
て

検
討

す
る

こ
と

に
な

っ
た

②
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

た
め

、
防

災
避

難
訓

練
は

初
年

次
生

の
み

を
対

象
に

規
模

を
縮

小
し

て
実

施
し

、
避

難
場

所
を

周
知

し
た

（
10

月
28

日
、

約
20

0名
参

加
）
。

③
具

体
的

な
検

討
に

至
ら

な
か

っ
た

。
④

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
⑤

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
を

W
Gに

て
検

討
し

た
。

⑥
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

短
大

①
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
BC

P(
事

業
継

続
計

画
)を

学
生

委
員

会
で

検
討

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
会

議
に

提
示

し
た

。
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

コ
ロ

ナ
対

策
会

議
を

開
催

し
即

時
対

応
し

た
。

②
防

災
避

難
訓

練
は

、
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

規
模

を
縮

小
し

、
１

年
生

で
そ

の
時

間
帯

に
対

面
授

業
が

あ
る

学
生

に
対

し
て

実
施

し
た

。
③

学
生

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

の
改

善
は

検
討

で
き

な
か

っ
た

。
④

コ
ロ

ナ
禍

の
中

、
研

修
会

は
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

⑤
災

害
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

善
を

W
Gで

行
っ

た
。

⑥
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
新

型
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

一
部

実
施

で
き

な
か

っ
た

も
の

が
あ

っ
た

。
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

に
向

け
て

対
策

会
議

を
開

催
し

即
時

対
応

し
た

。
ま

た
、

B
C

P
(事

業
継

続
計

画
)を

学
生

委
員

会
で

検
討

し
コ

ロ
ナ

対
策

会
議

に
お

い
て

決
定

し
た

。

　
学

生
の

主
体

性
を

育
成

す
る

た
め

に
随

時
、

定
例

的
な

イ
ベ

ン
ト

の
適

正
性

を
検

証
し

、
改

善
を

進
め

る
。

ま
た

、
安

心
し

て
課

外
活

動
が

行
え

る
よ

う
、

学
生

教
育

研
究

災
害

傷
害

保
険

の
適

用
対

象
化

を
進

め
る

。
  

学
生

の
ス

ポ
ー

ツ
や

文
化

活
動

に
つ

い
て

、
剣

道
や

柔
道

、
硬

式
野

球
部

な
ど

強
化

部
を

中
心

に
、

九
州

大
会

や
全

国
大

会
で

優
秀

な
成

績
を

収
め

る
こ

と
を

目
指

す
。

　
今

後
の

災
害

に
備

え
、

B
C

P
（
事

業
継

続
計

画
）
を

策
定

し
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
災

害
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定
す

る
。

防
災

訓
練

、
学

生
の

所
在

確
認

シ
ス

テ
ム

の
導

入
等

に
取

り
組

み
、

物
理

的
に

も
精

神
的

に
も

学
生

の
安

全
を

守
り

、
復

旧
時

に
学

校
業

務
が

支
障

な
く

継
続

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
　

ま
た

、
平

成
２

８
年

４
月

に
発

生
し

た
熊

本
・
大

分
地

震
で

被
災

し
た

学
生

（
入

学
生

）
に

対
す

る
経

済
的

支
援

に
つ

い
て

も
継

続
し

て
行

う
。

(6
)

課
外

活
動

の
充

実
と

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興 (7
)

災
害

対
策

の
充

実

18



３
　

就
職

力
の

強
化

大
学

①
全

学
共

通
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

、
マ

ナ
ー

指
導

の
考

え
方

を
確

立
し

て
、

全
教

職
員

で
共

有
す

る
。

短
大

①
全

教
職

員
に

対
し

て
も

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
講

座
へ

の
参

加
を

案
内

し
、

職
業

的
な

知
識

と
技

術
へ

の
理

解
を

深
め

る
。

ま
た

、
前

年
度

以
上

に
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
が

実
施

す
る

各
種

講
座

や
外

部
の

就
職

セ
ミ

ナ
ー

に
つ

い
て

の
参

加
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。

大
学

①
学

生
が

、
進

路
や

社
会

へ
の

関
心

を
高

め
る

よ
う

、
1年

次
か

ら
系

統
的

な
キ

ャ
リ

ア
科

目
を

設
け

て
い

る
。

１
年

次
の

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
Ⅰ

」
で

は
、

地
元

で
活

躍
し

て
い

る
人

物
を

講
師

に
、

働
く
こ

と
の

意
義

や
将

来
の

進
路

を
考

え
る

。
２

、
３

年
次

の
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
Ⅱ

」
で

は
、

就
職

情
報

会
社

の
担

当
者

を
講

師
に

、
就

職
活

動
に

つ
い

て
必

要
な

知
識

と
技

能
を

身
に

つ
け

る
。

同
じ

く
３

年
次

に
「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
Ⅱ

」
と

、
キ

ャ
リ

ア
科

目
を

開
講

し
て

い
る

。
ま

た
、

公
務

員
・
教

員
・
民

間
企

業
志

望
と

そ
れ

ぞ
れ

３
つ

に
分

け
た

対
策

講
座

も
実

施
し

た
。

②
教

職
員

の
理

念
の

共
有

に
つ

い
て

は
、

教
授

会
等

で
の

行
事

報
告

や
内

定
状

況
の

報
告

、
ま

た
就

職
委

員
会

で
は

、
行

事
の

企
画

・
情

報
交

換
の

充
実

を
図

っ
た

。

短
大

①
各

種
講

座
や

学
外

の
就

職
セ

ミ
ナ

ー
の

案
内

を
積

極
的

に
行

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

に
よ

り
中

止
と

な
る

も
の

も
あ

っ
た

。
そ

う
し

た
な

か
、

感
染

予
防

を
徹

底
し

て
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

開
催

。
学

生
の

不
安

を
払

拭
す

る
た

め
全

教
職

員
が

全
力

で
支

援
す

る
こ

と
を

説
明

し
、

学
生

の
就

職
意

欲
の

向
上

に
努

め
た

。
②

全
学

生
が

受
講

す
る

キ
ャ

リ
ア

科
目

「
進

路
指

導
Ⅰ

、
Ⅱ

」
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

い
な

か
っ

た
遠

隔
授

業
に

よ
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
を

図
っ

た
。

③
学

生
の

職
業

ス
キ

ル
獲

得
と

社
会

的
自

立
を

意
識

し
て

、
「
進

路
指

導
Ⅰ

・
Ⅱ

」
や

専
門

資
格

取
得

に
関

わ
る

授
業

の
な

か
で

、
先

輩
学

生
の

体
験

談
、

面
接

指
導

、
履

歴
書

作
成

指
導

な
ど

を
取

り
入

れ
、

実
践

的
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

を
図

っ
た

。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
段

階
に

応
じ

た
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
が

可
能

と
な

り
、

学
生

が
進

路
や

社
会

へ
の

関
心

を
高

め
る

こ
と

に
繋

が
っ

た
。

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
や

マ
ナ

ー
等

に
つ

い
て

、
各

種
会

議
で

説
明

す
る

こ
と

で
理

念
の

共
有

を
図

っ
た

。
・
短

大
で

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
に

よ
り

、
講

座
や

セ
ミ

ナ
ー

が
中

止
に

な
る

中
、

事
務

対
応

や
遠

隔
授

業
に

よ
る

学
生

と
の

や
り

取
り

に
際

し
、

教
職

員
が

こ
れ

ま
で

以
上

に
意

識
し

て
、

個
別

化
し

た
丁

寧
な

指
導

を
行

っ
た

。

大
学

①
多

く
の

学
生

が
キ

ャ
リ

ア
科

目
を

受
講

す
る

よ
う

、
継

続
し

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
善

を
す

る
と

と
も

に
、

学
生

へ
の

受
講

を
薦

め
る

。

短
大

①
令

和
元

年
度

、
各

学
科

で
行

っ
て

い
る

進
路

希
望

調
査

に
W

E
B

化
を

導
入

し
た

が
、

来
年

度
は

調
査

内
容

を
検

討
し

よ
り

精
緻

化
し

た
デ

ー
タ

の
把

握
と

活
用

を
目

指
す

。

大
学

　
３

学
部

に
お

い
て

、
教

養
科

目
群

、
学

際
科

目
に

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
Ⅰ

、
Ⅱ

」
、

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
Ⅱ

」
の

各
授

業
科

目
を

開
講

。
さ

ら
に

、
３

学
部

に
「
総

合
ゼ

ミ
Ⅰ

、
Ⅱ

」
の

科
目

を
開

講
し

て
、

学
生

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
醸

成
を

図
っ

た
。

特
に

、
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
Ⅰ

、
Ⅱ

」
の

科
目

は
、

そ
の

内
容

か
ら

履
修

し
て

い
な

い
学

生
に

も
広

く
案

内
し

て
出

席
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

短
大 ①

全
学

生
が

受
講

す
る

「
進

路
指

導
Ⅰ

、
Ⅱ

」
に

お
い

て
実

施
し

て
い

る
、

前
期

の
「
労

働
法

講
座

」
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

に
よ

り
資

料
配

布
の

み
、

後
期

の
「
金

融
講

座
」
は

対
面

で
実

施
、

さ
ら

に
、

小
テ

ス
ト

お
よ

び
進

路
希

望
調

査
の

実
施

等
に

よ
り

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

に
努

め
て

い
る

。
②

W
EB

回
答

に
よ

る
進

路
希

望
調

査
は

、
結

果
を

学
科

教
員

が
共

有
し

て
就

職
支

援
に

役
立

て
て

い
る

。
③

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
を

強
化

し
、

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
講

座
や

、
イ

ベ
ン

ト
な

ど
に

学
生

参
加

を
積

極
的

に
推

進
し

た
。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
就

職
指

導
が

十
分

で
き

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
も

取
れ

た
。

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
全

学
共

通
の

考
え

方
を

確
立

し
、

全
教

職
員

で
共

有
す

る
。

具
体

的
に

は
、

社
会

的
・
職

業
的

自
立

に
必

要
な

力
を

学
生

に
身

に
つ

け
さ

せ
る

こ
と

、
学

生
の

職
業

的
ス

キ
ル

の
獲

得
と

社
会

的
自

立
の

達
成

を
支

援
す

る
こ

と
、

教
職

員
の

マ
ナ

ー
や

学
生

へ
の

言
葉

遣
い

な
ど

に
気

を
付

け
る

こ
と

、
こ

れ
ら

の
こ

と
を

念
頭

に
置

い
て

授
業

や
指

導
に

当
た

る
こ

と
な

ど
で

あ
る

。

(1
)

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
理

念
の

共
有

(2
)

キ
ャ

リ
ア

科
目

の
改

善

第
２

期
中

期
計

画

キ
ャ

リ
ア

科
目

の
歴

史
は

ま
だ

浅
く
、

内
容

的
に

十
分

に
開

発
が

進
ん

で
い

る
と

は
い

え
ず

、
履

修
者

も
在

学
生

数
に

比
し

て
少

な
い

。
こ

の
た

め
、

学
生

一
人

一
人

の
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
向

け
た

基
本

的
な

考
え

方
、

姿
勢

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

の
に

ど
の

よ
う

な
共

通
科

目
が

必
要

か
を

教
務

委
員

会
と

連
携

し
な

が
ら

開
発

・
確

立
を

進
め

る
。

令
和

２
年

度
事

業
計

画
に

対
す

る
取

組
内

容
達

成
状

況
及

び
判

断
理

由
項

目
具

体
的

内
容

令
和

２
年

度
事

業
計

画
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大
学

①
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

意
識

し
た

専
門

教
育

・
教

養
教

育
の

充
実

に
加

え
、

授
業

以
外

で
も

学
生

の
汎

用
的

能
力

の
向

上
に

つ
な

が
る

指
導

を
行

う
よ

う
に

教
職

員
に

働
き

か
け

る
。

②
別

府
市

、
市

内
企

業
と

の
連

携
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

科
目

（
地

域
社

会
連

携
Ｐ

Ｂ
Ｌ

）
の

実
施

短
大

①
雇

用
主

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
検

証
し

、
雇

用
先

か
ら

求
め

ら
れ

る
専

門
知

識
と

汎
用

的
能

力
の

修
得

に
向

け
て

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
就

職
関

連
行

事
や

就
職

支
援

の
あ

り
方

を
再

考
す

る
。

大
学

　
教

養
科

目
は

、
人

間
形

成
を

第
一

の
目

標
と

し
た

科
目

で
あ

り
、

職
業

人
育

成
に

資
す

る
内

容
を

取
り

入
れ

て
い

る
。

特
に

、
コ

ア
科

目
は

、
「
人

間
と

文
化

の
探

求
」
、

「
現

代
社

会
の

多
面

的
理

解
」
な

ど
社

会
人

に
な

る
た

め
に

役
立

つ
科

目
を

設
け

て
い

る
。

ま
た

、
導

入
演

習
・
基

礎
演

習
、

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

、
就

職
に

関
す

る
こ

と
や

セ
ン

タ
ー

の
役

割
な

ど
の

説
明

を
学

科
ご

と
に

実
施

し
た

。

短
大 キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

を
強

化
し

て
実

施
し

た
、

雇
用

主
ア

ン
ケ

ー
ト

の
回

答
内

容
に

つ
い

て
委

員
会

で
分

析
し

、
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
授

業
の

中
で

学
生

に
説

明
し

、
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
指

導
を

行
っ

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
「
導

入
演

習
」
、

「
基

礎
演

習
」
、

「
学

科
セ

ミ
ナ

ー
」

な
ど

に
お

い
て

、
就

職
意

識
の

向
上

及
び

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
な

ど
人

間
形

成
の

確
立

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
短

大
で

は
、

就
職

活
動

が
本

格
化

す
る

夏
以

降
は

、
全

職
員

に
よ

る
積

極
的

な
就

職
支

援
を

実
施

で
き

た
。

　
企

業
は

就
職

希
望

学
生

に
対

し
、

専
門

力
以

上
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

主
体

性
、

協
調

性
、

誠
実

性
な

ど
を

求
め

て
い

る
。

こ
れ

ら
汎

用
的

能
力

は
、

教
育

全
体

を
通

じ
て

養
成

可
能

な
（
養

成
す

べ
き

）
能

力
で

あ
る

。
今

後
は

専
門

教
育

、
教

養
教

育
の

両
方

に
お

い
て

、
専

門
力

、
教

養
の

修
得

に
加

え
、

汎
用

的
能

力
の

養
成

を
図

る
。

(3
)

教
育

全
体

で
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
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大
学

①
各

種
キ

ャ
リ

ア
講

座
を

充
実

さ
せ

る
と

共
に

、
就

職
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
就

活
準

備
フ

ェ
ア

な
ど

の
参

加
者

を
７

０
％

以
上

に
す

る
。

②
大

学
・
短

大
と

も
、

「
就

活
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」
を

そ
れ

ぞ
れ

３
年

次
と

１
年

次
に

全
員

に
配

布
し

て
、

今
後

の
具

体
的

な
準

備
・

方
法

が
で

き
る

よ
う

に
繋

げ
る

。

短
大

①
公

務
員

受
験

対
策

講
座

・
教

員
採

用
試

験
受

験
対

策
講

座
に

つ
い

て
、

協
働

で
実

施
す

る
民

間
企

業
と

連
携

を
強

め
て

協
議

し
、

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
各

講
座

を
受

講
す

る
学

生
が

増
加

す
る

よ
う

Ｐ
Ｒ

に
力

を
入

れ
る

。
②

公
務

員
講

座
・
教

員
採

用
対

策
講

座
に

つ
い

て
今

年
度

の
採

用
状

況
を

分
析

し
関

係
機

関
と

連
携

し
て

更
な

る
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

学
外

の
就

職
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
積

極
的

に
学

生
参

加
を

促
す

と
同

時
に

、
よ

り
効

果
的

な
セ

ミ
ナ

ー
が

開
催

で
き

る
よ

う
本

学
の

学
生

ニ
ー

ズ
を

外
部

の
団

体
に

伝
達

し
て

い
く
。

大
学

①
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

に
と

も
な

い
、

4月
に

開
催

予
定

し
て

い

た
4年

次
生

の
「
就

職
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
、

「
福

岡
地

区
の

「
留

学
生

就
職

フ
ェ

ア
」
参

加
を

そ
れ

ぞ
れ

中
止

に
し

た
。

②
学

内
で

開
催

し
た

、
各

種
の

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
行

事
に

つ
い

て
は

、
そ

の
大

半
が

前
年

度
を

上
回

る
学

生
参

加
と

な
っ

た
。

短
大

①
民

間
企

業
と

連
携

し
て

実
施

し
た

公
務

員
受

験
対

策
講

座
・
教

員
採

用
試

験
対

策
講

座
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
に

よ
り

講
師

の
招

聘
が

困
難

に
な

っ
た

が
、

急
遽

遠
隔

で
の

講
演

で
調

整
し

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
学

生
の

参
加

は
、

ク
ラ

ス
担

任
へ

の
依

頼
や

メ
ー

ル
配

信
な

ど
を

活
用

し
、

掲
示

だ
け

で
な

く
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
積

極
的

に
行

っ
た

。
②

二
次

・
三

次
試

験
の

受
験

対
策

は
、

過
去

の
採

用
試

験
情

報
に

基
づ

き
、

就
職

委
員

の
企

画
の

も
と

で
学

科
教

員
が

協
働

で
実

施
し

た
。

③
大

分
市

が
開

催
す

る
「
保

育
の

し
ご

と
セ

ミ
ナ

ー
」
に

お
い

て
、

食
物

栄
養

科
学

生
の

参
加

や
内

容
に

つ
い

て
の

綿
密

な
調

整
を

行
い

、
両

学
科

の
参

加
学

生
が

昨
年

度
よ

り
増

加
し

た
。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
就

職
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
各

種
の

講
座

・
就

職
イ

ベ
ン

ト
な

ど
、

学
生

参
加

が
い

づ
れ

も
昨

年
度

よ
り

約
2
割

増
加

と
な

っ
た

。
・
求

人
に

関
し

て
は

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

で
開

示
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
短

大
で

は
、

教
員

採
用

試
験

に
お

い
て

現
役

1
7

名
と

い
う

最
多

の
合

格
者

を
輩

出
し

た
。

ま
た

、
公

務
員

受
験

対
策

講
座

は
、

少
数

で
は

あ
っ

た
が

意
欲

の
高

い
学

生
に

対
し

て
丁

寧
な

指
導

が
実

施
で

き
た

。

大
学

①
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
の

求
人

情
報

､イ
ベ

ン
ト

の
充

実
。

2
0
0
社

程
度

を
目

標
と

す
る

。
②

大
学

･短
大

と
も

､「
進

路
登

録
カ

ー
ド

」
の

提
出

を
1
0
0
％

に
し

､就
職

担
当

教
員

･担
任

教
員

と
の

情
報

共
有

を
推

進
す

る
。

短
大

①
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
が

実
施

す
る

各
種

講
座

へ
の

学
生

の
参

加
を

促
進

す
る

た
め

､学
内

掲
示

の
方

法
に

つ
い

て
再

考
す

る
と

と
も

に
就

職
委

員
や

担
任

が
授

業
内

で
周

知
を

徹
底

す
る

。
②

進
路

決
定

者
に

よ
る

出
身

高
校

へ
の

ﾊ
ｶ
ﾞｷ

報
告

を
継

続
す

る
。

③
5
0
％

の
学

生
が

面
談

等
で

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

を
活

用
で

き
る

よ
う

キ
ャ

リ
ア

科
目

で
指

導
す

る
。

④
雇

用
主

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄや

卒
業

生
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

分
析

し
､全

学
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

更
な

る
充

実
を

検
討

す
る

。
　

（
キ

ャ
リ

ア
）

⑤
雇

用
主

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄの

内
容

の
見

直
し

や
、

調
査

数
の

増
加

を
図

り
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

を
強

化
し

て
よ

り
有

益
な

情
報

を
入

手
し

て
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
ク

ラ
ス

担
任

に
も

協
力

を
求

め
、

各
種

講
座

の
参

加
者

を
増

や
し

て
い

く
。

大
学

①
学

生
の

就
職

関
連

の
情

報
を

よ
り

充
実

す
る

た
め

に
、

と
り

わ
け

県
内

企
業

等
を

訪
問

し
企

業
と

の
関

係
を

深
め

る
と

と
も

に
卒

業
生

の
激

励
も

行
っ

た
。

②
「
進

路
登

録
カ

ー
ド

」
の

提
出

74
.0

％
（
昨

年
70

.7
％

）
は

、
目

標
の

7割
を

達
成

し
た

が
、

今
後

も
全

員
の

提
出

と
な

る
よ

う
継

続
し

て
取

り
組

む
。

卒
業

生
激

励
、

企
業

開
拓

な
ど

の
訪

問
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

中
、

激
励

訪
問

が
17

0社
、

求
人

関
係

で
４

０
社

の
計

21
0社

と
ほ

ぼ
予

定
通

り
に

実
施

す
る

こ
と

が

で
き

た
。

③
就

職
活

動
へ

の
取

り
組

み
方

、
タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

か
ら

求
人

情
報

、
説

明
会

等
を

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

、
各

学
科

へ
情

報
の

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

学
生

の
新

た
な

情
報

が
共

有
で

き
る

よ
う

取
り

組
ん

だ
。

　
ま

た
、

月
２

回
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

ニ
ュ

ー
ス

の
発

行
で

直
近

の
情

報
を

提
供

し
た

。

短
大

①
雇

用
主

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

や
雇

用
先

へ
の

卒
業

生
の

激
励

訪
問

を
通

し
て

、
雇

用
先

と
卒

業
生

が
求

め
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
つ

い
て

デ
ー

タ
を

集
約

し
て

委
員

会
で

協
議

し
た

。
②

今
年

度
の

「
雇

用
主

ア
ン

ケ
ー

ト
」
は

、
昨

年
度

の
卒

業
生

が
就

職
し

た
全

て
の

事
業

所
に

実
施

し
た

た
め

、
よ

り
精

密
化

し
た

デ
ー

タ
に

基
づ

く
指

導
を

実
行

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
学

生
の

個
別

指
導

や
卒

業
生

激
励

、
企

業
開

拓
な

ど
の

訪
問

は
ほ

ぼ
予

定
通

り
に

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
短

大
は

、
メ

ー
ル

に
よ

る
就

職
情

報
の

提
供

に
力

を
入

れ
、

ま
た

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
が

強
化

さ
れ

た
。

　
公

務
員

、
一

般
企

業
を

問
わ

ず
就

職
試

験
に

は
筆

記
試

験
や

多
様

な
面

接
が

課
せ

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
各

種
キ

ャ
リ

ア
講

座
・
就

職
支

援
対

策
が

欠
か

せ
な

い
。

近
年

の
就

職
率

の
向

上
は

、
こ

れ
ら

対
策

講
座

の
充

実
と

比
例

し
て

い
る

。
今

後
さ

ら
に

各
種

キ
ャ

リ
ア

講
座

・
就

職
支

援
行

事
等

を
恒

常
的

な
予

算
で

充
実

し
、

参
加

学
生

を
増

や
し

て
就

職
率

向
上

を
図

る
。

　
情

報
の

提
供

、
講

座
・
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

、
就

活
（
進

路
）
指

導
を

３
つ

の
柱

と
し

て
、

学
生

の
支

援
を

進
め

る
。

企
業

開
拓

、
特

に
県

内
企

業
と

の
信

頼
関

係
を

よ
り

強
く
す

る
た

め
に

、
企

業
に

精
通

し
た

人
材

を
配

置
し

、
雇

用
を

拡
大

さ
せ

る
。

各
種

講
座

、
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

し
て

学
生

の
参

加
を

促
し

、
就

職
へ

の
意

識
を

高
め

る
。

さ
ら

に
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

就
職

相
談

、
履

歴
書

添
削

、
模

擬
面

接
な

ど
の

個
別

指
導

を
実

施
。

担
当

教
員

と
連

携
し

、
就

職
支

援
へ

の
共

通
理

解
を

得
る

。

(4
)

正
課

外
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

策
の

充
実

(5
)

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

の
就

職
支

援
の

強
化
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大
学

①
学

生
課

、
留

学
生

課
、

教
務

課
な

ど
と

の
連

携
を

密
に

し
、

学
生

の
情

報
を

共
有

し
進

路
に

役
立

て
る

。
（
学

生
情

報
、

行
事

等
）

②
留

学
生

の
就

職
に

関
す

る
求

人
情

報
の

収
集

・
提

供
を

図
る

。
国

内
就

職
を

希
望

す
る

留
学

生
に

セ
ミ

ナ
ー

や
相

談
会

を
実

施
す

る
。

③
「
保

護
者

懇
談

会
」
の

地
方

会
場

に
お

い
て

、
３

名
の

卒
業

生
に

よ
る

就
職

活
動

の
体

験
発

表
を

す
る

。
④

既
卒

者
の

再
就

職
に

関
す

る
支

援
を

、
学

科
担

当
者

と
情

報
共

有
を

す
る

。
（
キ

ャ
リ

ア
）

⑤
大

学
創

立
７

０
周

年
記

念
事

業
を

同
窓

会
と

連
携

し
、

実
施

す
る

。

短
大

①
保

護
者

懇
談

会
で

保
護

者
向

け
の

就
職

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

充
実

を
図

り
、

学
生

の
就

職
を

間
接

的
に

も
支

援
す

る
。

具
体

的
に

は
、

学
生

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
も

と
に

、
保

護
者

向
け

の
資

料
と

説
明

内
容

の
充

実
を

図
る

。
　

（
キ

ャ
リ

ア
）

②
学

生
の

就
職

に
お

い
て

は
、

学
生

本
人

を
主

体
と

し
た

個
別

化
し

た
支

援
を

実
施

し
、

保
護

者
と

連
携

し
て

側
面

的
支

援
を

充
実

さ
せ

て
い

く
。

具
体

的
に

は
、

ク
ラ

ス
担

任
と

連
携

を
強

化
し

て
学

生
ニ

ー
ズ

を
早

期
に

把
握

し
、

保
護

者
懇

談
会

に
お

い
て

保
護

者
へ

の
就

職
に

つ
い

て
の

正
確

な
情

報
提

供
や

丁
寧

な
個

別
面

談
を

行
っ

て
い

く
。

大
学

①
「
保

護
者

懇
談

会
」
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

に
伴

い
、

１
０

月
に

延
期

し
て

リ
モ

ー
ト

に
よ

る
開

催
と

な
っ

た
。

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

長
よ

り
、

本
学

の
就

職
の

現
状

を
報

告
し

理
解

と
協

力
を

お
願

い
し

た
。

ま
た

、
同

月
開

催
の

３
年

次
生

の
保

護
者

対
象

「
進

路
懇

談
会

」
は

、
中

止
に

し
た

。
卒

業
生

に
対

し
て

は
、

セ
ン

タ
ー

を
窓

口
と

し
て

情
報

の
提

供
や

個
別

の
相

談
を

行
っ

て
い

る
。

②
留

学
生

を
対

象
と

し
た

取
り

組
み

は
、

学
外

事
業

と
し

て
、

福
岡

で
開

催
の

留
学

生
を

対
象

と
し

た
「
合

同
企

業
説

明
会

」
に

バ
ス

を
チ

ャ
ー

タ
ー

し
て

２
回

参
加

を
計

画
し

た
が

い
づ

れ
も

中
止

と
な

っ
た

。
学

内
に

お
い

て
は

、
外

部
講

師
を

招
い

て
日

本
で

就
職

を
視

野
に

考
え

て
い

る
学

生
に

「
履

歴
書

・
エ

ン
ト

リ
ー

シ
－

ト
の

書
き

方
」
「
面

接
試

験
対

策
」
を

中
心

と
し

た
「
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
た

。

短
大

①
両

学
科

と
も

感
染

防
止

に
配

慮
し

て
1年

生
、

2年
生

そ
れ

ぞ
れ

の
学

年
で

保
護

者
懇

談
会

を
開

催
し

た
。

そ
の

中
で

、
「
保

護
者

の
た

め
の

就
職

ガ
イ

ダ
ン

ス
」
を

実
施

し
、

大
学

の
支

援
体

制
や

学
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
基

づ
く
学

生
ニ

ー
ズ

を
説

明
し

た
。

ま
た

、
卒

業
生

に
よ

る
就

職
体

験
談

を
披

露
す

る
時

間
を

設
け

、
保

護
者

と
連

携
し

た
就

職
支

援
の

実
施

に
努

め
た

。
②

学
生

と
の

個
別

面
談

だ
け

で
な

く
、

近
年

寄
せ

ら
れ

る
保

護
者

か
ら

の
就

職
相

談
に

つ
い

て
も

、
担

任
や

就
職

委
員

が
丁

寧
に

対
応

し
、

学
生

の
希

望
に

沿
っ

た
進

路
指

導
を

実
施

し
て

い
る

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
コ

ロ
ナ

禍
で

計
画

し
た

事
業

は
計

画
ど

お
り

に
は

開
催

で
き

な
か

っ
た

が
、

リ
モ

ー
ト

実
施

や
代

替
措

置
を

と
っ

た
。

就
職

セ
ミ

ナ
ー

を
1
月

に
実

施
し

た
。

・
短

大
で

は
、

保
護

者
を

対
象

と
し

た
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
お

い
て

、
保

護
者

の
就

職
に

対
す

る
理

解
が

深
ま

り
、

保
護

者
か

ら
好

意
的

な
意

見
が

寄
せ

ら
れ

た
。

　
就

職
支

援
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

保
護

者
の

要
望

や
意

見
な

ど
も

参
考

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
保

護
者

懇
談

会
な

ど
を

通
じ

て
情

報
を

得
、

支
援

策
の

改
善

・
充

実
に

生
か

す
。

ま
た

、
留

学
生

や
既

卒
者

に
つ

い
て

も
在

学
生

同
様

に
手

厚
い

支
援

を
行

う
。

(6
)

保
護

者
・
卒

業
生

と
の

連
携
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４
　

研
究

力
の

強
化

大
学

①
発

酵
バ

イ
オ

研
究

、
文

化
財

研
究

、
国

際
共

同
研

究
な

ど
全

国
レ

ベ
ル

の
研

究
拠

点
を

引
き

続
き

整
備

す
る

。
②

大
学

教
員

は
毎

年
、

研
究

発
表

、
研

究
に

関
す

る
講

演
、

論
文

、
著

書
、

作
品

制
作

、
研

究
開

発
の

公
表

な
ど

行
う

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

短
大

①
研

究
成

果
の

発
表

と
し

て
、

論
文

執
筆

に
つ

い
て

6
0
％

以
上

の
教

員
が

行
う

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
②

学
長

裁
量

経
費

の
研

究
支

援
応

募
数

を
食

物
栄

養
科

2
名

以
上

、
初

等
教

育
科

7
名

以
上

を
目

標
と

す
る

。

　
自

由
な

研
究

活
動

（
創

作
活

動
や

実
践

活
動

）
は

大
学

の
活

力
の

源
で

あ
る

。
意

欲
的

な
個

人
研

究
、

学
内

共
同

研
究

等
が

進
展

す
る

よ
う

、
全

国
レ

ベ
ル

の
重

点
研

究
拠

点
の

整
備

、
論

文
執

筆
の

促
進

、
学

内
公

募
研

究
助

成
制

度
の

効
果

的
な

運
用

、
研

究
者

の
相

互
交

流
の

場
の

設
定

な
ど

に
取

り
組

む
。

大
学

①
文

化
財

研
究

所
を

中
核

に
、

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
事

業
を

引
継

い
で

九
州

管
内

の
自

治
体

と
の

文
化

財
保

存
研

究
を

さ
ら

に
進

め
た

。
受

託
研

究
と

し
て

、
自

治
体

か
ら

3
件

、
企

業
か

ら
2
件

の
計

5
件

を
実

施
し

、
豊

後
大

野
市

の
「
令

和
2
年

度
　

豊
後

大
野

市
市

内
遺

跡
調

査
業

務
委

託
」
で

は
、

重
政

古
墳

の
学

術
発

掘
調

査
と

竜
ヶ

鼻
古

墳
の

墳
丘

測
量

調
査

を
実

施
し

た
。

中
で

も
、

研
究

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

共
同

研
究

で
実

施
し

て
き

た
調

査
研

究
法

を
基

に
、

熊
本

県
阿

蘇
市

「
中

通
古

墳
群

三
次

元
計

測
」
の

受
託

を
県

外
初

で
実

施
し

た
。

国
際

共
同

研
究

と
し

て
は

、
フ

ラ
ン

ス
の

モ
ン

ペ
リ

エ
第

三
大

学
(ポ

ー
ル

ヴ
ァ

レ
リ

ー
大

学
)と

の
研

究
交

流
は

、
ま

っ
た

く
海

外
と

の
交

流
が

閉
ざ

さ
れ

た
た

め
、

人
的

交
流

、
研

究
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

昨
年

ま
で

の
研

究
の

成
果

は
、

5
月

に
モ

ン
ペ

リ
エ

第
三

大
学

(ポ
ー

ル
ヴ

ァ
レ

リ
ー

大
学

)の
出

版
局

か
ら

『
街

道
・
地

割
・
聖

地
：
日

本
と

ロ
ー

マ
帝

国
西

部
の

古
代

景
観

の
比

較
』
（
1
8
7
頁

）
と

し
て

出
版

さ
れ

た
。

ま
た

、
8
月

に
本

学
か

ら
は

『
聖

域
・
街

道
・
地

割
　

Ⅳ
―

古
代

ロ
ー

マ
と

日
本

を
つ

な
ぐ

―
』
（
7
0
頁

』
を

出
し

た
。

ま
た

、
共

同
研

究
と

し
て

は
、

熊
本

城
石

垣
の

3
D

計
測

第
Ⅴ

期
調

査
を

古
城

地
区

(昨
年

度
実

施
し

た
範

囲
を

拡
大

)で
実

施
し

た
。

ま
た

、
豊

後
大

野
市

が
実

施
す

る
重

政
古

墳
の

第
5
次

学
術

発
掘

調
査

に
院

生
と

学
部

生
と

一
緒

に
協

力
し

た
。

こ
れ

ら
の

受
託

・
共

同
研

究
に

つ
い

て
は

、
実

習
の

場
と

し
て

も
活

用
し

て
い

る
。

②
1
1
月

７
日

に
大

学
院

主
催

で
大

学
創

立
7
0
周

年
記

念
講

演
会

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
災

害
の

過
去

・
現

在
・
未

来
　

－
天

災
と

疫
病

と
」
を

開
催

し
、

外
部

講
師

に
大

東
文

化
大

学
教

授
中

島
一

敏
氏

を
招

聘
し

て
講

演
を

行
い

、
そ

の
後

に
本

学
教

員
４

名
が

加
わ

り
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

行
っ

た
。

コ
ロ

ナ
対

応
の

た
め

外
部

の
参

加
は

原
則

断
わ

っ
た

が
本

学
教

員
の

多
数

の
参

加
を

得
た

。
マ

ス
コ

ミ
の

取
材

も
あ

り
、

本
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

動
画

を
掲

載
し

た
。

1
0
月

に
オ

ー
プ

ン
エ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

を
開

設
し

、
教

育
公

開
の

み
な

ら
ず

、
大

学
の

研
究

成
果

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
も

公
開

す
る

仕
組

み
を

作
り

上
げ

、
図

書
館

の
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

と
も

リ
ン

ク
さ

せ
、

ま
た

、
モ

ン
ペ

リ
エ

第
三

大
学

と
の

共
同

研
究

の
成

果
等

の
公

開
を

開
始

し
た

。
【
学

会
発

表
】
（
発

行
）

日
本

公
衆

衛
生

学
会

総
会

に
て

ポ
ス

タ
ー

賞
受

賞
「
ジ

ビ
エ

肉
の

解
体

方
法

に
よ

る
汚

染
度

の
違

い
に

 関
す

る
検

討
」
加

藤
礼

識
　

他
日

本
農

芸
化

学
会

九
州

支
部

大
会

で
発

表
「
ビ

フ
ェ

ニ
ル

/
P

C
B

分
解

性
細

菌
K
F
7
0
2
株

の
sa

l-
bz

aキ
メ

ラ
型

遺
伝

子
群

の
機

能
解

析
」
藤

原
秀

彦
　

他
第

4
3
3
回

生
存

圏
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

発
表

「
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

変
換

の
た

め
の

ビ
フ

ェ
ニ

ル
/
P

C
B

分
解

細
菌

の
利

用
」
藤

原
秀

彦
　

他

短
大

①
「
短

大
紀

要
」
投

稿
は

5
0
％

（
1
5
名

）
で

、
目

標
の

6
0
％

に
達

し
て

い
な

い
。

②
学

長
裁

量
経

費
の

研
究

支
援

は
、

食
物

3
名

で
目

標
2
名

以
上

を
達

成
、

初
等

教
育

科
6
名

で
目

標
7
名

に
1
名

不
足

で
あ

っ
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

事
業

は
大

学
研

究
力

の
中

に
定

着
し

、
継

続
し

て
推

進
展

開
し

て
い

る
。

海
外

と
の

共
同

研
究

も
人

的
交

流
は

停
止

し
た

が
、

研
究

成
果

は
出

せ
た

。
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

昨
年

度
よ

り
は

実
施

内
容

が
縮

小
し

て
い

る
が

、
研

究
力

の
質

は
維

持
さ

れ
て

い
る

。
・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
で

も
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
、

研
究

の
公

表
・
発

信
を

行
っ

た
。

・
短

大
で

は
、

「
短

大
紀

要
」
投

稿
と

学
長

裁
量

経
費

研
究

支
援

応
募

は
目

標
を

若
干

下
回

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
拡

大
の

中
で

の
研

究
成

果
は

評
価

で
き

る
。

令
和

２
年

度
事

業
計

画
令

和
２

年
度

事
業

計
画

に
対

す
る

取
組

内
容

達
成

状
況

及
び

判
断

理
由

項
目

具
体

的
内

容

第
２

期
中

期
計

画

(1
)

研
究

・
創

作
活

動
の

充
実
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①
大

学
は

、
科

学
研

究
費

補
助

金
の

申
請

・
採

択
数

、
受

託
研

究
、

共
同

研
究

の
増

加
に

向
け

、
引

き
続

き
検

討
を

進
め

る
。

特
に

、
若

手
研

究
者

の
申

請
及

び
研

究
件

数
の

増
加

に
繋

が
る

よ
う

働
き

か
け

を
行

う
。

短
大

は
、

科
学

研
究

費
補

助
金

の
申

請
・
採

択
数

や
共

同
研

究
・
受

託
研

究
数

の
増

加
に

向
け

て
引

き
続

き
検

討
を

進
め

る
。

ま
た

、
科

研
費

等
の

外
部

研
究

資
金

へ
の

申
請

を
2
0
％

以
上

の
教

員
が

行
う

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

②
公

的
資

金
不

正
使

用
防

止
の

た
め

の
大

短
合

同
F
D

・
S
D

研
究

会
を

実
施

す
る

。

大
学

①
科

研
費

に
お

い
て

は
申

請
件

数
の

増
加

を
促

す
た

め
、

教
授

会
で

の
周

知
や

公
募

説
明

会
へ

の
参

加
呼

び
か

け
を

行
っ

た
が

、
文

学
部

5件
、

食
物

栄
養

科
学

部
7

件
、

国
際

経
営

学
部

2件
で

の
計

14
件

の
申

請
と

な
り

、
前

年
度

に
比

べ
3件

の
減

少
と

な
っ

た
。

新
任

教
員

に
よ

る
研

究
活

動
ス

タ
ー

ト
支

援
の

種
目

で
は

、
昨

年
度

は
申

請
2
件

で
採

択
２

件
で

あ
っ

た
が

、
本

年
度

は
申

請
が

な
か

っ
た

。
受

託
研

究
に

お
い

て
は

前
年

度
よ

り
3件

減
の

12
件

と
な

っ
た

。
共

同
研

究
に

つ
い

て
は

、
前

年
度

か
ら

4件
増

の
7件

と
な

り
、

大
幅

に
増

加
し

た
。

②
研

究
費

等
の

適
正

な
管

理
運

用
に

つ
い

て
は

、
利

益
相

反
と

不
正

防
止

に
関

す
る

FD
研

修
を

実
施

し
た

。

③
学

長
裁

量
経

費
に

よ
る

研
究

成
果

発
表

会
を

大
学

は
6月

17
日

、
短

大
は

7月
15

日
に

行
い

、
研

究
成

果
の

確
認

と
今

後
の

研
究

発
展

に
つ

な
が

る
も

の
と

な
っ

た
。

短
大

①
科

研
費

申
請

と
外

部
研

究
資

金
の

獲
得

は
7件

（
23

％
の

教
員

）
で

、
目

標
の

20
％

を
上

回
っ

た
。

②
大

短
合

同
FD

・
SD

研
究

会
（
公

的
資

金
不

正
使

用
防

止
）
を

実
施

し
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
科

研
費

申
請

は
減

少
し

た
も

の
の

、
共

同
研

究
は

増
加

し
て

お
り

、
外

部
と

関
係

す
る

研
究

活
動

は
維

持
さ

れ
て

い
る

。
・
短

大
で

は
、

当
初

目
標

を
概

ね
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

①
意

欲
あ

る
学

生
を

研
究

に
誘

導
し

、
共

同
研

究
や

研
究

支
援

を
積

極
的

に
行

い
、

研
究

の
成

果
発

表
を

支
援

す
る

。
（
人

間
関

係
学

科
）

②
短

大
で

は
、

研
究

活
動

の
H

P
等

で
の

紹
介

を
各

学
科

各
期

に
１

件
以

上
掲

載
す

る
目

標
を

設
定

す
る

。
③

短
大

で
は

、
卒

業
時

の
研

究
発

表
会

、
専

攻
科

で
の

研
究

発
表

会
を

実
施

し
、

学
習

の
ま

と
め

に
関

す
る

自
己

評
価

に
役

立
て

る
。

大
学

①
人

間
関

係
学

科
の

矢
島

教
授

と
の

共
同

研
究

に
よ

っ
て

，
大

学
院

文
学

研
究

科
臨

床
心

理
学

専
攻

修
士

院
生

の
小

田
菜

央
が

日
本

ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
会

（
誌

上
開

催
）
に

て
「
大

学
生

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

維
持

更
新

に
効

果
的

な
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
介

入
-ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
介

入
」
と

い
う

演
題

で
研

究
成

果
を

発
表

し
た

。
「
第

79
回

日
本

公
衆

衛
生

学
会

総
会

」
に

て
、

発
酵

食

品
学

科
3年

の
土

江
里

穂
、

入
江

晴
香

が
、

発
酵

食
品

学
科

の
加

藤
礼

識
講

師
と

の
共

同
発

表
（
「
ジ

ビ
エ

肉
の

解
体

方
法

に
よ

る
汚

染
度

の
違

い
に

関
す

る
検

討
」
）

で
、

ポ
ス

タ
ー

賞
を

受
賞

し
た

。
「
第

20
回

大
分

県
栄

養
士

学
会

」
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
に

な
り

、
学

内
で

代
替

の
発

表
会

を
実

施
し

、
食

物
栄

養
学

科
2年

の
田

中
七

海
が

「
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

に

お
け

る
健

康
指

導
の

効
果

に
つ

い
て

」
を

、
食

物
栄

養
学

科
2年

の
渡

邊
美

穂
が

、
「
隠

れ
肥

満
者

の
栄

養
素

等
摂

取
状

況
に

つ
い

て
」
を

そ
れ

ぞ
れ

発
表

し
た

。

短
大

①
②

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
拡

大
に

よ
り

活
動

が
制

限
さ

れ
、

研
究

会
活

動
を

充
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

ず
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
活

動
を

紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
・

③
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

状
況

下
で

あ
っ

た
が

、
食

物
栄

養
科

で
は

「
実

習
」
、

初
等

教
育

科
で

は
「
教

職
実

践
演

習
」
で

の
学

修
成

果
発

表
会

、
専

攻
科

で
の

「
修

論
発

表
会

」
を

実
施

し
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
学

生
に

よ
る

学
会

発
表

が
活

発
に

行
わ

れ
、

一
定

の
支

援
も

で
き

た
。

・
短

大
で

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
拡

大
状

況
下

で
は

あ
っ

た
が

、
学

修
発

表
会

を
計

画
通

り
実

施
し

た
。

(2
)

外
部

研
究

資
金

の
獲

得
推

進 (3
)

学
生

の
研

究
活

動
の

支
援

　
科

学
研

究
費

補
助

金
な

ど
の

競
争

的
研

究
費

の
申

請
数

・
採

択
数

を
増

や
す

。
ま

た
、

共
同

研
究

・
受

託
研

究
を

推
進

す
る

。
競

争
的

研
究

費
の

申
請

を
支

援
し

、
そ

の
適

正
な

管
理

を
行

う
研

究
支

援
体

制
を

強
化

す
る

。

　
大

学
本

来
の

姿
で

あ
る

「
学

問
研

究
の

共
同

体
」
に

立
ち

戻
り

、
教

員
と

学
生

が
と

も
に

真
理

を
探

究
し

、
自

由
に

語
り

合
う

大
学

を
目

指
す

。
意

欲
あ

る
学

生
を

研
究

に
誘

導
し

、
共

同
研

究
や

研
究

支
援

を
積

極
的

に
行

い
、

研
究

の
成

果
発

表
を

支
援

す
る

。
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５
　

地
域

力
の

強
化

①
「
地

域
に

学
び

、
地

域
に

貢
献

す
る

大
学

」
と

い
う

ビ
ジ

ョ
ン

を
総

て
の

教
職

員
が

共
有

し
、

地
域

を
支

え
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

ポ
リ

シ
ー

に
明

確
に

掲
げ

、
地

域
連

携
推

進
セ

ン
タ

ー
を

中
軸

に
全

学
的

に
学

生
が

地
域

連
携

に
参

加
で

き
る

体
制

を
確

立
す

る
。

②
学

科
や

学
生

の
活

動
の

全
学

的
な

報
告

の
場

を
検

討
す

る
。

①
-1

　
大

分
県

、
農

業
文

化
公

園
と

の
連

携
事

業
「
棚

田
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

後
身

で
あ

る
「
世

界
農

業
遺

産
体

験
学

習
」
は

コ
ロ

ナ
禍

で
現

地
で

の
実

習
部

分
が

大
き

く
制

約
さ

れ
た

。

①
-2

　
教

員
・
学

生
の

交
流

事
業

と
し

て
「
竹

田
市

岡
大

豆
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
や

杵
築

資
料

館
に

お
け

る
「
地

域
の

偉
人

に
関

す
る

資
料

の
翻

訳
」
な

ど
の

事
業

が
実

施
さ

れ
た

。
①

-3
　

別
府

市
と

市
内

学
生

の
コ

ラ
ボ

企
画

で
は

、
「

O
ne

 B
ep

pu
 D

re
am

」
へ

の
参

加
（
発

酵
食

品
学

科
4年

生
が

実
行

委
員

長
、

史
学

文
化

財
学

科
2年

生
が

Fi
na

lP
re

se
nt

er
）
、

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
防

止
の

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
用

い
て

「
BE

PP
U

* 
Lo

ca
l P

ar
ag

ra
ph

s2
02

0」
 ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
学

生
の

参
加

が
あ

っ
た

。
②

別
府

大
学

の
国

際
言

語
・
文

化
学

科
 芸

術
表

現
コ

ー
ス

で
は

、
20

17
年

か
ら

毎
年

、
市

内
の

駅
に

ア
ー

ト
作

品
を

展
示

し
て

き
た

。
20

20
年

は
別

府
駅

改
札

口
に

疫
病

退
散

の
願

い
を

込
め

た
ア

ー
ト

作
品

を
設

置
し

た
。

ま
た

、
地

域
活

性
化

事
業

に
採

択
さ

れ
た

事
業

の
報

告
会

へ
の

参
加

や
、

協
力

い
た

だ
い

た
地

元
の

研
究

会
と

の
合

同
授

業
を

実
施

し
た

。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
様

々
な

地
域

と
連

携
す

る
取

り
組

み
に

積
極

的
に

参
加

で
き

る
学

生
や

、
災

害
支

援
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加
す

る
学

生
・
教

職
員

が
増

加
し

、
大

学
全

体
と

し
て

地
域

と
の

連
携

の
機

運
が

高
く
な

っ
た

。

①
公

開
講

座
、

フ
ォ

ー
ラ

ム
な

ど
地

域
向

け
の

企
画

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
の

実
績

を
把

握
し

、
公

開
す

る
。

②
社

会
人

等
を

対
象

に
し

た
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
推

進
す

る
。

③
別

府
市

に
お

け
る

行
政

や
事

業
所

と
大

学
の

授
業

正
課

や
正

課
外

に
お

け
る

活
動

の
活

性
化

を
推

進
す

る
。

①
公

開
講

座
や

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

新
型

コ
ロ

ナ
対

策
で

実
施

を
見

送
っ

た
が

、
オ

ー
プ

ン
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
整

備
し

、
新

た
な

情
報

発
信

を
開

始
で

き
た

。
②

別
府

市
、

商
工

会
議

所
と

の
連

携
で

、
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
湯

の
ま

ち
観

光
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

別
府

市
役

所
に

て
、

計
4回

実
施

し
た

。

ま
た

、
別

府
市

役
所

の
幹

部
職

員
を

対
象

と
し

た
SD

G’
s研

修
会

を
開

催
し

た
。

③
別

府
市

と
株

式
会

社
BE

AM
Sの

連
携

事
業

で
あ

る
BE

PP
U

 L
oc

al
 P

ar
ag

ra
ph

s
編

集
に

20
人

、
Be

pp
u 

Pr
oj

ec
tの

別
府

ア
ー

ト
マ

ン
ス

広
報

企
画

検
討

に
3人

の
学

生
が

地
域

社
会

連
携

PB
Lの

授
業

の
一

環
で

参
加

し
、

そ
れ

ぞ
れ

に
複

数
回

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
会

議
へ

の
出

席
、

現
地

の
聞

き
取

り
調

査
な

ど
を

行
い

、
成

果
を

ま
と

め
た

。
ま

た
、

き
つ

き
城

下
町

資
料

館
で

は
2名

の
学

生
が

学
芸

員
と

し
て

の
実

践
的

な
研

修
を

行
っ

た
。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
①

か
ら

③
に

お
け

る
事

業
に

つ
い

て
感

染
症

の
対

策
を

す
る

こ
と

で
、

限
定

的
で

は
あ

る
が

実
施

が
で

き
た

。
さ

ら
に

今
年

度
は

オ
ー

プ
ン

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ル
ー

ム
を

始
動

す
る

こ
と

で
、

今
後

の
ニ

ュ
ー

ノ
ー

マ
ル

時
代

の
展

開
を

よ
り

保
証

す
る

仕
組

み
を

手
に

入
れ

る
こ

と
が

で
き

た
も

の
と

考
え

、
想

定
以

上
の

成
果

を
得

た
も

の
と

考
え

て
い

る
。

①
令

和
2
年

度
か

ら
開

講
す

る
P

B
L
型

授
業

の
実

施
状

況
を

見
な

が
ら

、
「
お

お
い

た
共

創
士

」
資

格
へ

の
参

加
を

検
討

す
る

。
②

地
域

志
向

型
授

業
の

調
査

を
行

い
、

そ
の

目
的

と
効

果
に

つ
い

て
検

証
す

る
。

①
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

、
学

外
授

業
の

実
施

は
難

し
く
な

っ
た

が
、

PB
L型

授
業

の
一

部
は

実
施

で
き

た
。

ま
た

、
「
お

お
い

た
共

創
士

」
に

つ
い

て
は

、
大

学
全

体
の

コ
ン

セ
ン

サ
ス

が
得

ら
れ

て
お

ら
ず

、
進

展
は

な
か

っ
た

。
②

調
査

も
コ

ロ
ナ

対
応

に
追

わ
れ

進
展

は
な

か
っ

た
。

③
大

学
全

体
の

取
り

組
み

と
し

て
、

令
和

2年
7月

豪
雨

へ
の

災
害

復
興

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
募

集
し

、
7月

16
日

に
日

田
、

21
日

、
29

日
は

九
重

町
へ

と
、

災
害

復
興

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
学

生
・
職

員
）
を

派
遣

し
た

。
こ

の
募

集
に

対
し

て
、

学
生

84
名

、
教

職
員

20
名

、
合

計
10

4名
の

登
録

を
い

た
だ

き
、

3回
の

派
遣

で
延

べ
89

名

（
学

生
69

名
、

職
員

20
名

）
の

参
加

が
あ

っ
た

。

ま
た

、
別

府
市

の
マ

ー
チ

ン
グ

カ
ー

ニ
バ

ル
の

実
施

で
は

50
名

の
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

会
場

の
安

全
確

保
に

活
躍

し
た

。
④

地
域

の
方

か
ら

学
ぶ

「
温

泉
学

概
論

」
の

授
業

で
は

、
地

元
の

前
田

温
泉

の
閉

鎖
の

危
機

を
聞

き
つ

け
、

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
主

体
的

に
支

援
を

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
動

き
出

す
な

ど
、

様
々

な
温

泉
学

に
関

連
す

る
地

域
の

先
生

と
、

学
生

た
ち

の
協

同
支

援
が

動
き

始
め

て
い

る
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
新

型
コ

ロ
ナ

の
た

め
、

学
外

で
の

授
業

等
が

十
分

に
は

実
施

で
き

ず
、

進
展

が
な

か
っ

た
。

・
コ

ロ
ナ

禍
で

も
、

学
生

は
地

域
と

大
い

に
交

流
し

、
ま

た
学

ぶ
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

・
学

生
自

主
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

、
災

害
支

援
、

温
泉

清
掃

、
地

域
と

ア
ー

カ
イ

ブ
の

新
し

い
動

き
や

、
資

料
館

と
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

新
規

・
継

続
事

業
が

実
施

で
き

た
。

(1
)

人
材

育
成

と
研

究
・
創

作
に

よ
る

貢
献

(2
)

知
的

資
源

の
地

域
へ

の
開

放
・
活

用

(3
)

地
域

を
舞

台
に

し
た

教
育

活
動

の
展

開

　
「
地

域
に

学
び

、
地

域
に

貢
献

す
る

大
学

」
と

い
う

ビ
ジ

ョ
ン

を
総

て
の

教
職

員
が

共
有

し
、

地
域

を
支

え
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

ポ
リ

シ
ー

に
明

確
に

掲
げ

、
教

育
、

研
究

の
両

面
で

地
域

貢
献

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

　
大

学
・
短

大
の

各
部

署
で

行
わ

れ
て

い
る

公
開

講
座

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

な
ど

地
域

向
け

の
企

画
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
実

績
を

把
握

し
、

地
域

に
公

開
す

る
。

　
個

々
の

教
員

に
よ

る
地

域
で

の
取

組
に

加
え

、
大

学
全

体
で

地
域

連
携

を
推

進
す

る
。

教
務

委
員

会
・
教

養
教

育
委

員
会

等
と

地
域

連
携

推
進

セ
ン

タ
ー

と
が

連
携

し
、

地
域

を
舞

台
に

し
た

初
年

次
教

育
、

専
門

教
育

を
支

援
し

、
地

域
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
て

る
。

令
和

２
年

度
事

業
計

画
令

和
２

年
度

事
業

計
画

に
対

す
る

取
組

内
容

達
成

状
況

及
び

判
断

理
由

項
目

具
体

的
内

容

第
２

期
中

期
計

画
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①
教

育
課

程
の

編
成

や
教

育
活

動
の

点
検

・
評

価
に

あ
た

っ
て

地
域

か
ら

意
見

を
聴

取
す

る
。

②
包

括
協

定
を

結
ん

だ
県

内
の

自
治

体
、

企
業

と
の

連
携

企
画

、
事

業
を

積
極

的
に

進
め

る
と

と
も

に
、

博
物

館
・
美

術
館

等
の

公
共

的
施

設
、

学
校

、
病

院
、

福
祉

施
設

な
ど

と
の

連
携

を
さ

ら
に

促
進

す
る

。
③

日
田

歴
史

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

、
宇

佐
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
等

の
利

用
促

進
、

運
営

体
制

の
見

直
し

と
と

も
に

、
地

域
連

携
推

進
セ

ン
タ

ー
の

体
制

を
充

実
す

る
。

④
別

府
市

、
別

府
商

工
会

議
所

と
の

包
括

協
定

を
も

と
に

、
教

育
体

制
に

関
す

る
協

力
協

定
を

締
結

し
た

い
。

①
9月

23
日

に
学

長
諮

問
会

議
を

開
催

し
、

別
府

市
、

別
府

商
工

会
議

所
、

教
育

委
員

会
や

大
分

県
内

在
住

の
卒

業
生

と
の

会
議

を
開

催
し

、
別

府
大

学
と

地
域

の
連

携
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

②
大

分
県

と
の

連
携

事
業

（
協

同
研

究
・
開

発
な

ど
）
と

し
て

、
「
お

お
い

た
創

生
推

進
協

議
会

」
の

令
和

２
年

度
地

域
活

性
化

事
業

に
大

学
4件

、
短

大
1件

の
合

計
5

件
が

採
択

さ
れ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
、

年
度

末
の

報
告

会
へ

参
加

し
た

。
③

日
田

歴
史

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

、
宇

佐
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

施
設

の
老

朽
化

・
耐

震
対

応
、

利
用

の
低

迷
な

ど
の

理
由

か
ら

廃
止

す
る

こ
と

と
し

た
。

④
10

月
26

日
に

別
府

市
、

別
府

商
工

会
議

所
、

別
府

大
学

・
別

府
大

学
短

期
大

学

部
の

3者
で

包
括

協
定

「
湯

の
ま

ち
べ

っ
ぷ

協
働

推
進

協
定

」
の

締
結

を
行

い
、

連
携

事
業

の
最

初
と

し
て

別
府

の
基

幹
産

業
で

あ
る

観
光

に
関

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
「
湯

の
ま

ち
べ

っ
ぷ

観
光

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

4回
別

府
市

役
所

に
お

い
て

実

施
し

た
。

ま
た

別
府

市
の

幹
部

職
員

に
対

す
る

SD
G’

ｓ
研

修
を

皮
切

り
と

し
て

次
年

度
以

降
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
地

域
社

会
連

携
Ｐ

Ｂ
Ｌ

授
業

の
組

み
立

て
を

行
っ

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
①

か
ら

④
の

事
業

に
つ

い
て

一
定

の
実

施
が

で
き

た
。

①
授

業
や

就
職

支
援

等
に

お
い

て
同

窓
会

・
同

窓
生

と
の

連
携

事
業

を
推

進
す

る
。

②
研

究
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

事
業

を
大

学
独

自
に

継
続

し
、

卒
業

生
を

中
心

に
さ

ら
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
充

実
し

、
本

学
を

文
化

財
保

存
研

究
の

九
州

の
拠

点
と

し
て

メ
ッ

カ
と

す
る

。

①
1年

生
の

初
年

次
教

育
や

専
門

教
育

に
地

域
や

地
元

で
活

躍
す

る
卒

業
生

に
依

頼
し

て
、

学
生

へ
の

講
話

を
行

っ
た

。
②

大
会

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
中

止
や

延
期

と
な

っ
た

が
、

案
内

の
郵

送
時

に
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

事
業

報
告

書
の

同
封

に
よ

り
、

文
化

財
保

存
推

進
連

絡
会

議
へ

の
参

加
団

体
が

合
計

35
団

体
へ

と
増

加
し

た
。

研
究

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

延
長

で
阿

蘇
市

の
中

通
古

墳
群

の
長

目
塚

古
墳

の
調

査
を

実
施

し
た

。
ま

た
熊

本
城

の
調

査
も

引
き

続
き

、
実

施
し

て
い

る
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

に
よ

り
、

十
分

な
実

施
と

は
な

ら
な

い
が

、
感

染
防

止
対

策
を

行
い

な
が

ら
、

様
々

な
事

業
の

実
施

や
交

流
の

促
進

を
図

っ
た

。

(4
)

自
治

体
、

大
学

、
企

業
、

施
設

等
と

の
連

携

(5
)

地
域

で
活

躍
し

て
い

る
卒

業
生

と
の

連
携

　
本

学
は

九
州

管
内

を
中

心
に

多
く
の

卒
業

生
を

輩
出

し
、

卒
業

生
は

各
地

で
活

躍
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

人
材

を
積

極
的

に
活

用
し

、
大

学
の

教
育

、
就

職
支

援
の

向
上

を
図

る
。

　
県

内
全

自
治

体
及

び
地

元
企

業
と

の
包

括
連

携
協

定
が

締
結

さ
れ

て
お

り
、

今
後

は
授

業
で

人
材

派
遣

を
受

け
た

り
、

地
域

事
業

を
支

援
し

た
り

す
る

な
ど

、
協

定
を

活
か

し
た

具
体

的
な

連
携

事
業

を
展

開
し

て
い

く
。

「
地

（
知

）
の

拠
点

大
学

に
よ

る
地

方
創

生
推

進
事

業
（
Ｃ

Ｏ
Ｃ

＋
）
」
等

と
も

連
携

し
県

内
就

職
率

の
向

上
を

図
る

。
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６
　

募
集

力
の

強
化

①
県

内
・
県

外
・
海

外
の

志
願

者
・
入

学
者

の
学

科
ご

と
の

動
向

を
分

析
し

、
学

科
の

様
態

に
応

じ
た

募
集

戦
略

を
構

築
・
実

践
す

る
。

そ
の

た
め

に
学

生
募

集
戦

略
会

議
を

年
間

複
数

回
開

催
す

る
。

②
募

集
関

係
者

の
出

向
と

受
験

メ
デ

ィ
ア

の
媒

体
を

通
し

て
、

募
集

が
手

薄
な

県
外

高
校

へ
の

情
宣

活
動

を
強

化
す

る
。

高
校

訪
問

は
年

間
4
回

出
向

し
、

受
験

メ
デ

ィ
ア

の
進

学
相

談
会

等
に

は
年

間
2
5
回

を
目

標
と

す
る

。
③

入
試

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
出

願
方

式
を

導
入

し
、

高
校

生
の

出
願

意
欲

を
喚

起
す

る
。

大
学

・
短

大
①

学
生

募
集

戦
略

会
議

を
2
回

（
6
/
1
2
、

1
0
/
7
）
開

催
し

、
志

願
者

・
入

学
者

動
向

の
分

析
と

募
集

戦
略

の
構

築
を

行
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
全

学
的

な
戦

略
会

議
の

ほ
か

に
、

毎
週

の
定

例
役

員
会

に
お

い
て

、
志

願
や

入
学

手
続

き
の

情
報

を
提

示
し

、
そ

の
都

度
募

集
戦

略
を

講
じ

た
。

②
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
蔓

延
に

よ
り

、
県

内
・
県

外
の

高
校

訪
問

は
困

難
を

極
め

た
。

県
内

は
5
月

以
降

、
何

と
か

例
年

並
の

高
校

訪
問

を
実

施
で

き
た

が
、

県
境

を
跨

ぐ
県

外
の

高
校

訪
問

は
前

期
は

中
止

し
、

後
期

は
一

部
の

県
境

隣
接

地
域

の
み

実
施

し
た

。
た

だ
、

訪
問

で
き

な
か

っ
た

高
校

へ
は

、
関

係
資

料
を

送
付

す
る

と
と

も
に

電
話

で
出

願
の

依
頼

を
行

っ
た

。
受

験
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る

進
路

相
談

会
も

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
開

催
回

数
が

大
幅

に
減

少
し

た
上

、
感

染
防

止
の

た
め

県
外

へ
の

出
向

が
で

き
な

い
と

い
う

状
況

で
あ

っ
た

。
結

果
と

し
て

、
出

向
目

標
値

2
5

回
に

は
届

か
な

か
っ

た
が

、
2
3
回

出
向

し
た

。
③

ネ
ッ

ト
出

願
は

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
運

用
を

開
始

し
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

①
は

計
画

ど
お

り
、

募
集

戦
略

を
構

築
・
実

践
し

、
学

生
確

保
の

上
で

十
分

な
成

果
を

上
げ

た
。

②
は

新
型

コ
ロ

ナ
の

感
染

拡
大

に
よ

り
、

一
部

地
域

の
み

実
施

し
た

。
③

は
計

画
通

り
、

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
運

用
を

開
始

し
た

。

①
政

府
の

授
業

料
の

無
償

化
と

連
動

し
た

新
た

な
奨

学
生

制
度

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
大

学
・
短

大
①

本
学

の
奨

学
生

制
度

に
つ

い
て

、
国

の
修

学
支

援
新

制
度

と
の

兼
ね

合
い

を
検

討
し

、
奨

学
生

の
採

択
に

関
し

一
定

の
基

準
を

設
け

、
今

年
度

の
推

薦
系

入
試

か
ら

運
用

を
始

め
た

。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

①
は

計
画

ど
お

り
、

国
の

修
学

支
援

新
制

度
と

の
整

合
性

を
図

り
、

本
学

奨
学

生
の

採
択

に
関

し
一

定
の

基
準

を
設

け
た

。

①
各

学
科

が
競

合
校

と
の

教
育

活
動

上
の

差
別

化
に

つ
い

て
検

討
し

、
自

学
科

の
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
推

し
進

め
る

よ
う

に
促

す
。

②
学

生
募

集
統

括
部

と
各

学
科

の
募

集
担

当
委

員
の

連
絡

・
連

携
を

強
化

し
、

学
生

募
集

体
制

の
実

質
化

を
推

進
す

る
。

③
学

科
情

報
誌

に
関

し
、

内
容

の
充

実
と

刊
行

頻
度

の
向

上
を

図
る

よ
う

促
す

。
④

短
大

で
は

、
各

科
の

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
を

募
集

や
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
合

わ
せ

て
発

行
す

る
。

⑤
発

酵
食

品
学

科
に

つ
い

て
は

、
認

証
評

価
で

の
指

摘
を

踏
ま

え
、

収
容

定
員

充
足

率
の

向
上

に
取

り
組

む
。

大
学

・
短

大
①

6
/
1
2
・
1
0
/
7
の

学
生

募
集

戦
略

会
議

に
お

い
て

、
学

長
・
学

部
長

を
通

じ
各

学
科

の
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
推

進
す

る
よ

う
促

し
た

。
②

2
月

以
降

の
一

般
選

抜
入

試
の

合
否

判
定

に
当

た
り

、
そ

の
都

度
「
学

生
募

集
委

員
会

議
」
を

開
催

し
、

学
生

募
集

の
現

状
、

各
学

科
の

入
学

者
の

見
通

し
等

の
情

報
を

提
供

し
、

効
率

的
な

学
生

の
受

け
入

れ
を

促
し

た
。

③
第

1
回

学
生

募
集

戦
略

会
議

（
6
/
1
2
）
に

お
い

て
、

学
科

情
報

を
発

信
す

る
た

め
、

学
科

情
報

誌
と

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
よ

う
促

し
た

。
④

短
大

の
2
学

科
と

も
ニ

ュ
ー

ズ
レ

タ
ー

を
発

行
し

、
学

科
情

報
の

広
報

に
努

め
た

。
⑤

年
末

に
ダ

イ
レ

ク
ト

メ
ー

ル
を

発
送

す
る

と
と

も
に

、
共

通
テ

ス
ト

直
後

に
新

聞
に

広
告

を
掲

載
し

、
一

般
選

抜
入

試
へ

の
出

願
を

促
し

た
。

⑥
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

、
海

外
か

ら
の

留
学

生
の

受
け

入
れ

が
進

ま
な

か
っ

た
の

で
、

別
科

日
本

語
課

程
か

ら
の

留
学

生
受

入
れ

を
積

極
的

に
進

め
た

。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

①
計

画
ど

お
り

、
学

部
長

・
学

科
長

と
連

携
・
協

力
し

て
実

施
し

た
。

②
は

計
画

ど
お

り
、

実
施

で
き

た
。

③
・
④

計
画

通
り

実
施

し
た

。
※

予
定

し
た

事
業

計
画

の
ほ

か
に

、
一

般
選

抜
入

試
へ

の
出

願
を

促
す

企
画

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

留
学

生
の

受
け

入
れ

に
つ

い
て

別
科

と
連

携
を

図
っ

た
。

①
県

内
高

校
と

大
学

体
験

を
始

め
と

す
る

高
大

連
携

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

と
も

に
、

高
校

の
進

路
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
出

前
授

業
の

要
請

に
も

積
極

的
に

応
じ

、
本

学
へ

の
理

解
を

促
進

さ
せ

、
志

願
者

の
増

加
を

図
る

。
年

間
、

高
校

生
の

大
学

体
験

は
1
0
件

、
P

T
A

の
大

学
見

学
は

5
件

、
高

校
の

進
路

ガ
イ

ダ
ン

ス
は

5
0
件

、
県

下
高

校
へ

の
出

向
説

明
会

は
3
0
件

を
目

標
と

す
る

。
②

従
来

の
J
R

駅
の

広
告

媒
体

や
新

聞
・
テ

レ
ビ

を
通

し
た

情
報

発
信

の
効

果
に

つ
い

て
見

直
し

、
よ

り
効

果
的

な
社

会
向

け
情

報
発

信
の

方
法

を
検

討
す

る
。

大
学

・
短

大
①

今
年

度
の

高
大

連
携

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
を

受
け

、
例

年
よ

り
件

数
が

減
少

し
た

。
連

携
事

業
と

し
て

は
、

高
校

生
の

大
学

体
験

8
件

、
高

校
の

進
路

ガ
イ

ダ
ン

ス
1
7
件

を
受

入
れ

た
が

、
P

T
A

の
大

学
見

学
は

依
頼

が
な

か
っ

た
。

県
内

高
校

へ
の

出
向

大
学

説
明

会
は

高
校

の
事

情
を

配
慮

し
、

す
べ

て
中

止
し

た
。

県
下

高
校

の
校

長
・
進

路
担

当
教

員
を

招
く
「
別

府
大

学
説

明
会

」
は

、
開

催
時

期
を

遅
ら

せ
、

7
/
3
0
に

実
施

し
た

。
②

昨
年

に
引

き
続

き
、

大
分

駅
と

宮
崎

駅
の

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
に

本
学

の
広

告
を

掲
出

す
る

と
と

も
に

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

聞
広

告
に

よ
る

大
学

紹
介

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
別

府
駅

の
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

お
よ

び
東

別
府

駅
前

の
大

型
看

板
の

広
告

も
継

続
し

、
大

学
の

社
会

的
認

知
度

の
向

上
に

努
め

た
。

特
に

大
分

駅
の

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
に

つ
い

て
は

、
市

民
の

関
心

が
強

か
っ

た
コ

ロ
ナ

感
染

防
止

（
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

）
を

モ
チ

ー
フ

に
広

告
を

作
成

し
、

本
学

の
ア

ピ
ー

ル
度

を
高

め
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

①
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

の
拡

大
に

よ
り

、
出

向
説

明
会

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
②

計
画

ど
お

り
、

J
R

駅
に

お
い

て
広

告
媒

体
通

し
た

大
学

の
情

報
発

信
を

行
い

、
大

学
を

ア
ピ

ー
ル

し
た

。

  
募

集
対

象
で

あ
る

県
内

･県
外

及
び

海
外

の
高

等
学

校
等

か
ら

の
入

学
者

動
向

を
分

析
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
、

各
学

科
の

教
学

の
特

色
を

宣
伝

・
広

報
す

る
。

特
に

、
情

報
伝

達
が

不
十

分
な

県
外

高
校

へ
の

情
報

発
信

力
を

強
化

す
る

。

　
現

行
の

奨
学

生
制

度
を

見
直

し
、

学
生

募
集

の
施

策
と

し
て

の
効

率
を

高
め

る
。

特
に

、
大

学
の

推
薦

系
入

試
に

対
応

し
た

奨
学

生
及

び
特

別
枠

奨
学

生
の

選
抜

方
法

を
改

善
し

、
高

校
生

の
受

験
意

欲
を

高
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
志

願
者

を
開

拓
し

、
定

員
の

充
足

を
図

る
。

高
校

へ
の

情
報

発
信

力
を

強
化

す
る

。

　
各

学
科

が
進

ん
で

学
科

教
育

を
点

検
し

、
他

大
学

と
の

差
別

化
（
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

）
を

図
る

。
各

学
科

が
学

生
募

集
対

策
会

議
と

連
携

し
、

募
集

戦
略

や
情

報
発

信
を

積
極

的
に

展
開

す
る

た
め

、
各

学
科

に
募

集
・
広

報
担

当
の

委
員

を
設

け
る

と
と

も
に

、
学

科
独

自
の

セ
ミ

ナ
ー

や
出

前
授

業
を

推
進

し
、

学
科

の
情

報
発

信
力

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
志

願
者

を
増

や
し

、
定

員
の

充
足

を
図

る
。

　
大

学
・
短

大
が

県
内

の
高

校
、

自
治

体
、

企
業

等
と

連
携

し
、

地
域

の
教

育
や

産
業

の
振

興
に

協
力

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
本

学
の

教
育

・
研

究
活

動
を

県
内

に
広

く
周

知
さ

せ
、

県
内

高
校

生
の

本
学

へ
の

進
学

意
欲

を
醸

成
す

る
。

ま
た

、
そ

の
た

め
の

地
域

社
会

へ
の

広
報

活
動

も
積

極
的

に
展

開
す

る
。

(4
)

地
域

社
会

と
の

連
携

の
推

進(1
)

学
生

募
集

組
織

・
活

動
の

充
実

(2
)

奨
学

生
制

度
（
募

集
関

係
）

の
改

革

(3
)

学
科

の
募

集
力

の
強

化

第
２

期
中

期
計

画
令

和
２

年
度

事
業

計
画

令
和

２
年

度
事

業
計

画
に

対
す

る
取

組
内

容
達

成
状

況
及

び
判

断
理

由
項

目
具

体
的

内
容
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①
年

間
3
回

の
全

学
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

（
O

C
)を

企
画

す
る

。
O

C
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
学

科
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

の
一

環
と

し
て

、
各

学
科

の
教

育
的

特
色

を
鮮

明
に

打
ち

出
す

よ
う

工
夫

・
改

善
す

る
こ

と
を

促
す

。
②

各
学

科
独

自
の

セ
ミ

ナ
ー

を
積

極
的

に
開

催
す

る
よ

う
促

す
。

大
学

①
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

、
4
月

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

は
中

止
し

、
そ

の
後

は
感

染
状

況
を

睨
み

な
が

ら
、

zo
o
m

に
よ

る
遠

隔
を

含
め

、
変

則
的

な
方

法
で

実
施

せ
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
。

開
催

回
数

は
4
回

（
7
/
1
9
、

8
/
2
3
、

8
/
2
9
、

1
0
/
4
）
で

、
こ

の
う

ち
県

内
高

校
対

象
が

3
回

、
県

外
高

校
対

象
が

1
回

（
遠

隔
で

実
施

）
で

あ
る

。
②

第
1
回

学
生

募
集

戦
略

会
議

（
6
/
1
2
）
に

お
い

て
、

学
科

情
報

発
信

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
を

促
し

た
。

結
果

的
に

は
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

、
ほ

と
ん

ど
の

学
科

で
実

施
さ

れ
る

こ
と

は
な

か
っ

た
。

短
大

①
大

学
と

同
様

の
日

程
、

方
式

で
実

施
し

、
内

容
の

工
夫

改
善

に
努

め
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

①
は

新
型

コ
ロ

ナ
の

感
染

拡
大

に
よ

り
、

計
画

通
り

に
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

が
、

実
施

方
法

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
大

学
・
短

大
と

も
一

定
回

数
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

②
も

計
画

ど
お

り
、

学
部

長
を

通
し

て
学

科
に

働
き

か
け

た
が

、
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

実
施

で
き

な
か

っ
た

。 短
大

で
は

、
O

C
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
、

本
学

へ
の

進
学

意
欲

が
増

し
た

と
答

え
た

生
徒

の
増

加
が

認
め

ら
れ

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

は
一

定
の

成
果

を
上

げ
た

と
判

断
す

る
。

①
総

合
型

選
抜

、
指

定
校

推
薦

、
ス

ポ
ー

ツ
文

化
推

薦
で

導
入

す
る

口
頭

試
問

は
も

ち
ろ

ん
、

こ
れ

ま
で

も
実

施
し

て
き

た
筆

記
試

験
、

小
論

文
等

に
つ

い
て

も
、

本
学

に
よ

り
ふ

さ
わ

し
い

選
抜

方
法

と
す

る
べ

く
、

内
容

の
精

査
・
改

善
を

図
る

。
②

出
願

者
の

増
加

を
図

る
た

め
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

の
導

入
な

ど
、

効
率

の
良

い
願

書
受

付
の

方
法

を
検

討
す

る
。

大
学

 ・
短

大

①
総

合
型

選
抜

、
指

定
校

推
薦

、
ス

ポ
ー

ツ
文

化
推

薦
で

口
頭

試
問

を
導

入
し

、
計

画
通

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

全
て

の
入

学
者

選
抜

で
Ａ

Ｐ
Ｐ

評
価

表
（
調

査
書

・
自

己
調

査
書

の
評

価
表

）
を

導
入

し
、

こ
ち

ら
も

計
画

通
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
さ

ら
に

全
て

の
入

学
者

選
抜

で
加

点
方

式
に

よ
る

英
語

資
格

・
検

定
試

験
ス

コ
ア

の
評

価
を

取
り

入
れ

、
国

際
経

営
学

部
で

は
同

様
に

加
点

方
式

で
ビ

ジ
ネ

ス
系

資
格

・
検

定
試

験
ス

コ
ア

の
評

価
を

取
り

入
れ

た
。

本
学

の
「
入

学
者

選
抜

要
項

」
に

は
、

こ
れ

ら
「
Ａ

Ｐ
Ｐ

評
価

表
」
等

も
含

め
た

全
て

の
選

抜
方

法
に

お
け

る
配

点
を

掲
載

し
た

。
受

験
生

の
学

力
を

よ
り

多
様

な
角

度
か

ら
測

定
し

、
か

つ
評

価
基

準
を

明
確

に
し

た
選

抜
方

法
へ

改
善

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

②
総

合
型

選
抜

1期
お

よ
び

特
別

選
抜

を
除

い
て

、
11

月
21

日
実

施
の

指
定

校
推

薦
・
推

薦
1期

以
降

、
全

て
の

入
学

者
選

抜
で

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

を
導

入
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

①
～

②
と

も
に

実
行

し
、

ほ
ぼ

計
画

通
り

の
成

果
を

上
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

７
　

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
の

強
化

①
公

表
さ

れ
た

「
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

針
」
に

基
づ

き
、

現
在

進
行

中
の

も
の

も
含

め
、

以
下

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
。

・
学

修
目

標
の

具
体

化
（
た

と
え

ば
大

学
の

D
P

を
定

め
る

な
ど

）
・
授

業
科

目
・
教

育
課

程
の

再
編

成
（
現

在
進

行
中

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
見

直
し

、
科

目
削

減
な

ど
）

・
学

修
成

果
・
教

育
成

果
の

把
握

・
可

視
化

（
未

実
施

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

取
り

組
む

な
ど

）
・
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

支
え

る
基

盤
づ

く
り

（
IR

体
制

の
充

実
な

ど
）

大
学

①
DP

/C
Pに

基
づ

き
、

教
育

及
び

学
修

成
果

を
学

科
毎

に
報

告
し

ア
セ

ス
メ

ン
ト

評

価
を

実
施

し
た

が
、

PD
CA

サ
イ

ク
ル

の
具

体
的

か
つ

有
効

的
な

運
用

に
役

立
て

る
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

②
昨

年
度

か
ら

開
始

し
た

学
部

の
現

状
の

課
題

、
各

担
当

学
長

補
佐

の
成

果
と

課
題

の
報

告
を

7月
、

8月
に

行
い

、
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

確
立

に
努

め
た

。

③
FD

研
修

会
に

お
い

て
、

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
確

立
を

め
ざ

し
て

、
「
別

府
大

学
・

別
府

大
学

短
期

大
学

部
に

お
け

る
人

材
育

成
の

目
標

・
方

針
及

び
教

職
員

に
求

め
る

能
力

に
つ

い
て

」
の

指
針

に
基

づ
き

学
長

講
話

を
行

っ
た

。

短
大

・
短

大
DP

・
CP

に
基

づ
き

教
育

及
び

学
習

成
果

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

適
切

な
時

期
に

実
施

し
、

総
合

評
価

に
必

要
な

資
料

を
作

成
し

た
。

・
学

長
SD

研
修

会
に

お
い

て
「
高

等
教

育
の

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

」
と

「
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

針
」
に

つ
い

て
共

通
理

解
を

図
っ

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

対
応

・
前

年
度

末
に

新
た

に
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
策

会
議

を
大

短
共

同
で

設
置

し
た

。
同

会
議

を
24

回
開

催
し

、
講

義
の

実
施

方
法

や
教

職
員

の
出

張
、

行
事

の
開

催
等

、
学

内
の

意
思

決
定

を
機

動
的

に
行

い
、

円
滑

に
運

営
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
計

画
通

り
に

実
施

し
た

。

　
自

己
点

検
・
評

価
、

中
期

計
画

に
基

づ
く
事

業
計

画
・
事

業
報

告
、

３
ポ

リ
シ

ー
に

よ
る

教
育

の
質

保
証

、
ＩＲ

活
動

な
ど

、
内

部
質

保
証

の
取

組
が

徐
々

に
増

え
て

い
る

が
、

一
貫

し
た

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

が
確

立
で

き
て

い
な

い
。

こ
れ

ら
の

内
部

質
保

証
の

取
組

を
総

合
的

な
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
に

整
理

し
な

お
し

、
よ

り
確

か
な

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
仕

組
み

を
確

立
す

る
。

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
（
O

C
)は

大
学

の
雰

囲
気

や
教

育
情

報
を

高
校

生
に

直
接

伝
え

る
貴

重
な

機
会

で
あ

り
、

高
校

生
が

O
C

を
通

し
て

大
学

に
良

い
印

象
を

持
つ

か
ど

う
か

は
、

O
C

で
高

校
生

に
接

す
る

学
生

の
言

動
に

負
う

と
こ

ろ
が

大
き

い
。

O
C

に
参

加
し

た
高

校
生

の
本

学
へ

の
進

学
意

欲
を

高
め

る
た

め
、

各
学

科
の

セ
ミ

ナ
ー

を
更

に
工

夫
す

る
と

と
も

に
、

学
生

ス
タ

ッ
フ

の
一

層
の

組
織

化
を

進
め

る
。

　
文

部
科

学
省

の
高

大
接

続
シ

ス
テ

ム
改

革
の

路
線

に
沿

っ
て

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

を
見

直
し

、
そ

れ
を

実
現

す
る

た
め

に
個

別
選

抜
試

験
の

方
式

・
評

価
方

法
・
問

題
内

容
を

改
善

す
る

。
ま

た
、

そ
の

よ
う

な
改

革
を

通
し

て
、

新
た

な
志

願
者

を
開

拓
し

、
定

員
の

充
足

を
図

る
。

第
２

期
中

期
計

画

(5
)

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
の

積
極

的
取

組 (6
)

入
学

者
選

抜
の

改
革

(1
)

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
内

部
質

保
証

の
充

実

令
和

２
年

度
事

業
計

画
令

和
２

年
度

事
業

計
画

に
対

す
る

取
組

内
容

達
成

状
況

及
び

判
断

理
由

項
目

具
体

的
内

容
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大
学

①
令

和
元

年
度

認
証

評
価

結
果

の
改

善
報

告
書

の
作

成
に

向
け

て
準

備
を

行
う

。
②

自
己

点
検

評
価

書
を

刊
行

す
る

。
③

ＩＲ
委

員
会

を
中

心
に

ＩＲ
活

動
を

実
施

し
、

教
育

改
善

に
活

か
す

。

短
大

①
新

評
価

基
準

に
基

づ
い

た
平

成
3
1
年

度
自

己
点

検
評

価
書

を
刊

行
す

る
。

②
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
修

支
援

シ
ス

テ
ム

Iの
活

用
や

個
別

面
談

で
得

ら
れ

た
学

修
・
生

活
デ

ー
タ

に
つ

い
て

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
添

っ
た

記
載

を
促

進
す

る
。

こ
こ

で
得

ら
れ

た
情

報
及

び
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

得
ら

れ
た

情
報

を
分

析
し

、
改

善
に

結
び

付
け

る
サ

イ
ク

ル
を

確
立

す
る

。

大
学

①
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
習

支
援

シ
ス

テ
ム

は
、

制
度

的
に

は
出

来
上

が
っ

て
い

る
が

、
学

生
の

書
き

込
み

率
、

面
談

へ
の

活
用

な
ど

で
十

分
機

能
で

き
て

い
な

い
ケ

ー
ス

が
散

見
さ

れ
る

。
②

IR
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

大
短

合
同

で
長

崎
国

際
大

学
・
長

崎
短

期
大

学
と

IR
担

当
教

職
員

交
流

研
修

を
実

施
。

③
本

年
度

、
第

2期
中

期
計

画
の

4年
目

で
あ

り
、

11
月

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

中
期

計
画

の
総

括
を

開
始

し
た

。
現

在
、

学
長

と
学

科
の

懇
談

会
を

行
い

、
基

本
指

針
を

作
成

し
て

い
る

。

短
大

①
令

和
元

年
度

自
己

点
検

評
価

報
告

書
は

本
学

の
実

情
に

即
し

た
観

点
を

踏
ま

え
、

当
初

予
定

と
は

異
な

り
中

期
計

画
項

目
を

基
準

に
作

成
し

た
。

②
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
習

支
援

シ
ス

テ
ム

は
、

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
で

活
用

さ
れ

た
が

、
他

で
は

活
用

が
不

十
分

な
ケ

ー
ス

が
散

見
さ

れ
る

。
③

IR
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

大
短

合
同

で
長

崎
国

際
大

学
・
長

崎
短

期
大

学
と

IR
担

当
教

職
員

交
流

研
修

を
実

施
し

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
当

初
計

画
は

予
定

通
り

取
り

組
ん

だ
が

、
検

証
及

び
課

題
共

有
に

至
っ

て
い

な
い

。
し

か
し

、
IR

セ
ン

タ
ー

が
で

き
、

他
大

学
と

合
同

で
IR

研
修

が
で

き
た

こ
と

は
大

き
な

前
進

で
あ

る
。

①
学

生
委

員
会

を
中

心
に

、
学

生
意

見
箱

や
学

生
満

足
度

調
査

な
ど

に
よ

っ
て

学
生

の
声

を
汲

み
取

り
、

そ
れ

を
反

映
し

た
改

善
に

取
り

組
む

。
②

F
D

委
員

会
を

中
心

に
、

学
生

と
の

点
検

・
評

価
会

議
や

学
生

と
の

Ｆ
Ｄ

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

短
大

は
学

科
ご

と
に

学
長

懇
談

会
を

１
回

ず
つ

実
施

す
る

。

大
学

①
学

生
意

見
箱

を
通

し
て

寄
せ

ら
れ

た
意

見
に

適
切

に
対

応
し

教
育

・
学

生
支

援
の

改
善

に
取

り
組

ん
だ

。
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

、
学

生
満

足
度

調
査

は
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

大
学

で
の

遠
隔

授
業

、
学

生
支

援
の

取
り

組
み

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

前
期

終
了

時
と

後
期

終
了

時
に

行
い

、
そ

の
結

果
を

受
け

改
善

を
行

っ
た

。
②

学
長

が
主

催
す

る
別

府
大

学
の

活
動

に
関

す
る

学
生

と
の

点
検

・
評

価
会

議
及

び
授

業
改

善
に

関
す

る
学

生
と

の
FD

を
実

施
し

、
学

生
の

代
表

か
ら

意
見

を
聴

取

し
、

改
善

に
努

め
た

。
第

３
期

中
期

計
画

の
作

成
準

備
に

あ
た

っ
て

、
2月

～
3月

に
学

長
が

直
接

、
各

学
科

教
員

か
ら

意
見

を
聴

取
し

た
。

第
3
期

中
期

計
画

に
そ

の
意

見
を

反
映

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

短
大

①
学

生
意

見
箱

を
通

し
て

寄
せ

ら
れ

た
意

見
に

適
切

に
対

応
し

教
育

・
学

生
支

援
の

改
善

に
取

り
組

ん
だ

。
学

生
満

足
度

調
査

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
た

め
学

生
生

活
が

大
幅

に
制

限
さ

れ
た

こ
と

か
ら

今
年

度
の

実
施

を
見

送
っ

た
。

②
学

生
と

の
点

検
評

価
会

議
及

び
学

生
参

画
FD

研
修

を
実

施
し

、
意

見
を

反
映

さ
せ

た
取

組
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

公
表

し
た

。
コ

ロ
ナ

対
策

と
し

て
遠

隔
授

業
及

び
対

面
授

業
に

関
す

る
意

見
調

整
を

必
要

に
応

じ
実

施
し

た
。

学
長

懇
談

会
は

、
当

初
予

定
（

1月
）
を

変
更

し
2月

に
実

施
し

た
。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
学

生
と

の
意

見
交

換
会

を
実

施
し

、
意

見
を

反
映

さ
せ

た
取

組
を

行
っ

た
。

①
適

切
な

採
用

補
充

を
行

い
、

大
学

設
置

基
準

、
教

職
課

程
認

定
基

準
を

満
た

し
た

教
員

体
制

を
維

持
す

る
。

引
き

都
築

、
資

格
関

係
の

業
績

に
関

す
る

適
切

な
研

究
と

業
績

の
積

み
増

し
を

推
進

す
る

。
②

令
和

元
年

度
教

員
評

価
に

よ
る

評
価

結
果

を
基

に
優

秀
教

員
の

処
遇

に
反

映
さ

せ
る

。

大
学

①
大

学
設

置
基

準
や

教
職

課
程

の
教

員
配

置
基

準
な

ど
を

遵
守

し
つ

つ
、

長
期

的
見

通
し

を
踏

ま
え

、
教

育
分

野
に

応
じ

た
専

任
教

員
を

採
用

・
確

保
す

る
こ

と
に

努
力

す
る

と
と

も
に

、
大

学
に

必
要

な
新

し
い

戦
略

的
人

事
を

実
施

し
た

。
②

令
和

元
年

度
教

員
評

価
結

果
に

基
づ

き
、

優
秀

教
員

の
処

遇
に

反
映

さ
せ

た
。

そ
の

評
価

に
あ

た
っ

て
、

教
育

内
容

の
報

告
を

具
体

的
に

記
載

す
る

よ
う

に
指

導
し

た
。

短
大

①
令

和
2年

度
に

つ
い

て
は

、
非

常
勤

講
師

を
含

め
て

適
正

な
教

員
体

制
を

維
持

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
令

和
3年

度
に

向
け

て
は

、
公

募
時

期
の

遅
れ

等
に

よ
り

適

切
な

採
用

補
充

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

②
令

和
元

年
度

教
員

評
価

結
果

に
基

づ
き

、
優

秀
教

員
の

処
遇

に
反

映
さ

せ
た

。

評
定

【
Ⅲ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
適

正
な

教
員

体
制

の
維

持
、

教
員

評
価

の
処

遇
へ

反
映

が
さ

れ
た

。

　
内

部
質

保
証

の
手

法
の

確
立

に
合

わ
せ

、
そ

れ
に

ふ
さ

わ
し

い
ＩＲ

委
員

会
へ

と
再

編
し

、
ＩＲ

活
動

の
内

容
を

変
更

す
る

。
ま

た
、

認
証

評
価

の
平

成
3
1
年

度
受

審
に

向
け

、
第

3
巡

目
の

認
証

評
価

基
準

に
基

づ
い

た
自

己
点

検
評

価
を

平
成

2
9
年

度
内

に
刊

行
す

る
。

　
学

長
が

学
生

や
教

職
員

と
直

接
対

話
す

る
場

を
設

け
、

そ
の

要
望

や
意

見
を

把
握

し
、

幅
広

い
意

見
を

集
約

し
て

大
学

の
改

善
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

教
育

、
学

生
支

援
、

就
職

支
援

な
ど

分
野

横
断

的
に

学
生

の
満

足
度

調
査

を
実

施
し

、
大

学
の

取
組

の
指

標
と

し
て

活
用

す
る

。

　
大

学
設

置
基

準
や

教
職

課
程

の
教

員
配

置
基

準
な

ど
を

遵
守

し
つ

つ
、

教
育

分
野

に
応

じ
た

専
任

教
員

を
採

用
・
確

保
す

る
と

と
も

に
、

専
任

教
員

で
対

応
で

き
な

い
分

野
に

つ
い

て
は

非
常

勤
講

師
を

採
用

す
る

な
ど

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

人
員

配
置

を
行

う
。

　
ま

た
、

教
員

評
価

を
実

施
し

、
評

価
結

果
を

教
員

表
彰

や
処

遇
等

に
反

映
さ

せ
、

大
学

の
活

性
化

と
す

ぐ
れ

た
活

動
の

促
進

を
図

る
。

(4
)

適
正

な
人

事
の

実
施

(3
)

学
長

に
よ

る
学

生
や

教
職

員
の

声
の

把
握(2

)
ＩＲ

活
動

・
自

己
点

検
評

価
の

充
実
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大
学

①
自

習
室

・
学

修
支

援
セ

ン
タ

ー
の

構
想

を
検

討
②

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

室
へ

の
改

修
に

関
す

る
予

算
要

求
を

法
人

へ
実

施
す

る
。

③
禁

煙
環

境
を

整
え

る
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
。

④
学

生
か

ら
の

点
検

・
評

価
会

議
や

学
生

と
の

Ｆ
Ｄ

で
、

施
設

・
設

備
整

備
に

関
す

る
意

見
を

聴
取

し
、

改
善

で
き

る
こ

と
か

ら
実

施
す

る
。

短
大

①
教

育
の

内
部

質
保

証
の

一
環

と
し

て
、

大
学

・
短

大
の

教
育

学
習

環
境

の
整

備
に

取
り

組
む

。

大
学

・
短

大
①

学
生

と
の

点
検

・
評

価
会

議
及

び
学

生
参

画
FD

研
修

で
の

意
見

を
踏

ま
え

、
令

和
2年

度
か

ら
3年

度
に

か
け

て
W

i-F
i環

境
整

備
、

教
室

及
び

ト
イ

レ
等

の
改

修
計

画
を

作
成

し
、

設
備

環
境

の
整

備
に

着
手

し
た

。
大

学
で

は
新

型
コ

ロ
ナ

禍
で

の
大

学
で

の
遠

隔
授

業
、

学
生

支
援

の
取

り
組

み
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
前

期
終

了
時

と
後

期
終

了
時

に
行

い
、

そ
の

結
果

を
大

学
企

画
運

営
会

議
に

報
告

し
改

善
を

行
っ

た
。

②
図

書
館

1階
を

「
Li

br
ar

y 
Lo

un
ge

」
と

し
て

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

ア
ク

デ
ィ

ブ
な

学
び

の
場

と
し

た
。

「
親

し
み

と
過

ご
し

や
す

さ
」
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

、
く
つ

ろ
ぎ

な
が

ら
学

修
や

会
話

が
で

き
る

空
間

と
し

て
学

生
利

用
の

促
進

を
図

っ
た

。
③

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

今
年

で
２

０
年

目
と

な
る

こ
と

か
ら

、
セ

ン
タ

ー
内

を
大

幅
に

改
装

し
て

、
学

生
が

さ
ら

に
利

用
し

や
す

い
環

境
に

し
た

。
「
情

報
の

提
供

」
、

「
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

」
、

「
個

別
指

導
」
を

中
心

と
し

て
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
支

援
を

充
実

さ
せ

、
実

績
を

あ
げ

る
よ

う
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
学

生
の

意
見

を
反

映
さ

せ
た

改
修

計
画

を
作

成
し

改
修

工
事

に
着

手
す

る
な

ど
環

境
整

備
に

取
り

組
ん

だ
。

①
別

府
”
温

泉
”
大

学
の

企
画

を
深

化
さ

せ
、

継
続

的
に

ア
ピ

ー
ル

す
る

。
②

ス
ト

ー
リ

ー
性

の
あ

る
広

報
誌

に
更

新
す

る
。

③
大

学
グ

ッ
ズ

の
開

発
を

行
う

。

①
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

地
元

の
共

同
温

泉
「
前

田
温

泉
」
の

学
生

支
援

を
積

極
的

に
取

り
上

げ
、

大
学

を
ア

ピ
ー

ル
で

き
た

。
②

コ
ロ

ナ
禍

で
の

本
学

の
取

り
組

み
や

若
者

の
関

心
の

高
い

心
理

に
焦

点
を

当
て

て
、

読
者

を
意

識
し

た
広

報
誌

づ
く
り

が
で

き
た

。
③

別
府

”温
泉

”大
学

の
ど

ら
焼

き
開

発
な

ど
が

で
き

た
。

④
「
別

府
温

泉
大

学
」
と

い
う

大
学

の
広

報
的

顔
づ

く
り

を
進

め
て

き
た

結
果

、
産

学
官

連
携

ジ
ャ

ー
ナ

ル
や

読
売

新
聞

の
全

国
版

で
大

学
の

活
動

が
取

り
上

げ
ら

れ
た

。

評
定

【
Ⅳ

】
判

断
理

由
（
必

須
、

簡
潔

に
）

・
コ

ロ
ナ

禍
と

い
う

大
変

な
状

況
の

中
、

多
く
の

取
り

組
み

と
全

国
的

マ
ス

コ
ミ

で
も

取
り

上
げ

ら
れ

、

成
果

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
別

府
大

学
の

存
在

感
を

よ
り

強
化

す
る

た
め

、
多

彩
な

広
報

活
動

を
展

開
さ

せ
る

。
高

校
生

に
は

広
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
通

じ
て

「
別

府
大

学
は

楽
し

い
と

こ
ろ

」
、

「
大

学
生

活
を

有
意

義
に

過
ご

せ
る

」
こ

と
を

印
象

付
け

る
。

オ
リ

ジ
ナ

ル
グ

ッ
ズ

や
ロ

ゴ
の

整
備

な
ど

を
行

い
新

し
い

企
画

に
取

り
組

む
。

ま
た

広
報

の
充

実
に

合
わ

せ
て

広
報

室
の

体
制

を
強

化
す

る
。

　
す

べ
て

の
学

生
が

学
習

、
研

究
、

創
作

に
励

み
、

そ
こ

に
い

る
だ

け
で

憩
い

や
楽

し
さ

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

キ
ャ

ン
パ

ス
、

安
全

で
美

し
く
環

境
に

配
慮

し
た

キ
ャ

ン
パ

ス
を

目
指

し
、

法
人

と
一

体
と

な
っ

て
施

設
・
設

備
の

整
備

に
取

り
組

む
。

(5
)

教
育

学
習

環
境

の
改

善
・

充
実

(6
)

広
報

の
充

実
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３
．

令
和

元
年

度
各

種
委

員
会

・
セ

ン
タ

ー
等

活
動

報
告

（
１

）
短

期
大

学
部

（
部

局
名

：
紀

要
委

員
会

　
　

部
局

長
名

：
　

河
野

伸
弘

　
　

）

平
成

３
1
年

度
（
令

和
元

年
度

）
活

動
計

画
令

和
元

年
度

活
動

計
画

に
対

す
る

具
体

的
活

動
実

績
（
注

１
）

達
成

状
況

（
注

３
）

短
大

紀
要

第
３

９
号

を
発

行
す

る
。

短
大

紀
要

第
３

９
号

は
７

月
時

点
で

執
筆

申
込

数
が

１
７

編
（
食

物
栄

養
科

３
編

・
初

等
教

育
科

１
４

編
）
で

あ
っ

た
が

、
１

１
月

の
執

筆
締

切
時

点
で

８
編

の
取

り
下

げ
が

あ
り

、
９

編
（
食

物
栄

養
科

２
編

・
初

等
教

育
科

７
編

）
に

減
少

し
た

。
令

和
２

年
３

月
の

刊
行

に
向

け
て

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

取
り

組
ん

だ
。

Ⅲ

短
大

紀
要

第
３

９
号

発
行

の
円

滑
な

業
務

遂
行

の
た

め
に

、
投

稿
規

程
・
執

筆
要

項
、

校
正

作
業

、
印

刷
費

・
配

送
費

の
支

払
い

等
の

改
善

を
図

る
。

紀
要

委
員

会
を

５
回

（
５

月
、

７
月

、
１

１
月

、
１

２
月

、
２

月
）
に

開
催

し
、

投
稿

規
程

・
執

筆
要

項
を

短
大

教
授

会
で

周
知

し
た

。
ま

た
、

年
間

計
画

に
基

づ
き

執
筆

締
切

や
校

正
期

日
の

厳
格

化
を

図
り

、
３

月
の

刊
行

に
努

め
た

。
印

刷
業

者
へ

の
支

払
い

も
例

年
通

り
適

性
に

処
理

を
行

っ
た

。
Ⅲ

（
部

局
名

：
幼

児
・

児
童

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

　
　

部
局

長
名

：
　

古
川

元
視

　
）

平
成

３
1
年

度
（
令

和
元

年
度

）
活

動
計

画
令

和
元

年
度

活
動

計
画

に
対

す
る

具
体

的
活

動
実

績
（
注

１
）

達
成

状
況

（
注

３
）

・
２

０
１

９
年

１
１

月
に

附
属

幼
稚

園
の

公
開

保
育

研
修

会
・
講

演
会

を
実

施
す

る
。

・
２

０
１

９
年

１
１

月
３

０
日

（
土

）
午

前
中

に
は

附
属

幼
稚

園
の

３
歳

児
・
４

歳
児

・
５

歳
児

公
開

保
育

及
び

研
究

協
議

を
実

施
し

た
。

午
後

か
ら

は
，

相
馬

靖
明

先
生

（
東

洋
大

学
非

常
勤

講
師

・
子

ど
も

と
保

育
総

合
研

究
所

所
員

）
を

お
招

き
し

て
，

講
演

会
「
質

の
向

上
を

目
指

し
た

保
育

記
録

に
つ

い
て

～
環

境
の

再
構

成
の

視
点

か
ら

～
」
を

開
催

し
た

。
参

加
者

は
，

県
内

の
保

育
士

，
幼

稚
園

教
諭

８
６

名
，

本
学

学
生

１
４

名
ほ

ど
で

あ
っ

た
。

Ⅲ

・
昨

年
度

に
引

き
続

き
セ

ン
タ

ー
レ

ポ
ー

ト
の

掲
載

内
容

の
見

直
し

を
行

う
。

ま
た

教
員

の
研

究
論

文
の

執
筆

に
つ

い
て

規
約

の
作

成
を

行
う

か
検

討
す

る
。

・
教

員
の

研
究

論
文

の
執

筆
に

つ
い

て
規

約
の

作
成

を
行

う
か

検
討

し
た

。
来

年
度

中
に

は
，

作
成

で
き

れ
ば

と
思

う
。

Ⅱ

・
大

型
絵

本
や

絵
本

等
、

大
型

絵
本

兼
紙

芝
居

台
を

購
入

す
る

。
・
大

型
絵

本
や

絵
本

等
、

大
型

絵
本

兼
紙

芝
居

台
を

購
入

し
た

。
Ⅲ

・
幼

児
・
児

童
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
の

移
動

に
伴

う
備

品
を

購
入

す
る

。
・
幼

児
・
児

童
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
を

初
教

事
務

室
の

隣
に

移
動

し
た

。
そ

れ
に

必
要

な
経

費
が

か
か

っ
た

た
め

，
必

要
な

備
品

に
つ

い
て

は
，

来
年

度
購

入
す

る
。

Ⅲ

（
２

）
大

学
・
短

期
大

学
部

合
同

設
置

委
員

会
等

（
部

局
名

：
　

　
司

書
課

程
委

員
会

部
局

長
名

：
　

仲
嶺

真
信

　
）

平
成

３
1
年

度
（
令

和
元

年
度

）
活

動
計

画
令

和
元

年
度

活
動

計
画

に
対

す
る

具
体

的
活

動
実

績
（
注

１
）

達
成

状
況

（
注

３
）

来
年

度
は

司
書

の
み

に
特

化
し

、
8
月

1
日

よ
り

開
講

す
る

予
定

で
あ

る
。

受
講

希
望

者
の

要
望

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

、
宿

泊
施

設
の

提
供

に
つ

い
て

、
い

っ
そ

う
の

充
実

を
図

っ
た

う
え

、
新

た
に

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
よ

る
受

講
申

込
み

を
開

始
す

る
予

定
で

あ
る

。

司
書

講
習

は
8
月

1
日

か
ら

1
0
月

4
日

ま
で

実
施

し
、

募
集

定
員

1
2
0
名

に
対

し
、

受
講

者
は

4
3
名

（
全

科
目

受
講

4
0
名

、
部

分
科

目
受

講
3
名

）
で

全
員

が
修

了
し

た
。

募
集

定
員

を
満

た
す

こ
と

が
出

来
な

か
っ

た
が

、
本

年
度

も
当

初
の

予
定

ど
お

り
に

実
施

で
き

た
。

Ⅱ

情
報

科
学

技
術

協
会

か
ら

の
依

頼
に

基
づ

き
、

「
検

索
技

術
者

検
定

3
級

」
の

個
別

会
場

校
と

し
て

実
施

（
1
２

月
を

予
定

）
す

る
。

多
く
の

学
生

に
受

講
を

促
す

た
め

、
司

書
課

程
新

規
履

修
者

（
大

学
全

学
部

2
年

生
）
に

向
け

ガ
イ

ダ
ン

ス
（
事

前
指

導
）
を

行
う

。

今
年

度
の

「
検

索
技

術
者

検
定

3
級

」
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

情
報

科
学

技
術

協
会

と
の

学
内

で
の

個
別

試
験

の
対

応
が

調
整

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
受

験
を

希
望

す
る

学
生

の
確

保
が

難
し

か
っ

た
。

代
わ

っ
て

情
報

科
学

技
術

協
会

が
発

刊
し

て
い

る
テ

キ
ス

ト
を

希
望

者
に

頒
布

し
、

個
別

に
情

報
検

索
に

関
す

る
指

導
を

行
っ

た
。

Ⅱ

『
司

書
課

程
N

e
w

s 
L
e
tt

e
r』

第
5
号

を
刊

行
す

る
。

7
月

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
来

場
者

に
頒

布
し

、
本

学
に

お
け

る
司

書
養

成
教

育
の

あ
ゆ

み
と

現
状

を
広

報
す

る
。

『
司

書
課

程
N

e
w

s 
L
e
tt

e
r』

第
5
号

を
刊

行
し

た
。

7
月

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
来

場
者

に
頒

布
し

、
本

学
に

お
け

る
司

書
養

成
教

育
の

あ
ゆ

み
と

現
状

の
広

報
に

十
分

に
役

立
て

る
こ

と
が

出
来

た
。

併
せ

て
、

適
宜

各
学

科
の

基
礎

演
習

の
時

間
で

学
生

に
配

布
し

、
司

書
課

程
履

修
希

望
者

へ
情

報
を

提
供

し
た

。
Ⅲ
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前
期

（
6
～

7
月

）
に

附
属

図
書

館
と

の
共

催
で

図
書

館
見

学
ツ

ア
ー

を
実

施
す

る
。

県
内

で
特

徴
的

な
取

組
を

行
っ

て
い

る
図

書
館

を
訪

問
し

、
図

書
館

職
員

（
司

書
）
と

の
交

流
を

通
し

、
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

、
運

営
の

実
態

を
掴

む
機

会
と

す
る

。

1
1
月

1
7
日

（
日

）
附

属
図

書
館

と
の

共
催

で
図

書
館

見
学

ツ
ア

ー
を

実
施

し
た

。
北

九
州

学
術

研
究

都
市

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

と
門

司
港

レ
ト

ロ
地

区
を

訪
問

し
た

。
参

加
学

生
は

、
コ

ン
パ

ク
ト

な
施

設
に

一
般

図
書

館
と

専
門

図
書

館
が

融
合

し
た

新
し

い
図

書
館

の
在

り
方

や
地

域
住

民
に

対
す

る
情

報
サ

ー
ビ

ス
の

状
況

な
ど

見
聞

を
広

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
Ⅲ

「
司

書
資

格
プ

ラ
ス

α
講

座
」
と

題
し

た
特

別
講

演
会

を
開

催
す

る
。

「
本

離
れ

、
活

字
離

れ
」
の

現
状

を
ふ

ま
え

、
子

ど
も

の
読

書
活

動
推

進
に

関
す

る
テ

ー
マ

・
ト

ピ
ッ

ク
で

講
話

い
た

だ
け

る
講

師
を

招
聘

し
、

司
書

職
に

お
け

る
読

書
支

援
・
指

導
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

講
座

と
位

置
づ

け
る

。

 「
司

書
資

格
プ

ラ
ス

α
講

座
」
の

一
環

と
し

て
8
月

2
1
日

（
木

）
に

4
1
1
教

室
で

、
（
株

）
図

書
館

流
通

セ
ン

タ
ー

（
T
R

C
）
統

括
責

任
者

大
分

市
民

図
書

館
河

野
聡

子
氏

に
よ

る
特

別
講

演
会

を
開

催
し

た
。

T
R

C
の

業
務

案
内

を
主

に
図

書
館

の
役

割
に

つ
い

て
多

く
の

来
場

者
が

関
心

を
持

っ
て

聴
講

し
た

。
Ⅲ

（
部

局
名

：
附

属
図

書
館

部
局

長
名

：
仲

嶺
真

信
　

　
）

平
成

３
1
年

度
（
令

和
元

年
度

）
活

動
計

画
令

和
元

年
度

活
動

計
画

に
対

す
る

具
体

的
活

動
実

績
（
注

１
）

達
成

状
況

（
注

３
）

職
員

が
業

務
委

託
に

な
る

た
め

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

ど
こ

ま
で

実
施

で
き

る
か

わ
か

ら
な

い
が

、
学

生
の

学
習

支
援

の
た

め
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
を

含
め

き
め

細
か

な
対

応
を

し
、

利
用

向
上

に
繋

げ
て

い
き

た
い

。

ガ
イ

ダ
ン

ス
に

つ
い

て
は

、
業

務
委

託
に

な
り

最
初

で
あ

っ
た

た
め

、
館

内
案

内
し

か
で

き
な

か
っ

た
。

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

も
慣

れ
て

い
な

い
た

め
不

十
分

で
あ

っ
た

。
Ⅱ

学
生

へ
の

周
知

方
法

を
工

夫
し

て
利

用
促

進
を

図
り

た
い

。
ワ

ロ
ン

ル
ー

ム
利

用
回

数
は

、
1
2
月

末
現

在
で

会
議

7
1
件

、
授

業
5
1
件

、
学

生
4
1
件

の
総

計
1
6
1
件

で
昨

年
度

よ
り

増
加

し
て

い
る

。
学

生
の

利
用

が
1
.5

倍
ほ

ど
増

え
て

い
る

。
Ⅲ

業
務

委
託

に
な

る
が

、
選

書
ツ

ア
ー

も
実

施
し

て
い

き
、

シ
ラ

バ
ス

図
書

、
学

生
希

望
図

書
、

卒
論

用
図

書
を

充
実

さ
せ

て
い

き
た

い
シ

ラ
バ

ス
図

書
は

新
た

に
2
1
5
冊

購
入

、
図

書
館

予
算

に
よ

る
基

本
資

料
を

4
7
0
冊

余
り

購
入

し
た

。
選

書
ツ

ア
ー

は
希

望
学

生
は

4
人

で
あ

っ
た

が
実

施
し

た
。

Ⅲ

学
習

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
に

対
す

る
意

識
の

向
上

を
図

り
、

学
習

、
研

究
支

援
の

た
め

に
も

、
新

規
に

丸
善

雄
松

堂
と

の
業

務
委

託
シ

ス
テ

ム
を

通
じ

て
継

続
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

学
習

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
は

昨
年

度
利

用
者

が
い

な
か

っ
た

た
め

、
今

年
度

は
実

施
し

な
か

っ
た

。
た

だ
相

談
室

よ
り

実
施

し
て

い
る

か
と

の
問

い
合

わ
せ

が
1
件

あ
っ

た
。

Ⅰ

継
続

し
て

導
入

し
学

習
、

研
究

支
援

の
充

実
を

図
っ

て
い

き
た

い
ジ

ャ
パ

ン
ナ

レ
ッ

ジ
を

継
続

導
入

し
た

。
4
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
検

索
回

数
は

2
5
5
回

、
本

文
参

照
回

数
は

7
9
回

と
昨

年
よ

り
減

少
し

て
い

る
。

Ⅲ

機
関

リ
ポ

ジ
ト

リ
、

IL
L
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

等
の

充
実

を
図

り
、

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
を

向
上

さ
せ

て
い

く
。

機
関

リ
ポ

ジ
ト

リ
B

U
L
ID

に
大

学
紀

要
な

ど
最

新
号

を
登

録
し

た
。

1
2
月

末
現

在
で

B
U

L
ID

の
ア

ク
セ

ス
数

は
4
7
0
,5

1
2
件

、
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
数

は
4
6
2
,3

5
1
件

と
前

年
度

と
比

較
し

て
ア

ク
セ

ス
数

は
8
5
,3

4
9
件

下
回

っ
て

い
る

が
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
件

数
は

5
1
,2

7
1
件

上
回

っ
て

い
る

。
IL

L
に

つ
い

て
は

2
2
1
件

と
わ

ず
か

に
増

加
し

て
い

る
が

、
貸

出
依

頼
は

3
7
件

と
減

少
し

て
い

る
。

ま
た

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

は
1
2
月

末
現

在
で

3
8
4
件

と
前

年
度

よ
り

大
幅

に
減

少
し

て
い

る
。

Ⅲ

新
年

度
の

施
設

改
修

計
画

で
再

度
大

分
校

舎
の

図
書

移
動

を
申

請
し

て
い

ま
す

。
申

請
し

て
い

た
が

却
下

と
な

っ
た

た
め

、
学

内
に

収
蔵

場
所

が
確

保
で

き
ず

大
分

校
舎

の
図

書
及

び
書

架
は

そ
の

ま
ま

に
な

っ
て

い
る

。
利

用
者

よ
り

貸
出

希
望

が
数

件
あ

っ
た

が
委

託
職

員
は

行
け

な
い

の
で

、
次

長
が

3
度

ほ
ど

取
り

に
行

っ
た

。
Ⅱ

（
部

局
名

：
研

究
倫

理
審

査
委

員
会

　
　

部
局

長
名

：
藤

井
康

弘
　

　
）

平
成

３
1
年

度
（
令

和
元

年
度

）
活

動
計

画
令

和
元

年
度

活
動

計
画

に
対

す
る

具
体

的
活

動
実

績
（
注

１
）

達
成

状
況

（
注

３
）

本
委

員
会

で
は

、
3
ヵ

月
毎

に
審

査
課

題
受

付
期

間
を

設
け

、
申

請
の

あ
っ

た
課

題
に

つ
い

て
、

委
員

会
を

開
催

し
て

人
を

対
象

と
し

個
人

に
対

す
る

倫
理

的
配

慮
の

遵
守

に
基

づ
く
研

究
で

あ
る

か
否

か
を

審
議

し
、

研
究

計
画

実
施

の
許

諾
を

判
定

す
る

。

規
程

に
従

い
年

4
回

の
研

究
倫

理
審

査
の

受
付

を
行

っ
た

が
、

4
回

目
（
1
月

）
の

申
請

が
出

な
か

っ
た

為
、

計
3
回

委
員

会
を

開
催

し
た

。
審

議
は

、
８

件
の

試
験

計
画

書
の

申
請

を
受

理
し

、
一

部
の

申
請

案
件

に
申

請
著

及
び

試
験

計
画

書
の

内
容

の
追

加
・
修

正
等

の
指

摘
を

行
っ

た
。

そ
の

後
、

追
加

・
修

正
さ

れ
た

申
請

に
関

し
て

再
提

出
さ

れ
た

書
類

を
全

委
員

で
回

覧
審

議
し

、
最

終
的

に
8
件

す
べ

て
の

申
請

を
承

認
し

た
。

Ⅲ
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（
部

局
名

：
健

康
栄

養
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
部

局
長

名
：

藤
井

康
弘

　
）

平
成

３
1
年

度
（
令

和
元

年
度

）
活

動
計

画
令

和
元

年
度

活
動

計
画

に
対

す
る

具
体

的
活

動
実

績
（
注

１
）

達
成

状
況

（
注

３
）

（
1
）
「
高

齢
者

の
健

康
・
体

力
づ

く
り

教
室

」
を

通
し

た
健

康
・
栄

養
教

育
の

効
果

に
関

す
る

研
究

①
本

学
及

び
豊

後
高

田
市

で
の

ロ
コ

モ
・
認

知
症

予
防

教
室

は
継

続
し

て
実

施
す

る
。

②
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

教
室

（
豊

後
高

田
市

香
々

地
地

区
）
の

実
施

す
る

。

①
に

つ
い

て
は

、
計

画
通

り
に

遂
行

で
き

た
。

大
学

で
の

実
施

1
3
回

（
毎

回
1
5
名

程
度

の
参

加
）
、

豊
後

高
田

市
（
田

染
及

び
犬

田
地

区
）
で

の
実

施
8
回

（
毎

回
1
2
名

程
度

の
参

加
）
。

②
に

つ
い

て
も

、
計

画
通

り
に

遂
行

で
き

た
。

豊
後

高
田

市
香

々
地

地
区

に
て

8
回

実
施

（
参

加
者

1
8
名

）
、

そ
の

他
事

前
会

議
2
回

、
医

師
会

挨
拶

、
事

後
検

討
会

2
回

、
医

師
会

報
告

会
な

ど
を

実
施

し
た

。
Ⅲ

（
2
）
地

域
住

民
へ

の
健

康
講

座
の

開
催

①
前

年
度

と
同

様
に

、
地

域
住

民
公

開
講

座
2
回

及
び

親
子

料
理

教
室

1
回

を
実

施
す

る
。

テ
ー

マ
に

つ
い

て
は

、
来

年
度

の
行

事
案

内
の

前
ま

で
に

決
定

す
る

。
②

地
域

住
民

公
開

講
座

の
開

催
は

、
平

成
3
0
年

度
で

第
3
0
回

を
迎

え
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

レ
シ

ピ
を

本
に

ま
と

め
公

表
す

る
。

（
2
）
地

域
住

民
へ

の
健

康
講

座
の

開
催

①
地

域
住

民
公

開
講

座
は

、
今

年
度

は
「
免

疫
力

ア
ッ

プ
～

し
っ

か
り

食
べ

て
丈

夫
な

身
体

を
つ

く
ろ

う
！

」
を

共
通

の
テ

ー
マ

と
し

て
、

1
回

目
は

1
0
/
2
6
に

実
施

（
参

加
者

2
4
名

）
、

2
回

目
は

3
/
7
に

実
施

予
定

で
あ

る
。

親
子

料
理

教
室

は
、

7
/
2
0
に

「
郷

土
料

理
を

作
ろ

う
！

」
を

テ
ー

マ
に

実
施

（
参

加
者

2
4
名

、
内

訳
；
保

護
者

1
0
名

、
子

供
1
4
名

）
し

た
。

②
地

域
住

民
公

開
講

座
の

3
0
回

開
催

の
記

念
と

し
て

過
去

の
レ

シ
ピ

か
ら

選
り

す
ぐ

り
小

冊
子

を
制

作
し

、
H

P
に

も
公

開
し

た
。

ま
た

、
一

部
は

本
年

度
1
回

目
の

参
加

者
に

も
配

布
し

た
。

Ⅲ

（
３

）
そ

の
他

①
女

子
学

生
の

隠
れ

肥
満

に
関

す
る

研
究

お
よ

び
介

入
指

導
の

効
果

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
②

栄
養

・
健

康
に

関
す

る
サ

ポ
ー

ト
や

受
託

研
究

や
共

同
研

究
な

ど
に

よ
る

地
元

企
業

や
個

人
の

商
品

開
発

の
企

画
等

の
サ

ポ
ー

ト
を

通
じ

て
地

域
貢

献
を

目
指

す
。

（
３

）
そ

の
他

①
に

つ
い

て
は

、
そ

の
成

果
を

2
つ

の
学

会
に

て
口

頭
発

表
し

、
さ

ら
に

学
術

誌
へ

の
掲

載
が

決
定

す
る

な
ど

、
大

き
な

成
果

を
達

成
し

た
。

②
に

つ
い

て
は

、
商

品
開

発
の

サ
ポ

ー
ト

依
頼

2
件

に
応

じ
た

。
1
件

は
卒

論
研

究
の

テ
ー

マ
と

し
て

取
り

上
げ

検
討

結
果

を
卒

論
発

表
し

、
1
件

は
商

品
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
表

示
等

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
っ

た
。

Ⅳ

計
画

外
（
４

）
本

年
度

活
動

予
定

か
ら

除
外

し
た

が
実

施
し

た
事

業
及

び
新

規
事

業
①

大
分

県
小

児
糖

尿
病

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
へ

の
協

力
本

事
業

は
、

昨
年

度
の

実
施

内
容

が
本

来
の

目
的

で
あ

っ
た

学
生

へ
の

教
育

の
一

環
と

な
っ

て
い

な
い

と
の

反
省

か
ら

本
年

度
は

個
人

意
思

で
の

参
加

を
除

き
本

学
と

し
て

の
参

加
は

見
送

る
と

し
て

、
本

事
業

を
予

定
か

ら
削

除
し

て
い

た
。

し
か

し
、

そ
の

後
、

主
催

者
で

あ
る

大
分

県
糖

尿
病

協
会

と
協

議
を

重
ね

た
結

果
、

現
場

の
管

理
栄

養
士

の
参

加
と

学
生

へ
の

指
導

体
制

が
構

築
さ

れ
た

と
し

て
本

学
の

参
加

を
決

断
し

、
1
6
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
内

容
的

に
は

、
学

生
の

教
育

に
も

貢
献

し
た

内
容

が
実

施
さ

れ
た

。
②

新
た

な
取

り
組

み
と

し
て

、
保

健
室

と
タ

イ
ア

ッ
プ

し
て

学
生

の
健

康
支

援
を

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
企

画
し

、
実

施
計

画
案

の
起

案
が

承
認

さ
れ

た
。

現
在

、
具

体
的

な
実

施
内

容
の

詳
細

を
検

討
中

で
あ

る
。

Ⅳ

（
部

局
名

：
日

本
語

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

　
　

部
局

長
名

：
　

　
松

田
美

香
　

　
）

平
成

３
1
年

度
（
令

和
元

年
度

）
活

動
計

画
令

和
元

年
度

活
動

計
画

に
対

す
る

具
体

的
活

動
実

績
（
注

１
）

達
成

状
況

（
注

３
）

優
良

賞
の

授
与

優
良

賞
の

授
与

を
継

続
す

る
。

前
後

期
２

回
優

良
賞

に
つ

い
て

告
知

し
（
５

月
７

日
、

1
1
月

1
2
日

）
授

業
の

出
席

と
日

本
語

学
習

を
奨

励
す

る
と

と
も

に
、

優
良

賞
の

授
与

お
よ

び
表

彰
式

を
行

な
っ

た
（
7
月

3
1
日

,1
月

2
1
日

）
。

Ⅲ

セ
ン

タ
ー

の
教

育
内

容
の

拡
充

1
.日

本
語

科
目

内
で

の
B

Y
O

D
の

活
用

を
進

め
る

（
拡

大
す

る
）
。

2
.新

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

伴
い

、
ク

ラ
ス

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
授

業
担

当
者

（
非

常
勤

教
員

）
の

間
で

随
時

コ
ー

ス
シ

ラ
バ

ス
の

確
認

と
調

整
を

行
な

う
。

１
．

日
本

語
科

目
の

改
編

に
伴

い
授

業
内

／
授

業
外

で
積

極
的

に
パ

ソ
コ

ン
を

使
わ

せ
る

こ
と

を
求

め
、

「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
日

本
語

1
/
2
」
「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
日

本
語

3
/
4
」
で

は
ノ

ー
ト

P
C

を
使

用
し

た
課

題
を

必
ず

課
す

よ
う

義
務

づ
け

た
。

２
．

ク
ラ

ス
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

授
業

担
当

者
（
非

常
勤

教
員

）
の

間
で

随
時

コ
ー

ス
シ

ラ
バ

ス
の

確
認

と
調

整
を

行
な

い
、

相
談

の
内

容
は

「
コ

ー
ス

シ
ラ

バ
ス

等
の

確
認

と
調

整
に

係
る

相
談

内
容

等
の

メ
モ

」
と

し
て

記
録

に
残

し
た

。

Ⅳ

ウ
ェ

ル
カ

ム
パ

ー
テ

ィ
ー

教
員

や
在

学
生

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

機
会

を
増

や
す

。
（
4
，

9
月

）
4
月

8
日

と
9
月

1
8
日

、
昼

休
み

に
ウ

ェ
ル

カ
ム

パ
ー

テ
ィ

ー
を

行
っ

た
。

後
期

の
ウ

ェ
ル

カ
ム

パ
ー

テ
ィ

ー
に

は
、

第
2
次

オ
リ

で
一

緒
に

呉
崎

小
学

校
を

訪
れ

る
日

本
人

学
生

（
デ

ザ
イ

ン
絵

画
コ

ー
ス

3
年

生
）
3
名

も
参

加
し

、
ゲ

ー
ム

や
懇

談
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
Ⅲ
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国
際

セ
ミ

ナ
ー

１
．

交
流

会
（
各

学
科

）
の

参
加

持
ち

回
り

を
実

施
す

る
。

２
．

継
続

的
に

使
用

で
き

る
宿

泊
所

を
開

拓
す

る
。

１
．

今
年

度
は

、
食

物
栄

養
(大

）
、

発
酵

食
品

、
食

物
栄

養
（
短

）
、

初
等

教
育

の
各

学
科

と
交

流
会

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

半
分

が
持

ち
回

り
で

あ
る

。
２

．
今

回
は

参
加

数
が

少
な

く
、

開
拓

の
必

要
は

な
か

っ
た

が
、

あ
ら

た
に

「
さ

く
ら

屋
」
に

宿
泊

が
可

能
と

な
っ

た
。

Ⅲ

別
府

大
学

外
国

人
留

学
生

日
本

語
ス

ピ
ー

チ
コ

ン
テ

ス
ト

・
朗

読
コ

ン
テ

ス
ト

１
．

日
頃

の
学

習
成

果
を

発
表

す
る

場
と

し
、

発
表

者
の

充
実

感
を

得
ら

れ
る

よ
う

、
工

夫
す

る
。

２
．

学
内

の
参

加
者

（
見

学
者

）
を

増
や

す
努

力
を

す
る

。

１
．

7
月

2
4
日

に
ス

ピ
ー

チ
コ

ン
テ

ス
ト

を
実

施
。

1
月

2
1
日

に
朗

読
コ

ン
テ

ス
ト

を
実

施
。

ど
ち

ら
に

も
留

学
生

課
の

職
員

2
名

に
審

査
員

に
な

っ
て

も
ら

い
、

日
ご

ろ
の

学
習

成
果

を
見

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
２

．
ど

ち
ら

も
ポ

ス
タ

ー
を

掲
示

し
た

が
、

関
係

者
以

外
の

参
加

を
得

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
Ⅲ

国
際

交
流

の
た

め
の

学
生

間
交

流
の

し
く
み

作
り

外
国

語
担

当
教

員
や

留
学

生
委

員
会

と
連

携
を

密
に

し
、

よ
り

良
い

学
生

間
の

国
際

交
流

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

外
国

語
担

当
教

員
や

留
学

生
委

員
と

の
相

談
等

は
行

っ
た

が
、

特
に

組
織

と
し

て
の

実
体

を
作

れ
た

わ
け

で
は

な
い

。
し

か
し

、
第

2
次

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

の
日

本
人

学
生

と
留

学
生

の
交

流
は

こ
こ

3
年

間
実

現
で

き
て

い
る

。
Ⅱ

計
画

外
日

本
語

の
多

読
活

動
１

．
日

本
語

の
多

読
活

動
を

総
合

日
本

語
１

・
２

の
授

業
に

組
み

入
れ

る
こ

と
で

、
全

ク
ラ

ス
で

本
格

的
に

実
施

し
た

（
従

来
も

読
解

の
授

業
へ

の
導

入
を

推
奨

し
て

き
た

が
、

実
績

は
ほ

ぼ
な

か
っ

た
）
。

２
．

市
販

の
教

材
に

加
え

て
、

多
読

用
の

教
材

（
語

彙
お

よ
び

文
法

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

て
リ

ラ
イ

ト
し

た
テ

キ
ス

ト
）
を

独
自

に
開

発
し

て
整

備
し

た
（
2
3
冊

分
、

の
べ

5
6
冊

）
。

３
．

受
講

生
に

対
し

て
多

読
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

し
、

概
ね

肯
定

的
な

結
果

を
得

た
。

４
．

高
等

教
育

段
階

で
の

多
読

活
動

の
実

践
に

つ
い

て
調

査
報

告
を

ま
と

め
、

３
月

末
刊

行
の

『
別

府
大

学
日

本
語

教
育

研
究

』
に

投
稿

し
た

。

Ⅳ

（
部

局
名

：
　

地
域

社
会

研
究

セ
ン

タ
ー

部
局

長
名

：
篠

藤
明

徳
　

　
）

平
成

３
1
年

度
（
令

和
元

年
度

）
活

動
計

画
令

和
元

年
度

活
動

計
画

に
対

す
る

具
体

的
活

動
実

績
（
注

１
）

達
成

状
況

（
注

３
）

市
民

討
議

会
の

普
及

と
調

査
研

究
豊

山
町

、
伊

予
市

に
お

け
る

イ
ン

タ
ヴ

ュ
ー

調
査

を
実

施
。

市
民

討
議

会
に

つ
い

て
世

界
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
い

て
英

語
で

説
明

。
Ⅲ

福
祉

、
観

光
分

野
に

お
け

る
調

査
研

究
開

催
で

き
ず

。
Ⅰ

福
祉

・
観

光
等

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
開

催
で

き
ず

。
Ⅰ

地
域

社
会

研
究

3
1
号

の
発

行
地

域
社

会
研

究
３

１
号

を
発

行
（
３

月
３

０
日

）
Ⅲ
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（
部

局
名

：
発

酵
食

品
・

加
工

食
品

地
域

共
同

研
究

セ
ン

タ
ー

部
局

長
名

：
塩

屋
幸

樹
　

）

平
成

３
1
年

度
（
令

和
元

年
度

）
活

動
計

画
令

和
元

年
度

活
動

計
画

に
対

す
る

具
体

的
活

動
実

績
（
注

１
）

達
成

状
況

（
注

３
）

大
分

県
酒

造
組

合
と

の
共

同
研

究
で

獲
得

し
た

酵
母

に
つ

い
て

基
礎

研
究

を
引

き
続

き
行

う
。

（
獲

得
し

た
酵

母
で

つ
く
っ

た
日

本
酒

は
酸

っ
ぱ

い
味

が
強

か
っ

た
た

め
、

酢
酸

の
生

成
に

関
与

す
る

遺
伝

子
を

ク
ロ

ー
ニ

ン
グ

し
て

塩
基

配
列

を
決

定
し

、
協

会
酵

母
と

比
較

し
た

。
ま

た
そ

れ
ら

の
遺

伝
子

の
発

現
量

を
R

T
-
P

C
R

法
で

調
べ

協
会

酵
母

と
比

較
し

た
。

大
分

県
清

酒
酵

母
を

用
い

て
、

低
温

醸
造

で
、

低
ア

ル
コ

ー
ル

の
清

酒
を

製
造

し
た

。
酸

味
が

強
か

っ
た

が
、

官
能

評
価

で
は

高
い

評
価

と
な

っ
た

。

IV

引
き

続
き

ケ
ン

サ
キ

イ
カ

と
ア

オ
リ

イ
カ

の
タ

ン
パ

ク
質

の
解

析
を

行
い

、
活

力
の

指
標

化
、

可
視

化
を

検
討

す
る

。
ケ

ン
サ

キ
イ

カ
が

入
手

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
ア

オ
リ

イ
カ

に
つ

い
て

平
成

3
0
年

度
と

同
様

に
活

力
の

高
い

も
の

と
低

い
も

の
の

タ
ン

パ
ク

質
の

解
析

を
行

っ
た

。
Ⅲ

H
3
1
年

度
で

も
G

C
に

よ
る

低
沸

点
香

気
成

分
や

H
P

C
L
で

は
有

機
酸

分
析

技
術

を
習

得
す

る
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

育
成

を
目

指
す

。
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
用

い
て

、
G

C
に

よ
る

低
沸

点
香

気
成

分
、

H
P

L
C

で
の

有
機

酸
分

析
な

ど
の

技
術

を
習

得
し

た
オ

ペ
レ

タ
ー

を
育

成
で

き
た

。
IV

引
き

続
き

、
本

格
焼

酎
「
夢

香
米

」
と

清
酒

「
夢

香
米

」
の

研
究

開
発

を
行

い
、

ラ
グ

ビ
ー

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
に

向
け

、
焼

酎
と

清
酒

の
販

売
を

行
う

。
ま

た
、

香
り

米
の

お
酒

以
外

の
活

用
を

検
討

す
る

。

本
格

焼
酎

「
夢

香
米

」
の

商
品

開
発

は
行

っ
た

が
、

新
た

な
本

格
焼

酎
「
夢

香
米

」
と

清
酒

「
夢

香
米

」
の

製
造

・
販

売
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

Ⅱ

今
後

も
継

続
し

て
開

発
を

行
う

。
国

土
交

通
省

の
補

助
金

を
得

て
、

地
元

産
の

規
格

外
い

ち
ご

を
原

料
と

し
た

加
工

品
開

発
を

行
う

予
定

。
あ

わ
せ

て
、

県
南

地
区

道
の

駅
や

よ
い

の
購

買
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

い
、

豊
後

大
野

地
区

と
の

比
較

を
行

う
予

定
。

三
重

産
い

ち
ご

を
利

用
し

た
新

製
品

「
さ

く
ふ

わ
お

と
め

ダ
フ

ィ
ン

」
を

開
発

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

、
3
0
代

以
上

の
購

買
者

が
多

く
、

「
手

に
持

て
る

軽
食

」
「
新

鮮
な

産
物

」
「
そ

の
土

地
に

し
か

な
い

特
産

品
」
な

ど
の

ニ
ー

ズ
が

高
い

結
果

と
な

っ
た

。
来

年
度

は
カ

フ
ェ

の
設

立
に

む
け

て
引

継
ぎ

を
行

う
。

Ⅲ

カ
ボ

ス
ブ

リ
、

カ
ボ

ス
ヒ

ラ
メ

と
も

カ
ボ

ス
の

柑
橘

系
の

特
徴

的
な

香
り

、
臭

気
成

分
の

減
少

と
柑

橘
系

成
分

の
増

加
が

認
め

ら
れ

た
。

今
後

も
継

続
検

討
を

行
う

。
昨

年
度

の
研

究
を

継
続

し
、

大
分

県
農

林
水

産
研

究
指

導
セ

ン
タ

ー
で

養
殖

さ
れ

た
カ

ボ
ス

養
殖

魚
（
ブ

リ
、

ヒ
ラ

メ
等

）
の

に
お

い
分

析
を

G
C

-
M

S
-
O

を
使

用
し

て
検

討
し

た
。

（
大

分
県

農
林

水
産

研
究

指
導

セ
ン

タ
ー

）
Ⅲ

カ
ボ

ス
ヤ

マ
メ

は
カ

ボ
ス

成
分

の
香

り
、

焼
き

カ
ボ

ス
ヤ

マ
メ

は
一

部
の

生
臭

は
検

出
な

く
、

官
能

評
価

で
は

カ
ボ

ス
ヤ

マ
メ

の
判

別
が

で
き

て
い

た
。

今
後

も
継

続
し

て
検

討
を

行
う

担
当

教
員

が
退

職
し

た
た

め
、

未
着

手
で

あ
る

。
Ⅰ

官
能

評
価

に
よ

り
ハ

ー
ブ

テ
ィ

ー
の

適
度

な
濃

さ
と

カ
ボ

ス
入

り
が

好
ま

れ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

担
当

教
員

が
退

職
し

た
た

め
、

未
着

手
で

あ
る

。
Ⅰ

鶏
卵

を
加

工
し

た
際

の
抗

原
性

の
検

討
を

行
う

予
定

。
あ

わ
せ

て
血

清
と

の
反

応
性

や
食

物
経

口
負

荷
試

験
を

通
し

て
免

疫
療

法
に

適
用

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
予

定
。

（
神

戸
市

立
医

療
セ

ン
タ

ー
中

央
市

民
病

院
、

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
、

榎
本

食
品

（
株

）
）

食
物

経
口

負
荷

試
験

食
「
た

ま
こ

な
」
を

開
発

し
た

。
1
0
0
病

院
以

上
の

依
頼

が
あ

り
今

後
も

生
産

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

学
会

発
表

と
抗

原
性

の
検

討
を

行
う

。
（
神

戸
市

立
医

療
セ

ン
タ

ー
、

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
、

榎
本

食
品

（
株

）
）

Ⅲ

今
後

も
玖

珠
美

山
高

等
学

校
と

共
同

で
玖

珠
町

産
大

麦
の

レ
シ

ピ
開

発
を

行
う

。
ま

た
、

玖
珠

町
産

大
麦

を
使

用
し

た
カ

レ
ー

の
販

売
化

に
向

け
て

の
取

り
組

み
を

行
う

。
学

長
裁

量
経

費
事

業
（
R

1
大

2
4
「
大

麦
を

使
っ

た
玖

珠
町

活
性

化
事

業
」
に

お
い

て
、

商
品

開
発

お
よ

び
レ

シ
ピ

開
発

を
行

っ
た

。
商

品
開

発
で

は
、

高
大

連
携

事
業

を
通

じ
て

玖
珠

美
山

高
校

と
玖

珠
町

産
大

麦
を

使
用

し
た

シ
フ

ォ
ン

ケ
ー

キ
「
む

ぎ
っ

こ
シ

フ
ォ

ン
」
を

共
同

開
発

し
、

玖
珠

美
山

高
等

学
校

で
開

催
さ

れ
た

収
穫

感
謝

祭
「
美

山
マ

ル
シ

ェ
」
に

お
い

て
販

売
し

た
。

ま
た

、
レ

シ
ピ

開
発

で
は

、
主

食
、

お
や

つ
と

な
る

レ
シ

ピ
を

考
案

し
た

。
ま

た
別

府
大

学
近

隣
の

パ
ン

販
売

店
に

て
大

麦
を

使
用

し
た

パ
ン

製
品

を
試

作
し

た
。

大
麦

粉
、

ゆ
で

麦
等

の
製

品
化

・
流

通
と

安
定

供
給

が
課

題
で

あ
る

。

Ⅲ

今
後

も
継

続
し

て
分

析
を

実
施

し
、

地
獄

蒸
し

コ
ー

ヒ
ー

の
特

徴
を

明
ら

か
に

す
る

。
昨

年
度

の
株

式
会

社
三

洋
産

業
か

ら
の

受
託

研
究

の
結

果
を

詳
細

に
解

析
し

、
地

獄
蒸

し
コ

ー
ヒ

ー
の

特
徴

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
見

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

Ⅲ

平
成

3
1
年

度
も

継
続

し
て

受
託

研
究

を
行

う
予

定
で

あ
る

。
大

分
県

農
林

水
産

研
究

指
導

セ
ン

タ
ー

畜
産

研
究

部
の

研
究

員
の

異
動

に
よ

り
、

今
年

度
は

研
究

の
依

頼
が

な
か

っ
た

。
Ⅰ

継
続

し
て

検
討

、
試

作
を

す
る

予
定

で
あ

る
。

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
研

究
会

活
動

と
し

て
、

柑
橘

類
の

精
油

を
調

合
し

た
石

鹸
作

り
を

実
施

し
た

。
加

え
て

、
学

生
か

ら
提

案
が

あ
り

、
柑

橘
類

の
精

油
を

使
用

し
た

練
り

香
水

作
り

も
行

い
、

学
科

の
1
,2

年
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
と

き
に

研
究

内
容

の
発

表
と

試
作

の
配

付
を

行
っ

た
。

Ⅲ

継
続

し
て

検
討

、
試

作
を

す
る

予
定

で
あ

る
。

令
和

元
年

度
は

1
1
月

に
佐

伯
豊

南
高

校
が

開
催

し
た

パ
ン

チ
ャ

レ
ン

ジ
コ

ン
テ

ス
ト

学
生

が
開

発
し

た
パ

ン
を

応
募

し
、

審
査

員
特

別
賞

を
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
1
2
月

に
開

催
さ

れ
た

大
分

オ
ー

ガ
ニ

ッ
ク

フ
ェ

ス
タ

に
学

生
と

と
も

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

参
加

す
る

な
ど

、
地

域
の

生
産

者
の

方
々

と
共

同
し

て
活

動
を

行
う

こ
と

は
で

き
た

。
Ⅳ
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Ⅲ．データ集  
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定
員

(Ａ
)

20
20

20
21

差
20

20
20

21
差

20
20

20
21

差
20

20
20

21
20

20
20

21
20

20
20

21

国
際
言
語
・
文
化
学
科

10
0

20
1

20
2

1
18

5
17

6
-9

96
10

1
5

1.
09

1.
15

0.
52

0.
57

0.
96

1.
01

史
学
・
文
化
財
学
科

10
0

28
5

25
5

-3
0

20
1

18
8

-1
3

13
9

11
4

-2
5

1.
42

1.
36

0.
69

0.
61

1.
39

1.
14

人
間
関
係
学
科

70
18

0
16

5
-1

5
14

6
14

5
-1

87
80

-7
1.

23
1.

14
0.

60
0.

55
1.

24
1.

14

文
学
部
計

27
0

66
6

62
2

-4
4

53
2

50
9

-2
3

32
2

29
5

-2
7

1.
25

1.
22

0.
61

0.
58

1.
19

1.
09

食
物
栄
養
学
科

70
12

4
10

6
-1

8
11

2
10

4
-8

85
75

-1
0

1.
11

1.
02

0.
76

0.
72

1.
21

1.
07

発
酵
食
品
学
科

50
51

45
-6

56
45

-1
1

37
23

-1
4

0.
91

1.
00

0.
66

0.
51

0.
74

0.
46

食
物
栄
養
科
学
部
計

12
0

17
5

15
1

-2
4

16
8

14
9

-1
9

12
2

98
-2

4
1.

04
1.

01
0.

73
0.

66
1.

02
0.

82

国
際
経
営
学
部

10
0

18
1

17
9

-2
12

7
12

9
2

94
99

5
1.

43
1.

39
0.

74
0.

77
0.

94
0.

99

大
学
　
計

49
0

10
22

95
2

-7
0

82
7

78
7

-4
0

53
8

49
2

-4
6

1.
24

1.
21

0.
65

0.
63

1.
10

1.
00

食
物
栄
養
科

50
54

47
-7

54
46

-8
52

42
-1

0
1.

00
1.

02
0.

96
0.

91
1.

04
0.

84

初
等
教
育
科

20
0

25
9

23
0

-2
9

25
8

22
6

-3
2

22
9

19
6

-3
3

1.
00

1.
02

0.
89

0.
87

1.
15

0.
98

短
大
　
計

25
0

31
3

27
7

-3
6

31
2

27
2

-4
0

28
1

23
8

-4
3

1.
00

1.
02

0.
90

0.
88

1.
12

0.
95

定
員
充
足
率

(G
＝
D/
A)

１
．
学
生
数
関
係

（
１
）
募
集
定
員
、
志
願
者
数
、
合
格
者
数
、
入
学
者
数
等

志
願
者

(Ｂ
)

合
格
者

(C
)

入
学
者

(D
)

倍
率

(E
＝
B/
C)

入
学
率

(F
＝
D/
C)
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１
年

２
年

３
年

４
年

合
計

収
容
率

１
年

２
年

３
年

４
年

合
計

国
際
言
語
・
文
化
学
科

10
0

40
0

10
1

95
87

94
37

7
0.

94
5

8
10

22
45

史
学
・
文
化
財
学
科

10
0

40
0

11
4

14
0

10
5

13
7

49
6

1.
24

2
2

3
0

7

人
間
関
係
学
科

70
28

0
80

84
86

86
33

6
1.

2
0

0
3

7
10

文
学
部
計

27
0

0
10

80
29

5
31

9
27

8
31

7
12

09
1.

12
7

10
16

29
62

食
物
栄
養
学
科

70
7

29
4

75
83

80
58

29
6

1.
01

0
0

0
0

0

発
酵
食
品
学
科

50
20

0
23

36
40

31
13

0
0.

65
1

1
1

3
6

食
物
栄
養
科
学
部
計

12
0

7
49

4
98

11
9

12
0

89
42

6
0.

86
1

1
1

3
6

国
際
経
営
学
部

10
0

0
40

0
99

11
6

13
5

15
2

50
2

1.
26

14
34

47
72

16
7

大
学
　
計

49
0

7
19

74
49

2
55

4
53

3
55

8
21

37
1.

08
22

45
64

10
4

23
5

食
物
栄
養
科

50
10

0
42

50
ー

ー
92

0.
92

0
0

ー
ー

0

初
等
教
育
科

20
0

40
0

19
6

23
1

ー
ー

42
7

1.
07

0
0

ー
ー

0

短
大
　
計

25
0

0
50

0
23

8
28

1
0

0
51

9
1.

04
0

0
0

0
0

（
２
）
収
容
定
員
、
在
学
生
数
、
留
学
生
数

令
和
３
年
５
月
１
日
現
在

入
学

定
員

(Ａ
)

編
入

定
員

(Ｂ
)

収
容

定
員

(Ｃ
)

学
生
数

(Ｄ
)

Ｄ
の
内

留
学
生
数
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４
年

在
学

生
数

(Ａ
)

９
月

卒
業

生
数

(Ｂ
)

３
月

卒
業

生
数

(Ｃ
)

　
　

卒
業

生
数

　
　

合
計

(Ｄ
)

　
卒

業
率

(E
)

 Ａ
/Ｄ

＊
10

0

国
際

言
語

・
文

化
学

科
79

4
62

66
83

.5
4

史
学

・
文

化
財

学
科

10
3

2
83

85
82

.5
2

人
間

関
係

学
科

72
2

63
65

90
.2

8

文
学

部
計

25
4

8
20

8
21

6
85

.0
4

食
物

栄
養

学
科

56
0

54
54

96
.4

3

発
酵

食
品

学
科

15
0

11
11

73
.3

3

食
物

栄
養

科
学

部
計

71
0

65
65

91
.5

5

国
際

経
営

学
部

11
5

23
85

10
8

93
.9

1

大
学

　
計

44
0

31
35

8
38

9
88

.4
1

食
物

栄
養

科
53

0
53

53
10

0.
00

初
等

教
育

科
19

6
2

18
8

19
0

96
.9

4

短
大

　
計

24
9

2
24

1
24

3
97

.5
9

（
３

）
卒

業
生

数
、

卒
業

率
（

４
年

・
２

年
在

学
生

）
令

和
３

年
３

月
３

１
日

現
在
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4
.5
～

3
.5

3
.4
～

2
.5

2
.4
～
1
.5

1
.4
～
0
.5

0
.5
未
満

分
布

平
均

G
P
A

下
位

１
／

４
下

位
１
／

４
人

数

1
0

2
1

1
4

5
0

2
0
.0
%

4
2
.0
%

2
8
.0
%

1
0
.0
%

0
.0
%

2
3

1
2
8

6
1

1
4

1

1
0
.4
%

5
7
.9
%

2
7
.6
%

6
.3
%

0
.5
%

全
体
平
均

（
2
7
1
名
）

1
2
.2
%

5
5
.0
%

2
7
.7
%

7
.0
%

0
.4
%

2
.7
5

2
.2
9
7
以

下
6
9
名

4
.5
～

3
.5

3
.4
～

2
.5

2
.4
～
1
.5

1
.4
～
0
.5

0
.5
未
満

分
布

平
均

G
P
A

下
位

１
／

４
下

位
１
／

４
人

数

2
4

2
3

0

1
8
.2
%

3
6
.4
%

1
8
.2
%

2
7
.3
%

0
.0
%

1
3
名

5
6
名

3
名

2
0
2
0
年

度
（
前

・
後

期
）
科

目
G
P
A
に
よ
る
成

績
分

布
表

学
科

別
集

計
表

（
短

期
大

学
部

１
年

生
）

2
.2
3
5
以

下

2
.3
5
9
以

下

1
.0
6
8
以

下
初
教
専
攻

（
1
1
名
）

2
.4
3

初
等
教
育
科

（
2
2
1
名
）

2
.7
6

食
物
栄
養
科

（
5
0
名
）

2
.7
4
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4.5～3.5 3.4～2.5 2.4～1.5 1.4～0.5 0.5未満 分布 平均GPA 下位１／４ 下位１／４人数

9 20 20 4 0

18.0% 40.0% 40.0% 8.0% 0.0%

29 95 43 22 0

13.1% 43.0% 19.5% 10.0% 0.0%

全体平均
（242名）

15.7% 47.5% 26.0% 10.7% 0.0% 2.66 2.139以下 62名

4.5～3.5 3.4～2.5 2.4～1.5 1.4～0.5 0.5未満 分布 平均GPA 下位１／４ 下位１／４人数

4 5 1 1 0

36.4% 45.5% 9.1% 9.1% 0.0%

初等教育科
（189名）

2.68 2.141以下 48名

初教専攻
（11名）

3.14 2.700以下 3名

2020年度（前・後期）科目GPAによる成績分布表
学科別集計表（短期大学部２年生）

食物栄養科
（53名）

2.64 2.138以下 14名
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（２）卒業生の免許・資格取得状況等

　教員免許

学部・学科
平成30年度
卒業生

令和元年度
卒業生

令和2年度
卒業生

中学教諭二種免許状 家庭 2 2 1

栄養教諭二種免許状 2 8 5

幼稚園教諭二種免許状 220 212 184

小学校教諭二種免許状 39 41 52

保育科（※２） 幼稚園教諭二種免許状 ー ー

小学校教諭一種免許状 11 12 11

幼稚園教諭一種免許状 11 10 11

　卒業生の教員への就職状況
平成30年度
卒業生

令和元年度
卒業生

令和2年度
卒業生

中学教諭二種家庭科・栄養教諭二種 0 0 0

小学校教諭一種、小学校教諭二種 18 14 23

幼稚園教諭一種、幼稚園教諭二種 66（※57） 86（※61） 72（※50）

※印は、認定こども園へ就職した卒業生（内数）

　資　格
平成30年度
卒業生

令和元年度
卒業生

令和2年度
卒業生

　栄養士資格 42 50 51

フードスペシャリスト 6 10 10

　保育士資格 197 199 156

専攻科
　初等教育専攻

食物栄養科（※１）

初等教育科

免許・資格

（※１）栄養教諭二種免許状は、卒業後の個人申請となるため、免許取得に
　　　必要な単位を修得し、卒業した者の人数を記載。
（※２）保育科は、平成30年3月をもって廃止。
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学
科

退
学
者
数

在
学
者
数

退
学
率

退
学
者
数

在
学
者
数

退
学
率

退
学
者
数

在
学
者
数

退
学
率

退
学
者
数

在
学
者
数

退
学
率

退
学
者
数

在
学
者
数

退
学
率

国
際
言
語
・
文
化
学
科

11
29

9
3.

7
15

30
3

5.
0

9
30

5
3.

0
10

32
2

3.
1

17
34

9
4.

9

史
学
・
文
化
財
学
科

9
36

9
2.

4
10

36
6

2.
7

11
40

4
2.

7
15

42
7

3.
5

10
47

5
2.

1

人
間
関
係
学
科

5
22

7
2.

2
4

23
3

1.
7

12
27

7
4.

3
14

30
6

4.
6

7
32

5
2.

2

食
物
栄
養
学
科

5
31

7
1.

6
6

28
7

2.
1

5
27

8
1.

8
7

28
1

2.
5

3
27

7
1.

1

発
酵
食
品
学
科

2
14

1
1.

4
3

12
1

2.
5

5
11

6
4.

3
5

12
0

4.
2

5
12

1
4.

1

国
際
経
営
学
科

8
35

9
2.

2
12

38
6

3.
1

18
43

6
4.

1
20

48
5

4.
1

13
49

2
2.

6

合
計

40
1,

71
2

2.
3

50
1,

69
6

2.
9

60
1,

81
6

3.
3

71
1,

94
1

3.
7

55
2,

03
9

2.
7

食
物
栄
養
科

4
11

9
3.

4
2

10
5

1.
9

4
98

4.
1

1
10

5
1.

0
2

10
5

1.
9

初
等
教
育
科

8
35

7
2.

2
4

40
4

1.
0

9
45

8
2.

0
7

42
3

1.
7

6
42

6
1.

4

保
育
科

3
10

5
2.

9
0

45
0.

0
0

0
0.

0
0

0
0.

0
0

0
0.

0

専
攻
科
(福
祉
専
攻
）

0
13

0.
0

0
10

0.
0

0
6

0.
0

0
0

0.
0

0
0

0.
0

専
攻
科
（
初
等
教
育
専
攻
）

0
27

0.
0

2
27

7.
4

5
27

18
.5

7
30

23
.3

0
22

0.
0

合
計

15
62

1
2.

4
8

59
1

1.
4

18
58

9
3.

1
15

55
8

2.
7

8
55

3
1.

4

総
合
計

55
2,

33
3

2.
4

58
2,

28
7

2.
5

78
2,

40
5

3.
2

86
2,

49
9

3.
4

63
2,

59
2

2.
4

（
注
１
）
退
学
者
数
に
は
、
除
籍
者
数
を
含
む
。

（
注
２
）
在
籍
者
数
は
、
当
該
年
度
の
５
月
１
日
現
在
の
数
値
で
あ
る
。

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

退
学
者
・
除
籍
者
数
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覧
（
平
成
28
年
度
～
令
和
2年

度
）
　
学
科
別

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度
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1.開設日

金曜日　１０：００～１７：００　(教職員分4時間含む　この時間内で融通）

２．スタッフ

常勤 2 兼務

非常勤 1 週　１5時間 教職員分含むと19時間

4月 12 34

5月 11 18

6月 14 64

7月 13 51

8月 6 21

9月 10 37

10月 13 56

11月 11 51

12月 11 62

1月 11 58

2月 6 31

3月 9 53

計 127 536

学年別 1年生 15人

2年生 13人

3年生 15人

4年生 11人

過年度生 3人

大学院・専攻科 3人

卒業生 2人

性別 男 24人

女 38人

月 開設日数 相談回数

４．来談学生　内訳　（合計62人）

３．開室日数・相談件数　（教職員の相談は含まない）

（２）学生相談室利用状況　令和２年度

月曜日　１２：００～１７：００

火曜日　１０：００～１７：００
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（３）修学支援新制度採用者数（７月採用者まで含む）

令和３年度

大学 287 名
短大 82 名

学科別一覧
国言 史財 人関 大食 発酵 国経 短食 初教

第１区分 39 52 23 26 14 21 4 38

第２区分 14 20 12 11 3 12 2 16

第３区分 7 7 10 3 6 7 4 18

合計 60 79 45 40 23 40 10 72

令和２年度

大学 287 名
短大 82 名

学科別一覧
国言 史財 人関 大食 発酵 国経 短食 初教

第１区分 39 52 23 26 14 21 4 38
第２区分 14 20 12 11 3 12 2 16
第３区分 7 7 10 3 6 7 4 18

合計 60 79 45 40 23 40 10 72
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 （４）奨学金・就学支援の状況

旧給付

第１種 第２種 旧給付 第１区分 第２区分 第３区分

大学院 2 3 0 ー ー ー 5 大学・院
合計

国際言語・文化学科 102 102 1 40 14 7 266

史学・文化財学科 152 138 2 49 21 7 369

人間関係学科 105 85 0 29 12 11 242

食物栄養学科 104 74 0 27 11 3 219

発酵食品学科 38 24 0 14 3 7 86

国際経営学科 88 96 1 21 12 7 225

初等教育科 117 85 1 38 16 18 275 短大合計

食物栄養科 27 14 0 5 2 4 52

専攻科 6 1 0 0 0 0 7

合計 1746

334

 

新給付貸与

計

高等教育無償化修学支援

日本学生支援機構（JASSO）奨学金採用者一覧

1412
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就
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業
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２
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史
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0
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(Ｇ
）

E/
Ｄ
＊
10
0

就
職
を
希
望
し
な

い
等

47



2020年度 学生添削・面接指導件数（2020/4～2020/9)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合 計

国際言語 22 8 17 13 8 11 79

史学文化財 14 15 13 7 8 14 71

人間関係 17 10 20 14 8 17 86

食物栄養 15 36 27 15 11 9 113

発酵食品 12 2 3 0 2 1 20

国際経営 18 10 13 12 7 10 70

短大・別科 0 0 0 2 3 7 12
キャリア

カウンセラー 19 36 36 36 8 6 141

合 計 117 117 129 99 55 75 592

学生添削・面接指導件数（2020/10～2021/3)

10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

国際言語 8 6 3 4 7 32 60

史学文化財 16 6 9 3 7 17 58

人間関係 13 5 12 13 12 8 63

食物栄養 10 12 7 6 0 7 42

発酵食品 0 1 1 6 11 11 30

国際経営 7 5 5 4 11 29 61

短大・別科 10 7 9 1 0 0 27
キャリア

カウンセラー 27 22 13 5 24 26 117

合 計 91 64 59 42 72 130 458

上期 592

下期 458

合計 1,050
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２
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（３）令和２年度就職先一覧

食物栄養科
社会福祉法人寿光福祉会 幼保連携型認定こども園 坂ノ市こども園 学校法人 昇龍学園　ひかりこども園 社会福祉法人 友愛会 なかつる保育園
かいぞえ子ども園 社会福祉法人 瑞祥福祉会 うすきこども園 ひまわり保育園
七つの星幼稚舎（幼保連携型認定こども園) 学校法人大分カトリック学園 社会福祉法人 東山福祉会 豊田保育園
社会福祉法人寿光福祉会 幼保連携型認定こども園 坂ノ市こども園 社会福祉法人 熊崎福祉会 すみれこども園 株式会社さくらさくみらい
大在こども園 特定非営利活動法人市浜保育園 市浜こども園 社会福祉法人 豊岡保育園
社会福祉法人野津福祉会 野津こども園 社会福祉法人 海辺福祉会　臼杵中央こども園 社会福祉法人 良和会　こぐま保育園
社会福祉法人寿光福祉会 幼保連携型認定こども園 坂ノ市こども園 社会福祉法人 中央福祉会 中央こども園 一般社団法人　秋葉　くすのき保育園
社会福祉法人　慈恵福祉会　しらとり子ども園 幼保連携型認定こども園　仁愛幼育園 株式会社　テノ・サポート
社会福祉法人日吉会　明野台こども園 社会福祉法人　国東清浄福祉会　国東こども園 社会福祉法人 栄光園　青山保育所
杵築中央こども園 学校法人田中学園 アイリスこども園 社会福祉法人 天神福祉会　弁天保育園
特定非営利活動法人SMIS　スマイス・キッズ保育園 社会福祉法人 藤本愛育会 社会福祉法人 徳樹会　鉄輪保育園
げんきの森こども園 社会福祉法人こばと会 しきどこども園 社会福祉法人朝見神社白鳩福祉会 朝見保育園
株式会社プランニングサポート NPO法人スマイスセレソン 社会福祉法人 真玉福祉会 城台保育園
すばる子ども園 学校法人 ひまわり学園　ひまわり幼稚園 社会福祉法人 野の花会 扇田保育園
上野愛光保育園 学校法人 大津学園 みどり幼稚園 社会福祉法人 産土会　はさま保育園
社会福祉法人寿光福祉会 南片瀬保育園 社会福祉法人 永生会 高田のぞみこども園 社会福祉法人 聖愛保育園
社会福祉法人　子羊保育園 社会福祉法人寿光福祉会 坂ノ市こども園 寒川湘南保育園
やまなみ保育園 社会福祉法人 ポプラ会 旦の原保育園 社会福祉法人 慶円会　鶴崎同光園
社会福祉法人 大分県遺族会 南春日保育所 社会福祉法人 若葉会　ももぞのこども園 社会福祉法人 友愛会　東舞鶴保育園
社会福祉法人友愛会　なかつる保育園 社会福祉法人　森友会 日本基督教団 杵築教会付属 白百合幼稚園
TomorrowCompany 社会福祉法人 萌葱の郷 学校法人ルナ幼稚園 ルナ幼稚園
社会福祉法人　洗心保育園 社会福祉法人 霊山会 学校法人 サレジオ学園　大分明星幼稚園
株式会社フタミ 社会福祉法人 大在福祉会 学校法人 すぎのこ学園　すぎのこ幼稚園
株式会社LEOC 学校法人 渕野学園 富士見が丘幼稚園 学校法人 後藤学園 えのくま幼稚園
富士産業株式会社大分支店 学校法人白蓮学園　認定こども園 白蓮幼稚園・保育園 学校法人 平松学園
日清医療食品株式会社　四国支店 社会福祉法人　川崎保育園　川崎こども園 学校法人府内学園 敷戸ふない幼稚園
特別養護老人ホーム楼蘭 社会福祉法人青葉会 あおばこども園 宮野幼稚園
社会福祉法人安岐の郷　特別養護老人ホーム 鈴鳴荘 別府溝部学園短期大学附属　認定こども園 ひめやま幼稚園 学校法人 長嶺学園　わかば幼稚園
大分記念病院 社会福祉法人 三重福祉会　ひがしこども園 学校法人真愛学園　別府真愛幼稚園
社会福祉法人偕生会 大分県警察
サービス付き高齢者向け住宅丸三グロリアホーム 大分県教育委員会
一般社団法人愛の里　有料老人ホーム愛の里サンヴィラ 熊本県教育委員会
ハイパフォーマンスジム別府（別府市運営） 由布市立由布川幼稚園
栄養教諭（臨時）　鹿児島県曽於市 別府市立亀川幼稚園
株式会社大分カード 大分市立佐賀関保育所
日産プリンス大分 九重町立ここのえみつばこども園
株式会社ダイレクトマーケティンググループ　大分コールセンター 由布市立由布川小学校
(株)マルミヤストア 糸満市立西崎小学校
ベツダイ興産 糸満市立光洋小学校
ドラッグストアモリ 日田市立津江小学校

別府市立亀川小学校
築上町立下城井小学校
大分市立小野鶴こばと保育所
大分市立生石保育所
NPO法人　支援ハウス豊さん家　放課後デイサービスはなみずき
医療生協子育て療育支援センター きらり
医療法人 謙誠会
社会福祉法人　杉の木会　杉の木園
社会福祉法人 大分県福祉会　児童養護施設　森の木
社会福祉法人 夢ひこうせん
株式会社 創翔の里　かぼすの丘 亀川
社会福祉法人 別府光の園
社会福祉法人 別府発達医療センター 別府整肢園
天草市社会福祉協議会
学校法人別府大学
Dining bar SANCTUARY
カッパ・クリエイト株式会社
社会福祉法人 高森保育園
平和保育園
ライクアカデミー株式会社
宗教法人眞光寺 アソカ保育園
合同会社YTG そらいろ保育園
一般社団法人ほがらか園 ほがらか園
株式会社アイグラン　
㈱TOMORROW COMPANY
㈱ニチイ学館　ニチイキッズ　
社会福祉法人 愛光会 上野愛光保育園
社会福祉法人 九州キリスト教社会福祉事業団　めぐみ保育園
社会福祉法人 若草会　しらかば保育園
社会福祉法人 白菊会 泉町保育園

初等教育科
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令和３年５月１日 
キャリア支援課

（4）就職状況から見た本学の特徴 

〇 令和２年度の就職状況は新型コロナ感染の影響で、３月から開始予定の企業合同説明
会が相次いで中止となり、また、県外での就職活動が規制され、構内への立ち入りが一時
制限され対面での指導ができないなど、就職活動全般で大きな影響を受けた。 
このような環境下で就職内定率は１２月末まで７０％を下回るなど低調に推移してき

たが、新型コロナ感染が落ち着きを見せると就職活動も活発となり、最終的には、就職率
９５．４％と昨年同月比で０．７ポイント下回るところまで回復した。 
・大学の就職率は、９５．４％（前年同月９６．１％）対前年同月比△０．７ポイント
・短大の就職率は、１００％（前年同月１００％）。

〇 本学は、県内及び九州各県からの入学者が多く、就職先も県内企業や県内事業所に就職 
し、地元で活躍する学生が多く、県内就職率は６０．３％と３年ぶりに６０％を達成した。
特に、短大は県内出身者が多く県内就職率は９１．５％と高い。 
また、大学では、県内の高校出身者の県内への就職率は８１．０％になっている。新型

コロナ感染の影響で県外への就職活動が規制された影響も大きい。
〇 公務員（大学院、短大、既卒を含む）には３3名、公立教員には２８名が合格した。 
  （昨年は公務員３７名、公立教員２５名） 
学科別の特徴としては、国際言語・文化学科では小・中・高等学校の教員を目指す学生が 

多く、国語や美術を担当する教員の合格に特色が出ています。また、史学・文化財学科では 
一般公務員や司書、教員で社会を担当する合格者が多いのが特色です。人間関係学科では学
科の特性を活かした医療・福祉分野の合格が特徴的です。また、警察官や刑務官、支援学校
の教員などにも合格者がでています。 
食物栄養科学部の食物栄養学科では、管理栄養士の資格を活かした医療・福祉分野、受 

託給食会社等に多くの合格者を出しています。また、今年も大分県の管理栄養士職に合格者
がでました。加えて、管理栄養士の国家試験に４２名（合格率 89.4％）が合格するなどと高
水準で推移しています。 
発酵食品学科では学科の特色を活かして酒造会社等の製造業に合格者がでています。 

 国際経営学部では、大分県、大分市、大分県警等の公務員や大分銀行、豊和銀行などの金
融機関をはじめ不動産業、卸・小売業、サービス業等多様です。 

短期大学部は科の特性を活かした資格職が特徴的です。本年度も就職率１００％と４ 
年連続して達成しました。科別には、食物栄養科は栄養士の資格を活かして病院、保育園、
幼稚園、学校、福祉施設等に多くの合格者がでています。初等教育科は幼稚園教諭や保育士
の資格を活かして保育園、幼稚園、認定こども園、福祉施設等に多くの合格者を出しました。 
初等教育科、専攻科初等教育専攻で１7 名が小学校教諭合格者しました。別途、既卒生で
４名の小学校教諭の合格者がでています。 
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机 椅子 検索PC 蔵書数
うちR2年度
購入分

24号館（図書館本館） 51 180 12 288,252 2,698
ラーニングコモンズ 46 133 5 20,620 176

31号館 5 15 0 26,217 22
大分校舎 14 54 0 23,848 0
合計 116 382 17 358,937 2,896

2.学部・学科別の利用者数、貸出冊数（令和2年度）

所属 学年 在籍者数
貸出者数
（実数）

貸出冊数

1 96 39 308
2 85 19 61
3 84 37 311
4 84 31 172
1 139 70 509
2 108 70 745
3 124 99 1,182
4 104 78 1,375
1 87 23 57
2 83 10 120
3 81 34 111
4 74 15 124
1 85 8 30
2 79 1 1
3 57 4 16
4 56 2 4
1 37 0 0
2 39 1 2
3 30 6 21
4 15 2 52
1 94 6 30
2 133 1 1
3 118 5 60
4 147 3 11

1 52 4 25
2 53 2 42
1 229 117 450
2 197 24 43
1 11 10 20
2 11 3 9

1 0 0 0

2 2 1 3

1 0 0 0

2 0 0 0

1 3 1 18

2 6 1 8

1 6 4 53

2 2 0 0

2 0 0 0

3 1 1 6

1 0 0 0

2 1 1 3

3.学外者の利用状況（令和2年度）
実人数 0
延人数 0

（３）図書館の状況
1.座席数、蔵書数、令和2年度新規購入冊数

施設設備 蔵書数

院博士前期日本語・日本文
学専攻

院博士前期文化財学専攻

院博士前期歴史学専攻

国際言語・文化学科

史学・文化財学科

人間関係学科

食物栄養学科

発酵食品学科

国際経営学科

食物栄養科

初等教育科

専攻科初等教育専攻

院博士後期日本語・日本文
学専攻

院修士食物栄養学専攻

院修士臨床心理学専攻
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